






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　防御特化と四層実装。









　防御力に極振りしたことによって意図せず強くなったメイプルは、少数精鋭のギルド【楓かえでの木】を作り、多くの予想を裏切ってギルド対抗戦である第四回イベントで三位となった。報酬に四層で使用する通行許可証を貰もらい、大規模ギルドの面々とも繫つながりを得て、今は次の階層の実装を待っていたのである。




　イベントが終わって一ヶ月と少し、十月に入ったある日。

　この日はNewWorld Onlineに、多くのプレイヤーが待ち望んでいた四層が追加される日だった。

　メイプルもその一人であり、サリーこと理り沙さに誘われていなくとも、メンテナンス終了直後にログインしていただろう。




　メイプルはギルドホームに来ると、そこにいるだろうサリーを探す。すると、サリーが奥のソファーに座って手を振っているのが見えた。

「来たよ。どうする？　早速行く？」

「三層のボスはメイプルがいればなんとかなるだろうし……行ってみようか。気になるでしょ？」

「なるなる！」

　サリーが声をかけていたのはメイプルだけだったようで、今【楓の木】でログインしているのは二人だけだった。

　今先に上層へと向かっても、後々もう一度ギルドメンバー全員でボスを倒さなければならないだろう。【楓の木】が少数精鋭であることは間違いないが、メイプルとサリーがいなければ戦力も大きく変わってくる。

　ただ、それでも二人は新層への興味には勝てなかった。

　どんなボスかもサリーに確認しないまま【暴虐】状態のメイプルはその背にサリーを乗せてフィールドをダンジョンに向かって駆ける。

　既にこれがメイプルであると知れ渡っているため機械で空を飛んでいるプレイヤー達からモンスターと勘違いされて攻撃されるようなことはない。

　ただし注目されるのは変わらない。




　ダンジョン内をモンスターを轢ひきながら進み、ボス部べ屋やの前に到達する。

「サリー？　着いたよー！」

「おっけー！　さっさと終わらせよう」

　メイプルが【暴虐】の姿のまま扉を開けて中に入ると、部屋の奥にいたのは二人の三倍近い背丈の鋼のゴーレム。

　もしもゴーレムに意識があったなら、扉を開いて顔を覗のぞかせた相手が化物だったことに頭が真っ白になっていただろう。

　実際はそんなことはなく、ゴーレムは淡々と侵入者である二人に対して迎撃態勢を取る。

　それを見て、サリーはすかさず切り札を切った。

「朧おぼろ！　【幻影世界フアントムワールド】！」




　第四回イベントでも使用した、三分間、対象と同じ能力値を持ち、自律行動する分身を三つ作り出す魔法である。

　サリーが朧に使わせた魔法の効果によって、メイプルは四体になる。

　四体のメイプルはそれぞれ出て来たゴーレムに巻きつくようにして攻撃を開始する。

　それに対抗してゴーレムも攻撃をするものの、防御力が五桁けたに迫ろうかというメイプルにダメージは入らない。

　それを見たサリーは、安心したとばかりにその場に座ってペットモンスターである朧の頭を撫なで始めた。

　しかし、そんなサリーの意識をメイプルの焦った声が引き戻す。

「サリー!?　どうしよう!?」

「えっ!?　何!?」

「ダメージ入らないんだけど!?」

「えっ!?」

　サリーがゴーレムを見ると、確かにゴーレムのＨＰは全く減っていなかった。

　運営側も考えていた。

【暴虐】状態のメイプルを封じ、他プレイヤーの攻略に大きく影響しないようにする方法を。

　そして思いついたのは【銀翼】のような理不尽なほどの攻撃力を持ったボスを配置することではなく、高い防御力とＨＰを持ったボスを配置することであった。




　メイプルの天敵は超高火力のボスではなく、同じ個性を持った相手である。

　メイプルには防御貫通攻撃スキルがない。

　主なダメージソースである毒も、相手に耐性さえあればどうということはないのである。

　ゴーレムもメイプルにダメージを与えられないが、負けもしない。

　これが、一対一の場合にメイプルを抑えるべく、導き出された方法である。

「これは私が何とかするしかないか」

　サリーは状況を把握しダガーを抜いてゴーレムへと走り出した。




　そうして戦うこと三十分。

　サリーが【剣の舞】による攻撃力強化を最大にしたこともあって、ようやくこの勝負は終わりを迎えた。

「はぁ……防御力の方をきっちり見ておくべきだったかぁ」

「ふー……結構大変だった」

　さっさとボスを突破して四層を見に行こうとしていた二人としては出で鼻ばなを挫くじかれた形になったものの、すぐに気持ちを切り替えると、ドロップアイテムを回収して四層へと向かった。

「どんなところかな？」

「さあ？　ほら、見えてきた」

　サリーが走り出し、メイプルも追いかけた。




　四層は常夜の町。

　星の煌きらめく夜空に赤と青の二つの満月。

　今までで最も大きなこの町は全ての建物が木造であり和の雰囲気を醸し出していた。

　町中を水路が走り、灯あかりは静かに道を照らしている。

　町の中心に見える何重にもなった一際高い塔には一体何があるのだろうと心は躍る。

「探索する？　しちゃう？」

「いいね。でも、とりあえずギルドホームへ行ってから」

「うう、そっか」

　ギルドホームは保管したアイテムをどの階層でも取り出せるだけでなく、一度足を踏み入れることで、各階層の町かギルドホームに移動できるようになる。

　そのため、新しい階層に来たらまず行っておかなければならない場所なのだ。

　メイプルとサリーは、はやる心を抑えてギルドホームへと向かうのだった。
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一章　防御特化と常夜の町。









　ギルドホームの位置を確認し、早速中に入った二人は内装を一通り見て回る。個人で使うことのできる部屋には畳が敷かれてあったり、居間にあたる場所には囲炉裏や火鉢がインテリアとして置かれていたりしていて、四層の和の雰囲気によく合っていた。

　確認を終えたところで【楓の木】の残りのメンバーがログインしたことにサリーが気付く。

「メイプル、皆インしてきたみたい」

「じゃあ、手伝いに行こう！　えっと、【身捧ささぐ慈愛】で守るくらいしかできないけど……」

「十分すぎるくらい！　行こっか」

　二人は四層の探索を後回しにして、再度三層へと舞い戻った。




　ボス戦は【身捧ぐ慈愛】による保護を受けたマイとユイの貫通攻撃連打で驚く程あっさりと終わることとなった。




「やっぱ……俺達やることなかったな」

「クロム？　四層での探索に体力を割けると考えるのはどうだろう？」

　クロムの呟つぶやきに、同じく何もすることがないまま、散っていくゴーレムを見ていたカスミが反応する。

「新しい素材が楽しみだわ。モンスターがそこまで強くないと助かるけれど」

「僕も今回は楽できたし手伝おうか？」

　カナデは戦っているのを見ている内に揃え終わったルービックキューブを崩しながらイズに提案する。

「それは嬉うれしいわね」

　傍観者だった四人は、フルメンバーでのボス戦はこういうものだと頭を切り替えて、終わったと手を振り四層の探索をしたそうにそわそわしているメイプルの後をついていったのだった。




　そうして新たな町にやって来た一行は、それぞれ手分けしていそいそと町の探索に向かった。

　後でどんなものがあったか情報共有することで、この広い町の全容を把握するためである。





◆□◆□◆□◆□◆






　メイプルは一人、道を歩いてはキョロキョロと何があるかを見ていた。

　そうして道を歩いていると漢字で〈壱いち〉と書かれた板が貼られた大きな赤い鳥居が見えてくる。

　メイプルがその下を通ろうとすると許可証確認という音声が聞こえた。

「んーと……通っても大丈夫だよね？」

　メイプルはゆっくりと足だけを伸ばして何も起こらないことを確認するとぴょんと一気に鳥居を潜った。

「そっか、通行許可証持ってるもんね。どこまで行けるかな？」

　前回のイベントで上位に入っているため、すでに通行許可証のランクが高いメイプルは再び先を目指して歩き出した。

　そう。四層の町では、鳥居を越えて町の中央へと向かうために通行許可証が必要なのである。

　そのため、元々通行証を持っていないプレイヤーは、先へ進むためにまずクエストをクリアしなくてはならない。すぐに探索できるのは、イベント上位者の特典というわけだ。

　しかも奥へ行けば行くほど、良い装備や良いスキルに巡り会える可能性が高まるという仕様のようだった。




　ＮＰＣに代金を渡すことで、決められた位置まで運んでもらえる小舟や人力車が配置されており、メイプルは〈弐に〉と書かれた鳥居を越えた辺りで人力車に乗って進むことに決めた。距離がそれなりにあったこともあるが、単純に乗ってみたかったのである。

「はやーい！　快適、快適！」

　メイプルが歩くよりも遥はるかに速く、町の中心に向かってぐんぐんと進んでいく。

　メイプルが人力車から降りたのは〈陸ろく〉と書かれた鳥居の前だった。

　メイプルがその鳥居を潜ろうとすると薄く光る壁に阻まれて潜ることが出来なかった。メイプルの持つ〈伍ご〉の通行許可証では〈陸〉の鳥居は越えられないようである。

「あー……あの高い塔まではまだまだ遠いなあ……通行許可証のランクってどこかで上げられるのかな？」

　メイプルは一いつ旦たん先へ進むことを諦あきらめてこの辺りにある店に入ってみることにした。

「お邪魔しまーす……おお、和服がいっぱい！」

　そこにはカスミが着ているような服もたくさん飾られていた。

「こっちの服の方がこの町に合ってるかも……」

　結局メイプルは服装をガラッと変えた。戦闘に向かう前に装備を変えればいいだけなので大盾と短刀も外して完全に観光モードである。

　得意技である【毒竜ヒドラ】を意識した紫を基調とした着物に身を包みメイプルは店を出た。

「次はどこへ行こうかなー？」

　メイプルは上機嫌でまた歩き始めた。




　次にメイプルが向かったのは家具アイテムが並ぶ店だった。

　奥に店主である男性ＮＰＣが一人座っている。

　古めかしい壺つぼや掛け軸、机などまで幅広く置いてある。

　ギルドホームの部屋の見た目を変えることが出来るアイテムである。

「すごい良いものなのかな？　値段は高いけど……分からないや」

　品定めしてみたものの、こういった家具にはそこまで興味のないメイプルは、今回はいいかと店を出ようとした。

　すると、奥で座っていた老人の店主がメイプルに声をかけてきた。

「お嬢さん……もう一つ壺を見ていかないかね」

「私？　……うーん、どうしようかな」

　興味がないとはいえ、せっかく提案してくれたのに見ないというのも後で気になってしまいそうでメイプルは見てみることにした。

「こっちに来なさい……」

　店主は奥の扉を開けて、商品が展示されていないスペースへとメイプルを招く。

　メイプルがそれについていくと、そこで手のひらに乗るほどの大きさの小さな蓋ふたつきの壺を見せられる。

「これ？　んー……いらないかなあ」

　そう言っていたメイプルの前に青いパネルが出現する。

「ん？　クエスト!?」

　クエストとなれば話は別である。

　各ステータスが一定以上あることが発生条件のクエストも多くある中、防御極振りなステータスのせいでクエストにあまり出会えないメイプルにとって、これを受けない手はなかった。

　そしてメイプルはクエスト名もよく確認しないままにクエストを受ける。

「それでは……最後の一匹になってもらおうかね」

　店主が壺の蓋を取るとメイプルの体は壺の中に吸い込まれていった。




「えっ！　わっ!?」

　メイプルはどんなクエストだったかとクエスト名を思い出そうとしたものの『壷こ中ちゆうの王』というクエスト名は思い出すことが出来なかった。





◆□◆□◆□◆□◆






　一瞬の浮遊感の後メイプルはお尻しりから地面に落ちた。

「っとと！　こ、ここは？」

　メイプルが辺りを見渡す。

　そこは薄暗く、真っ平らなフィールドだった。遠くに少し反った無機質な高い壁が見えるものの、上は見上げても真っ暗で、高いことは分かっても出口らしきものはない。

　メイプルが端から端まで歩こうとは思えないほどの広いフィールドである。

「……ん？　何か来る？」

　メイプルが額に手を当てて目を細めて遠くを見ると、硬そうな紫色の蠍さそりや百足むかで、さらには甲殻のついた蜘蛛くもなどまで、次々にメイプルの方へと走ってきていた。

　かなりの速度で走ってきており、見る見るうちに姿は大きくなってくる。

「ふふーん、あれを倒せばいい訳だね！　分かってきたよ！」

　メイプルが腰に手をやって短刀を抜こうとする。

「あっ!?　そ、装備してないっ!?」

　メイプルは観光モードのまま戦場に放り込まれてしまったため、短刀も大盾もインベントリの中である。

「ちょっ……えっとえっと！」

　メイプルは急いで青いパネルを出すと画面を指で叩たたく。

　ただ、焦っているために関係のないアイテムをミスタップしてしまい時間を取られ、それがさらに焦りを加速させてしまう。結局、装備変更の完了ボタンを押す前に、最も足の速かった蠍がメイプルの胴体を挟んで持ち上げた。

「ちょっ、いや！　ま、待ってよ！　タイムタイムターイム!!」

　蠍に持ち上げられて身動きが取れないものの、蠍の攻撃は全てメイプルには通らない。ハサミがぎりぎりと挟む力を強めても、尻しつ尾ぽの毒針で刺そうとしてもなんということはない。ただ、そんな中でメイプルは焦っていた。

「待って！　降ろしてっ、困るよー！」

　そう。メイプルがやられることはないが、買ったばかりの着物は別である。

「破れる破れる!!　もう……うわっぷ!?　毒液垂らさないで！」

　百足が体を持ち上げてメイプルの真上に位置どり、その口元から紫色の液体をメイプルに向かって垂らしているが、これもまたメイプルには影響がない。

　ただし、例によって装備には甚大な影響がある。

　メイプルは再度装備変更を試みるものの、変更が終わる前に、元々戦闘用ではない着物は儚はかない光になって消えてしまった。

「あー…………」

　メイプルは抵抗を止めて足をぶらんぶらんさせ、拗すねたように頰を膨らませる。もう、急いで装備を変更する理由がなくなってしまったため、毒液を滴らせながらゆっくりと装備を設定した。

　いつもの黒一色の装備に変えると、メイプルは腕を限界まで振って大盾を蠍のハサミに当てて、拘束から逃れることに成功した。

「うわぁ……いっぱいいるね」

　百足の毒液を浴びながらメイプルは呟いた。

　メイプルが捕まっている内にわらわらと集まってきた、毒を持つ多種多様なモンスターが視界に入る。

「うー、絶対、全部倒す」

　光になって消えていった着物を思い浮かべながら、メイプルは【捕食者】を呼び出し、【身捧ささぐ慈愛】を発動させる。

「【全武装展開】！」

　ガシャンと音を立てて、メイプルから【機械神】の兵器が伸びる。

「【攻撃開始】」

　次々と放たれた攻撃がモンスター達に当たってはその甲殻に弾かれる。

「うえっ!?　魔法じゃないとダメかな……でも毒は、もっとダメだよね……」

　全てのモンスターが紫色の甲殻に覆われているのである。本来甲殻を持たないような蛇なども例外ではなかった。メイプルはそれを見て嫌そうな顔をする。

「硬い……大変だからよくないよ！　そういうの！」

　メイプルの攻撃に【捕食者】の攻撃も合わさって目の前にいた蠍に最も多く攻撃が入っていた。

　その結果、メイプルの目の前で紫色の甲殻が砕け散り、柔らかそうな部分がむき出しになった。

「良かった！　思ったよりすぐ壊れるっ、【滲にじみ出でる混こん沌とん】！」

　メイプルがそこに化物の口を放つと蠍は光となって消えていった。

　ＨＰはそれほどないことは分かったものの、その分とにかく数が多い。

　常に【捕食者】は攻撃を受けており、全て倒すには時間がかかるだろう。

「そうだ！　……とりあえず【捕食者】は戻して……」

　メイプルは二匹のお供を戻すと銃口と砲口を地面へと向け、遥か上空へと吹き飛んだ。

「シロップ！」

　メイプルは空中でシロップを呼び出すと即座に巨大化させ浮き上がらせた。

　シロップよりも高い場所まで飛んだメイプルは真下に配置したシロップの背中に落ちた。

「えへへ、ありがとうシロップ」

　きっちり受け止めてくれたシロップの甲羅を撫なでてから、メイプルはシロップへと命じた。

「えっと、咥くわえて」

　シロップは素直にメイプルの足を膝ひざ辺りまで咥え込んでくれた。

「よーしよーし」

　メイプルは地面と水平に浮かせていたシロップを今度は地面に垂直にする。

　逆さ吊づりになったメイプルの兵器の銃口が地面に向けられている状況だ。

「【攻撃開始】！　まずは全部のモンスターの甲殻を砕く！」

　空から地面へレーザーと銃弾の雨が降る。

「クレーンゲームみたい」

　メイプルは【念力サイコキネシス】でシロップを操作し、ぐるぐると円を描くようにして満遍なく攻撃を当てて回った。

　地面を見ることが出来ているため、目立ちやすい紫の甲殻が壊れているかを確認し続けられ、撃ち漏らしなく攻撃は進んでいった。

「よし……後は地面に降りて直接倒そっと！」

　空中にいる必要がなくなったメイプルはシロップを指輪に戻し、姿勢を整えると足から地面に降り立った。

「次は仕留めちゃうからねー……覚悟してよねー！」

　モンスター達の消えゆく間際の悲鳴がメイプルへの返事となった。




　メイプルの攻撃は甲殻を失ったモンスター達にしっかりとダメージを与えることが出来た。

　モンスター達はメイプルにダメージを与えることが出来ないために、あっさりと戦闘はメイプルの勝利で終わりを迎えることとなった。

「よっし！　最後の一匹！」

　メイプルの銃弾が最後のモンスターを仕留めた所でメイプルの視界は暗転し、気付けば元いた店の中へと戻っていた。




「店の人……いない？　おっと！」

　メイプルの目の前にクエスト達成のパネルが現れる。

　メイプルが得たものは一つのスキル。

「【蠱こ毒どくの呪法】？　何だろう？」






【蠱毒の呪法】




毒系統の攻撃スキルに10％の即死効果を付与する。

この効果は毒耐性スキルの影響を受けない。








「おー……おー？　なるほど……ってことは【毒無効】を無視できるんだね」

【毒無効】や【毒耐性】を備えたプレイヤーやモンスターが増えてきているために使い辛くなっていた【毒竜ヒドラ】だったが、この【蠱毒の呪法】の効果によって【毒無効】を持つプレイヤーでも即死させることができるようになった。【毒無効】も完かん璧ぺきな対策ではなくなったのである。

「そのうち試してみようかな……今はとりあえず……」

　メイプルは店主がいなくなった店を出ると、軽いとは言えない足取りで一つの店へと向かった。




「うう……買い直さないと」

　メイプルは溶かされた着物を偲しのびながら、同じ着物を再度購入する。

「満喫するからいいもん、いいもん！」

　スキル取得の必要経費と割り切って、メイプルは再び町へと繰り出していった。








二章　防御特化とカスミ。









　四層に来てから数日後。

　一通り探索を終えたメンバーは、全員がギルドホームに集まり、成果を話し合う。

「俺はレベル上げと、あとクエストなんかもあってフィールドの方を回ってたな。妖よう怪かいみたいなモンスターが多かった。魔法なんかを使うモンスターも増えてきた印象だな」

　クロムの発言に頷うなずき、イズも口を開く。

「私も素材集めに外へ出たけれど、誰か戦闘役がいないと厳しそうだったわ」

「僕はマイとユイと一緒に〈壱〉の鳥居から順に。たぶんみんなが素通りしていった場所にもクエストとか、奥のエリアにはない素材とかある店もあったから、共有しておくね」

　カナデはそう言って、みんなに仔し細さいな情報が書かれたデータを送ってくれる。

「ユイと見て回ったんですけど広くて結構大変でした……」

「今までで一番大きい町ですね」

　それぞれが、手に入れた情報について話をしていく。ただ、全員同じ鳥居で足止めされたということは変わらなかった。

「じゃあメイプルは？」

　そんな中、サリーがメイプルに話を振った。

「私は即死効果を手に入れて着物買ったよ！」

「……うん、やっぱり後でゆっくり話を聞くね？」

　その一言で、メイプルがまた一人でおかしなスキルを手に入れてきたことを察したサリーは、その話題を後回しにすることにする。

「でも、これで分かった。みんな結構町の中央に行けたってことだよね？」

　サリーが話し始めたのは通行許可証のことだった。

　まず最初に、通行許可証がなければこの町での探索は十分に行えない。

　更に奥に進むためには、通行許可証のランクを上げる面倒なクエストをこなしていかなければならないという訳だ。

　クロムやカスミなどは既に知っているようだったが、その手の情報を積極的に集めることがないメイプルにとっては初耳となる話だった。

「じゃあ私達の通行許可証は凄すごいってこと？」

「まあ、かなりのアドバンテージになると思うよ」

　多くのプレイヤーが必要とする工程を何段階も飛ばしているのだから有利なのは間違いなかった。

　その後、それぞれがここにこういったクエストがあるなどと話し合ったが、メイプルの受けたクエストに挑戦したそうなメンバーは出てこなかった。

「じゃあまた何かあれば！」

　メイプルがそう言ったことで話は終わり各自やりたいことに移っていった。
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　そうして、全員で探索を続けたものの、今までの各階層の町と比べて遥はるかに大きい四層の町の探索は、終わりが見えてこない。

　探索を始めてしばらくしたある日の昼下がり。

　メイプルは息抜きに、ギルドホームでイズが淹れてくれた紅茶を飲んで話をしていた。

「どう？　探索は捗はかどっているかしら？」

「なかなか……すごく広くて」

「私も色々と素材を探したけれど……一つの店にしかないものもあって奥へ進めないわ」

【楓かえでの木】のメンバーは通行許可証のランクが高いため、町の奥へ早期に進むことができるとはいえ、他の場所にも探索すべきところは溢あふれており、さらにはフィールドにも行かなければならない。

　素材集めだけでもやることは今までの何倍も多い。

「新しいアイテム作成もできるようになったのよ。量産するにはまだまだ素材が足りていないけど、今度また使ってみて」

「はい！」

　二人がそんな話をしていると、ギルドホームの扉が開き、クロムとマイとユイが入ってきた。

「お、イズ。ちょうどよかった。クエストついでに頼まれてた素材も集めてきたぞ」

「ありがとう。どう？　クロムも何か飲んで休んでいく？　四層で追加された飲み物もあるわ」

　そう言ってニコニコとイズが笑う。

「……四層の素材は曰いわく付きみたいな名前が多いからな、止めておく」

　それに、悪いことを考えている顔だと言って、クロムは普通のコーヒーを、マイとユイはココアを出してもらった。三人もメイプルと同じテーブルにつく。

「よっと……メイプル、どうだ？　探索の調子は」

「すごく広くてあっちこっち走り回ってて」

　メイプルがそう言うと、マイとユイもよく分かるというように頷うなずく。

　二人もまた極振り故に、移動速度は遅いのである。

「今は……私とユイはいつも人力車に乗ってます」

「結構お金使いますけど、歩くよりも速くて楽です！」

「クエストも点在してるからな。それに店も多い。まあ、大体の店で売ってるのはインテリアだが……確認しない訳にもな」
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「お店にある家具は高いですから……私は見ているだけで満足です」

「クエストにもお金を使う時があるので、本当は買っている余裕がないだけですけど」

　メイプルも色々と目にはしたものの、買ったものは消費アイテムばかりだった。

「せっかく部へ屋やもあるし、私も何か買おうかなあ」

　ギルドホームにはそれぞれが使用できる個室がある。メイプルの部屋にも、何も置かないのも、と各階層で買った家具がいくつか置かれている。

　そうしているとサリーとカナデ、そしてすでにギルドホームの自室にいたらしいカスミが姿を見せた。

「あっ、皆！　おー、全員集合だね！」

「何か予定でもあった？」

　何を話していたのかをメイプルがサリーに伝えると、サリーも町のことについて話し始める。

「私は新アイテムの確認と、フィールドの何かありそうな場所をクエストついでに回るくらいしかしてないなあ」

「僕の覚えてる店は木製パズル売ってる店くらいかな。面白かったよ、いつでも貸せるから言ってね」

　もう全て解き切っちゃったし、とカナデはそんなことを言って、イズにももっと難しいものを作ることが出来ないかを聞き始める。

「町のことはまだまだ把握しきれてないし、メイプルの好きそうなものがあったら覚えておくね」

「うん！　ありがとう！」

「戦闘に使えるものが全てではないからな。メイプルが好きそうな店なら……この辺りはどうだろう？」

　そう言ってカスミはマップを開いていくつかの場所を示す。

「なるほどなるほど……行ってみようかな。カスミ詳しいんだね！」

「えっ？　あ、ああ、まあ偶然な。ちょうど見つけて」

　そう言うとカスミはささっとマップをしまう。

　そこで、カナデとの話が一段落したイズがまた何か飲むかと尋ねる。

「いや、今日はすぐフィールドに出るから止めておく」

「そう。気をつけて、頑張ってね」

　カスミが出て行くのを全員で見送った所で、メイプルはふと思うことがあった。

「カスミ、最近フィールドに行くこと多くなった？」

「私達みたいに、お金が足りないんじゃないですか？」

「私も……もうお財布空っぽです……」

　マイとユイの言葉を聞いて、メイプルもそれもそうかと納得する。

「……あれだけ狩っていれば問題ないと思うのだけど」

　素材や、アイテムなどの価格をよく知るイズはまだ少し不思議に思っていたが、それもカナデの言うパズルの製作のために思考を働かせる内に薄れていく。

「カスミなら変な気も起こさないでしょうし、私も作業しないといけないわね！」

「早速作ってくれるの？　難しいのにしてねー？」

　そしてまた、それぞれがそれぞれの思うように四層での時間を過ごし始めたのだった。
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　そうして夜遅く、狩りを終えてギルドメンバーに見つからないようこっそり帰ってきたカスミは、ギルドホームの中、割り当てられた自室へと入り扉を閉めた。

「はぁ……幸せだ……」

　カスミの部屋に所狭しと並べられた物は全て四層に入ってからここ数日で購入したものである。

　見た目に惹ひかれた陶器や刀など、戦闘には一切使う予定のない物達だ。

　現実とは違い、モンスターを狩って金策ができるＮＷＯの中でなら多少荒い金の使い方をしても問題なかった。

　それ故にカスミは多少、いやかなり買い過ぎたとも言える。

「もう一度買いに行くか！　……そろそろ稼がないとまずいな」

　青いパネルに表示されるゴールドの額が心許ない数値になってしまっている。

　カスミの買っているものは決して安くはない。むしろ高いのだ。

　それでもカスミは今までで最も楽しんでいた。

「誰より早く奥へ行きたいな、ふふ」

　カスミはそう言って、こっそり〈陸〉までランクを上げた通行許可証を眺める。

　まだ誰も足を踏み入れていない領域には、一体どんな逸品があるのだろうかと。

「よし、行くか！　時間が惜しい」

　取り出した通行許可証をインベントリに戻すと、カスミはギルドホームを飛び出した。
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　それから十日後、カスミはギルド内の自室で青いパネルのステータス画面を見つめていた。

　いや、正確にはその中の一点を見つめていたのである。

「うぐっ……」

　能力値には何の効果もない物品を買い続けたカスミは今まであまり使うことがないまま溜ため込むこととなっていた所持金をほぼ全て使い切っていた。

　その額、実に【楓の木】設立に必要だった金額の約五倍である。

　四層の町は鳥居を潜るたびに中心に近づく。いくつものエリアに区切られているとはいえ、町自体が大きいため一つ一つがかなりの広さである。

　しかし、カスミはそこに点在する骨こつ董とう屋やを網羅していた。

　そこで品物を眺める時間はカスミにとって至福のひとときだった。

　その熱意が財さい布ふの紐ひもを緩めるにとどまらず叩たたき斬ったのである。




「よし……これで買えそうだ」

　カスミはモンスターを追加で狩って用意した資金を持ってギルドを出ると、〈漆しち〉と書かれた鳥居を潜り一つの店に入った。

「よしよし、誰かが買ってなくなってしまうことがないのはいいな」

　自室で眺めている物がもう一度商品として店に並んでいるのを眺められるのはゲーム特有だろう。

　未いまだ自室に持ち込めていなかった高価な湯ゆ吞のみを手に取り、所持金はポーション一つすらまともに買えない状態に戻った。

「いつも贔ひい屓きにしてもらって……ありがとう」

「ん？　あ、ああ」

　今まで一度も会計以外の話をしなかった店主からの言葉にカスミが少し戸惑う。

「一つお礼を……そうだな、これをあげよう」

　そう言って店主は一枚の古びた紙をカスミに手渡した。

「わしの道具保管庫だった場所の地図だ……わしはもうそこまでは行けない……好きに使ってやってくれ。道具達もいつまでも眠っているよりその方がいい」

　カスミは店主にお礼を言うと貰もらった地図を見ながら店を出た。「フィールドの……端の方か？　行ってみるか……？」

　今の段階でこの町で買うことの出来るものは買い尽くした。

　所持金もほぼゼロで、死亡時所持金が半分になるペナルティは気にする必要がない。

　そして何より、まだ見ぬ何かが手に入るかもしれないとなれば行くしかなかった。




　常夜のため暗いフィールドを時折地図を確認しながら端へ端へとひた走る。

　そうしてカスミが辿たどり着ついたのは、建物ではなく、ぱっと見て特に何もない平地だった。

「この辺り……いや、もう少しこっちか？　……ここか！」

　カスミの足に、地面から少しだけ飛び出していた取っ手が当たった。

　地図で場所を把握していなければ、この暗闇の中では見つけることは出来なかっただろう。

　カスミは周りの土を払うとぐっと力を込めて持ち上げた。

　砂煙を上げながらバカリと蓋ふたが開き、より真っ暗な地下へと続く階段が目に飛び込んでくる。

「……行くか」

　この町に来てから買った提灯のうちの一つをインベントリから取り出して、階段を下りる。

　赤い炎が周りを煌こう々こうと照らし出す中、カスミの足音だけが響く。

　階段を下りきった先には鉄製の扉があった。

「……よし！」

　カスミは期待半分不安半分で扉を開けて中へと入り、提灯を掲げて辺りを照らす。

「何も……ない？」

　だだっ広い空間には何一つ物がなかった。提灯の光は床以外何も照らしておらず、埃ほこりの匂いのする部屋は一切の音がしない。カスミは辺りを照らすが、保管庫というには相応ふさわしくない状態は変わらないままである。

「何か他に条件でもあったのか？　……分からないな」

　その時、諦あきらめきれないカスミの耳が破壊音を聞き取った。

「何か……いるのか？」

　カスミは刀を抜き、警戒しつつ階段へ続く扉から離れ部屋の奥へと向かう。

　暗くて見えていなかった部分を提灯の明かりが照らしていく。

　そこには幾つもの道具の残ざん骸がい。

　折れた刀、割れた壺つぼ、砕けた水晶玉。

　そしてその中心には、ふわりと空中に浮かぶ薄く紫がかった刀。

　その刀が周りの物に触れるたび破壊音が響く。それはまるで刀が物を喰くらっているかのようだった。

「……来るか!?」

　刀がカスミに気付いたようにその切っ先を向けると、カスミも同じ様に自らの刀を向けた。

　カスミを敵と見なしたのか、その刀身が紫に輝く煙のように揺らめく光を纏まとう。

　一瞬、刀が震えたかと思うと床と天井に紫の炎が現れ、提灯無しでも十分に視界が確保出来るようになった。

　カスミは素早く離れつつ提灯をしまうものの、刀は攻撃を仕掛けてこない。

「来ないのか？　……いや、油断は出来ない」

　カスミは嫌な雰囲気をあの刀から感じ取っていた。

　そしてそれは正しかった。

　次の瞬間、刀が高速でカスミに向かって飛来してきたからである。

「ふっ……！」

　カスミは短く息を吐き浮かぶ刀と斬り結ぶ。ただ、空中に浮いた刀は変幻自在に動くことができ、軌道が読み辛い。

「シンの……相手をしたのが役立ったかもなっ…！　ふっ！」

　前回のイベントで戦った【炎帝ノ国】の強敵を思い出しながら刀を振るう。

　きっちりと受け止められた浮かぶ刀がキィンと音を立てて弾ける。

　カスミは再び距離を取り相手の出方を窺った。

　しかし、刀はカスミが油断なく見ているその中で一瞬のうちに姿を消した。

「なっ…!?　あ？」

　次にカスミの視界に映ったのは自分の胸の中心から生える紫色の刀だった。

　いや、それだけではない。

　足、腹、腕、至る所に刀が刺さっている。

　見覚えのある、いや、使った覚えのあるスキルに似た攻撃。




　次に目を開けた時、カスミは四層の町の入口からすぐの広場にいた。四層において死亡時に戻ってくる場所である。

「……ふっ。ふふふふ。面白い……誰かに取られる前にやってやるからな！　刀に負けてなどいられない！」

　悔しさとやる気で一杯のカスミは対策を考え始めた。
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　数日後、カスミは慣れた様子で浮かぶ刀の所へとやってきていた。

　それもそのはず、カスミが挑んだ回数は既に五十回を超えているのである。

「……よし、いくか」

　カスミが階段を下り部屋の中へと入ると、今までと同じように刀がカスミを出迎える。

「…………」

　カスミは静かに刀を抜くと、この後の動きを思い出しながら飛来する刀と斬り結んだ。

　金属音が薄暗い部屋に響き渡る。

　浮かぶ刀の上にはＨＰバーがあり、カスミはそれに気を配りつつ刀を捌さばく。

「【跳躍】！」

　刀のＨＰバーが少し減った所で、カスミは前方へと跳躍した。

　直後、カスミのいた空間は何本もの刀によって串くし刺ざしにされていた。

　この刀はＨＰがある値になる度に、特定の行動をしてくるのだ。ただ、パターンが多く、完全に把握するのは困難を極めた。さらに、カスミのＨＰをいとも容易たやすくゼロにする攻撃力も死亡回数を重ねる理由になった。それでも、この攻撃などは流石さすがにこれだけ回数を重ねれば、簡単に回避出来るようになっている。

「【一ノ太た刀ち・陽かげ炎ろう】！」

　一度取った距離を再度詰め直して刀を斬りつけると、カスミは一歩分だけ右へとずれる。

　剣が地面から突き出してくることが分かっていたからである。

　カスミは刀の相手をしつつ、刀を中心にして円を描くように一歩ずつ移動する。

　カスミの移動から一秒ほど遅れて刀が地面から突き出してくる。

　停止すれば致命傷、また地面から生える刀は条件を満たさない限り消えないため下手に移動すれば勝ち筋を失う。

　カスミが今の移動法に至るまでにはなかなかの時間を費やした。




　丁度一周回りきったところで刀のＨＰバーが一定値まで減り、行動が次の段階へと移る。

　地面から生える刀が消えた代わりに、今度は天井から紫の炎が降ってくる。

　これに当たれば十秒間ＡＧＩがゼロになってしまう。

　肝心の刀は高速飛ひ翔しように切り替わっており、ＡＧＩが減少すればまともに躱かわすことは出来ないのは明らかである。

　カスミがここまでで最も詰まったのがこの炎の雨である。

　どうしても次の段階に移るまで炎を躱し切ることが出来なかったのだ。

　そのため、カスミは今使うことが出来るスキルを見直し何か突破方法がないか考えた。




「【終ワリノ太刀・朧おぼろ月づき】」

　その結果、やられる前にやるということになったのである。

　高速の十二連撃が浮遊する刀を叩たたき折らんばかりの勢いで繰り出される。

　凄すさまじい勢いで減少する刀のＨＰバー、それでもカスミの表情には喜びはない。

　その十二連撃は刀の行動の段階を三段階飛ばして最終段階へと持ち込んだ。

　刀のＨＰバーはあとほんの一ミリほど残っているが、これは必然である。

　どれだけ強力な攻撃でＨＰを減らしても、どのパターンでもここでほんの僅わずかだけ残るのだ。

　カスミの奥の手である【刀術】スキルの【朧月】は、カスミのステータスを一定時間半減させ、【太刀】の名を持つ残りのスキルは使用不可能になってしまう。

　その状態で最終局面を迎えるのだ。

　カスミはここを突破出来ないまま、五十回を超える挑戦をしているのである。




「…………」

　刀は部へ屋やの最奥へと瞬間移動し、その刀身が今までより強く怪しく輝いた。

　カスミを包むように揺らめく炎が天井まで立ち上り、それが消えた時には炎を壁として刀までの一本道が作られていた。

　その距離二十五メートル。横幅三メートル。

　カスミはここを駆け抜け、刀に最後の一撃を加えなければならない。

「ふっ！」

　短く息を吐いて幾分か遅くなった足で刀へと走る。

　前方からは無数の刀が飛来してくる上、両側の壁からは定期的に炎が噴き出す。

　止まれば真下から刀が生えてくる。

　近いようで遥はるかに遠い距離だ。

「はあっ！」

　飛んでくる刀に自身の刀を合わせ、僅かに逸そらして進んでいく。

　炎はＡＧＩを消し飛ばすため絶対に避けなければならない。また地面からの刀も受けるわけにはいかない威力だが、飛ぶ刀はそうでもない。

　ここまで無傷の場合に限り、三発だけなら受けられる。




　カスミが順調に半分まで辿り着く、そしてそれを体感で理解していた。

「【超加速】！」

　温存しておいた【超加速】でより攻撃が激しくなる地帯を切り抜けようとする。

　昨日きのうカスミは攻略を中断して、サリーとシンに頼んで飛ぶ剣に対する回避の技術の上昇を図っていた。

　その甲か斐いあって、カスミには今までよりもよく刀の軌道が見えていた。

　それでも、距離が近づいたことにより反応出来ない速度となった刀を受けることになってしまう。

「いけ……っ！」

　衝撃と共に左肩、右腹部、左太ふと腿ももに刀が突き刺さる。

　痛々しい赤いエフェクトが鮮血のように弾けて舞う。

　それでも止まらないカスミはまさに修羅の様だった。

　突き出した右手に握られた刀が浮かぶ刀の刀身に触れる。

　それと同時、刀は輝きを失って静かに地面に落ち、浮き出るように現れた、御札が巻き付けられた鞘さやに包み込まれて収まった。

　炎も、カスミに刺さった刀も消え、薄暗い部屋が戻ってくる。




「…………」

　カスミは落ちている刀に手を伸ばし、それを拾い上げた。

「ふふっ……ははは！　やった、やったぞ！　遂にやった！」

　抑えきれない喜びを前面に出して、装備品らしいそのアイテムを確認する。






『身喰らいの妖刀・紫ゆかり』



【ＳＴＲ＋30】

【妖刀】

【自己修復】





【妖刀】




装備中のＨＰ減少・ＭＰ減少・一時的ステータス減少・永続的ステータス減少・身しん体たい制限をそれぞれ対価とした五つのスキルを含む。







【自己修復】




鞘に収めている間、耐久値が回復する。








「試してみるか。手頃なモンスターを探しに行くとしよう！」

　カスミは早速、妖刀を装備すると、試し斬りに向いているＨＰの多いモンスターを探しに向かった。

　しばらく歩くと、手頃なモンスターを発見した。

「よしよし、あいつは確か体力が高かったな」

　カスミが刀を鞘から抜き放つと、刀身から吹き上がった煙がカスミを包み込む。

「おっ……と？　ん？」

　煙は直ぐに風に流されるように消えていったものの、カスミは明らかに変わった点を見て取った。

　それは自分の服装。

　下半身は濃い紫の袴はかま、そして上半身は胸と両腕に薄紫のさらしが巻かれている他は、なにもない。

　腕のさらしと刀からは紫の煙が後方へ流れ続けている。

「…………」

　カスミは珍しく刀を鞘に戻すのを失敗してから、改めて落ち着いて鞘に戻した。

　すると紫の煙が再びカスミを包み込んでいき、服装も元に戻った。

「な、慣れるか？　いやしかし……さらし一枚……」

　せっかく手に入った最上級の装備を使わない手はない。

　カスミは咳せき払ばらいをし、うっすらと頰を染めつつ刀を抜き直す。

　カスミは唯一、対価の分かりにくい身体制限を代償とするスキルから試すことにした。

「【紫幻刀】！」

　カスミの体はスキルの補助を受けて加速し真っ直ぐにモンスターへと向かう。

　右手に持った刀で斬りつける。

　スキルのアシストに従いそのまま右手から刀を放すと、その刀は消えて左手に刀が現れる。

　それを摑つかんで左手で斬りつけ、刀を手放し再度具現化した右手の刀で斬りつける。

　右手から始まって、交互に刀を振るい相手を弾き飛ばし突進しながらの十連撃。

　最後に手に持っていた刀を手放すと、カスミは胸の前で勢いよく手を合わせた。

　放り投げられた十本の刀。

　それらがモンスターを取り囲むように浮かび一斉に突き刺さった。

　計二十連撃。それに体力が多少高いだけのモンスターが耐えられるはずがなかった。

　スキルが終わるとカスミの右手に刀が戻ってきた。

「いいな……いい」

　服装を気にしなければ完かん璧ぺきだ、などと考えていたカスミを再度紫の煙が覆う。

「う……っと消えたか。おっと刀を落として……？」

　落ちている刀に手を伸ばしたカスミはその手が酷ひどく小さいことに気づく。

「う……ん？」

　袴はシステムにより脱げないで保たれてはいるもののぶかぶかで腕と胸のさらしも緩んでいる。

　身長は一二〇センチもないだろう。

「これは……」

[image: ]

　現状を確認しているカスミの元に別のモンスターがやってくる。

　モンスターは配慮などしてはくれない。

「お……っ!?　お、おい待て！　愛あい嬌きようのある姿だぞ！　多分な！　見逃せ！　う……ぐ」

　命いのち乞ごいが届くはずもなく、カスミは町へと送還された。




　町に戻った時には緩んでいた腰元とさらしは締め直されていたが体は小さいままである。

　カスミはステータスを確認した。

「十分間このまま……」

　諦あきらめたカスミは裾すそを引きずりながら近くの長椅子まで歩いて、そこで座って目を閉じて周りの視線をシャットアウトして過ごした。





◆□◆□◆□◆□◆






　カスミは刀を手に入れてからは再び通行許可証のランクを上げることに専念し始めた。

　一方、それからさらに一週間経たった頃のメイプルはというと、ギルドの机に突っ伏していた。

「さーりーぃー……通行許可証のランク上がらないよー……」

　メイプルが向かいの椅子に座っているサリーに話しかける。

「まあ、メイプルは時間かかるかもね」

　と言うのも、通行許可証をランクアップさせるためには、町の中から外からとにかく走り回っておつかいイベントをこなさなければならないからだ。

　そしてイベントの内容は採取から討伐まで多岐に渡る。

　カスミの早さが異常なだけで、本来はかなりの時間を要するのだ。

　メイプルは防御力と引き換えに色々と投げ捨ててしまっているために、普通よりもさらにスピードが落ちてしまっている。

　サリーの通行許可証の文字は〈漆〉、メイプルは貰もらった時の〈伍〉のままだ。

「早く奥まで行ってみたいなぁ……」

　メイプルがそう呟つぶやいたその時、確かに感じられる地鳴りが四層全体に発生した。

「な、なに？」

「分からない……っと？」

　メイプルとサリーに同時に運営からの通知が届く。

　二人がそれぞれメッセージを開いて確認する。




【プレイヤーが初めて〈玖きゆう〉の鳥居を突破したため町が本来の姿を取り戻しました。またこれによりアイテム、クエストが追加されました】




「サリー！　ちょっと出てみようよ！」

「うん、見てみようか」

　二人がギルドから出ると明らかに変わっている点があった。

「おお……？　あれは……」

「んー……見た感じ……鬼だね」

　そこには人ならざる者、ぱっと見て分かるような鬼などを始めとした物もの怪のけや妖よう怪かいと呼ばれるような者達が闊かつ歩ぽしていた。それらはいずれもこの町の住人として過ごしているのである。町のあちこちに読めないような文字が書かれたアイテムや怪しげな薬なども売られ始めた。

　四層は妖怪と呪術の町だった。

「サリー？　こういうのは大丈夫なの？」

　メイプルがふわふわと浮かぶ人魂を指差す。どう見てもサリーの苦手なタイプのものだ。

「向かってこないし、驚かせてこないからね……そっとしておけばいいから」

　とは言っても好きなわけではないため、表情が明るいとは言えない。

　サリーは通り過ぎていく人魂を気にしつつメイプルに話しかける。

「到達したのってカスミかな？」

「すっごい進んでるみたいだったもんね」

　二人は今ここにいないカスミのことを思い浮かべる。

　そしてその予想は当たっていた。




〈玖〉と書かれた鳥居を潜った先でカスミは座り込んでいた。

　カスミが鳥居を潜った途端に、目の前に広がった町から紫の煙が吹き出し、響く何かの詠唱に眩まぶしい光、そして次々に妖怪が溢あふれ出し隣を通っていくという光景に驚いて、立ち上がれないままそれを見ていたのである。

　カスミの元にも運営からのメッセージが届いてカスミは事態を把握した。

「なるほどな……よっと……ふぅ」

　カスミは立ち上がると改めて新しい区域を見渡す。

「次の鳥居は近いな」

　今潜った鳥居から伸びる道は一本だけである。

　妖怪達が歩く大通り、両側に店が構えられたその通りを最奥まで進むと遠くからも見えていた一際高い塔の前に辿たどり着ついた。

　その建物の入口の前に〈拾じゆう〉の鳥居が設置されているのだ。

　そしてその鳥居の隣には立て札があった。




【次代の主は赤鬼の角、龍りゆうの逆げき鱗りん、天の雫しずくを持つ者に託す】




　立札を読んだカスミは自分が集めてきた数多くのアイテムのことを思い出す。

「今までに買うことが出来たアイテムにはなかったな……アイテムも増えているようだし再探索といくか」

　カスミは三つのアイテムの情報を集めるのも兼ねて、何かアイテムが追加されていないかと心躍らせて店を回り始めた。




　そしてそれはどのプレイヤーも同じだった。大きく変わった町で、新たに何かが増えていないかと、一斉に探索を始めるプレイヤー達とＮＰＣの妖怪達で、今まで静かだった町は賑にぎやかになった。

　メイプルもサリーと共に新たなアイテムを見て回ることにして、近くにあった店へと入る。

　人間だった店主は狐の尻しつ尾ぽと耳を生やした女性に変わっていた。

「化けてたってことなのかな？」

「かもね」

　二人は新しい商品を見て回る。

　実用的なアイテムからそうでないものまで、この店だけでも見たことのないアイテムはいくつもあった。

「見てメイプル、これ」

　そう言ってサリーが手に取ったのは紐ひもでくくられた三枚の御札である。

　サリーは左手には白い御札、右手には黒い御札を持っている。

「二つは違う効果？」

「うん。黒い方は三分間対象のスキルを一つランダムで使用不能にする。白い方は事前にスキルを選んでおいてそのスキルが『封印』される時に身代わりになってくれる」

　サリーはどちらも枚数分、つまり三回使えると付け加えた。

「ほほー……なるほど」

「白黒一セットずつしか持てないけどね」

「……とりあえず、買っとこうかな？」

「それがいいと思うよ、どこかで使うタイミングがあるのかも」

　買っておいても損はないアイテムだったため二人は御札を二色とも購入することにした。

「サリー！　サリー！　こんなのもあるよ」

　そう言ってメイプルが見ているのは付け角や付け耳である。

「試しに一つ付けてみたら？」

　試着可能の表示を見たサリーがメイプルに提案する。

「んー……あっ！　じゃあこれ！」

　メイプルが付けたのはくるりと巻いた角である。

「んー……」

「羊になった時に似合うかなって！」

「ん！　ああ、羊……そっかそっか。うん似合ってるんじゃないかな」

「じゃあサリーはこれとか！」

「え？　私は別に……」

　メイプルが渡したのは真っ白い狐耳と尻尾のセットである。

「朧おぼろとお揃そろい！」

「そうだね……人のいないところでなら付けてみてもいいかな？　……尻尾まで付けるのはちょっと恥ずかしいし」

　もしこれらがプレイヤー間に浸透したなら付けてもいいかもしれないと考えつつ、サリーはメイプルと共に会計を済ませて店を出た。

「今日はこの後ちょっと用事があるからログアウトしないと……」

「おっけー！　バイバイサリー」

「うん、バイバイメイプル」

　サリーは光に包まれて消えていった。

　一人残されたメイプルがさて何をしようかと考えていると、見覚えのある人物が目の端にとまった。

「あっ、ミィだ。あっちは……何があったっけ？」

　ミィがキョロキョロと周りを見渡した後で細い路地へと入っていったのを見て、メイプルは同じ道を行ってみることにした。

　前回のイベントをきっかけに知り合って結構仲良くなったミィに声をかけるのもいいと思っていた。

　曲がり角の多い道を進んでいくとミィの声が聞こえてきた。

　隠れる必要はないのにメイプルはなぜか立ち止まり、角からチラッとミィのいるだろう方向を見る。

「よしっ……癒されたらモンスター倒しに行こうっ」

　そう言うと、ミィは青いパネルを出して装備を変更し始めた。

　それだけではなく、見た目を変更するアイテムも使い始める。

　赤い髪は真っ白になりロングヘアーに、服は青と白に変更し、ぱっと見ただけではミィだとは分からないだろう。

　いつもの赤い姿が印象的なためだ。

「よっし！」

　ミィは扉を開けて中へと入っていった。

「…………きっと見ちゃいけないのだったよね？　ど、どどどうしよう!?」

　メイプルは結果的に後をつけて覗のぞき見みをするということになってしまった。

　メイプルは誰にも話さないということに決めて、それでもミィには見てしまったことを伝えようと思った。

「とりあえず……入った店は……」

　小さな看板を確認するとそこには【ふわふわふれあいルーム】と書かれていた。

「……よし。ふぅー……」

　メイプルは扉を開けて中へと入ると、受付の人に代金を支払って奥へと進む。

　そうして入った部へ屋やの中はふわふわと浮かぶもふもふの猫が何匹もいた。

　そしてその奥で緩みきった表情をして座っているミィもいた。

　ミィはメイプルに気づくと抱いていた猫ですっと顔を隠した。

　いくら変装をしていても、仲良くなった相手と向かい合えばバレてしまうだろうことは明白だからである。

　顔のパーツまでは変わっていないのだ。

　メイプルはそんなミィに近づくと全て話して図らずも見てしまったことを謝った。

「いいよいいよ、それに……誰かには知ってて欲しかったかも。演技し続けるのも大変で……あはは……」

「本当、ごめんね。お詫わびっていうか……何か出来ることがあったら言って！」

「……じゃあ、この後ちょっとモンスターを倒すのを手伝ってくれたり……」

　メイプルはそんなことならと快く了承すると、ミィと共にしばしもふもふを堪能した。








三章　防御特化と星降る夜。









　メイプルはいつもの赤い服に着替えたミィと共に、パーティを組んで町の外へ向かっていく。ミィはというと、いつもの演技モードに戻っていた。

「あ、そうだ。えっと、どうして演技してるの？」

　メイプルはこっそりとミィに理由を聞く。すると、ミィもこそっと返してきた。

「何というか、引っ込みつかなくなっちゃって」

「……じゃあ、私達の秘密ってことで！」

「えっと……ふふっ、ありがとう」

　安心したような笑みを浮かべるミィにメイプルも微笑ほほえんで返す。そんな二人は話しながらフィールドへと出る。

「私足遅いから、【暴虐】！　……行きたいところまで乗せていくよ！」

「……の、乗るぞ？」

　ミィは恐ろしい見た目の足からよじ登り背中に跨またがる。

　ミィとしてはまさか乗ることになるとは思っていなかっただろう。

　ミィはそのままメイプルに向かってほしい場所を告げる。

「おっけー、しゅっぱーつ！」

　ぐんと加速して駆け出した化物は、フィールドにいるモンスターよりもモンスターらしかった。




　そうして暫く走った所で二人は目的地に辿たどり着ついた。そこは小さな廃村で、ボロボロになった家には御札が貼られている。

「よっ……と。【炎帝】！」

　ミィはメイプルから降り、ぐっと体を伸ばすとスキルを発動させた。

　それを合図とするように空中に青い人魂が次々と現れる。それらは二人に向かって炎で攻撃しようとするが、それよりも早くミィの業火に焼かれていく。ただ、モンスターも炎を使うだけあって火耐性が高く、ミィにも炎が次々に飛んでくる。ある程度は仕方ないとダメージをできるだけ減らすようにミィが動こうとしたところで、メイプルがスキルを発動した。

「【身捧ささぐ慈愛】っ」

　メイプルが発動したスキルはミィを完全に守りきる。

　敵にすれば恐ろしいそれは、味方にすると回避や防御という行動の存在を忘れてしまいそうになるほど頼もしい。

　実際、ミィは防御行動を取る必要が全くなくなった。

　メイプルが横にいてくれさえすれば、モンスターのＨＰを削ることを考えるだけでいいのだ。




「……これは、勝てない訳だ」

　そうして移動しつつ狩りは続き、あらかた狩り尽くした所でミィは脱力した。

　最後に移動して到着した湖を背にして、ミィが座り込む。夜から始めたとはいえ、もう日付が変わろうとしている。

「ありがとうメイプル。ごめんね、かなり付き合わせちゃった……」

　集中しないで、さらには雑談しながらでも、余裕を持って狩りができるのが楽しくてついついと、申し訳なさそうにミィは素の状態でメイプルにお礼を言う。

「ううん、いいよ！　でも、今日はそろそろ終わろうかな……眠たくなってきちゃった」

　現実世界でも夜は深まっている。メイプルもいつもならログアウトしているような時間だった。

「本当ありがとう、私も終わろうかな。いつもより張り切って攻撃したから疲れたかも」

「そうだ！　じゃあ、最後にもう一度癒されていく？」

　メイプルはそう言うと【暴虐】を解除し、化物のお腹なかからドシャッと落ちてきた。

　人型に戻ったメイプルはスキルを発動させ、二メートルを超えるふわふわの毛玉になった。

　ミィは恐る恐るそれに触れる。するとふんわりと柔らかい感触がする。

「中へ入ってきてー？」

「えっ、中と言われても……う、うーん」

　ミィは恐る恐るというように毛をかき分けて中へと入る。

　いざ入ってみると、心地よい柔らかさに包まれて体の力が抜けていく。

「あー……いい……」

「よかったー」

　メイプルより上に重なるようにミィが潜り込んで、十数分が経過した。

　そして、癒されていたその時、二人はぐっと上に毛玉が引っ張られる感覚を覚え、それぞれに反応する。

「な、何？」

「んん？」

　二人が揃って毛玉の側面からポンッと顔を突き出した。

　毛玉は重力の鎖を引きちぎってふわりと浮かび、湖の真上までふわふわと飛んでいった。

「メイプル、ど、どうなってるの!?」

「分からない！」

　湖の真上についた毛玉はそのまま空へ向かって上昇していく。

「これは……イベント？」

「どうだろう？　もし落ちても私が守れるから大丈夫だけど……」

　二人が水面から十メートル程上昇した所で湖の水が柱のように伸びて二人を包み込む。

　それも一瞬のことで、光に包まれた二人は、次の瞬間別の場所にいた。

「と、取り敢えず出るね？」

　ミィは毛玉からすぽっと抜け出ると毛玉の真横に降りる。

　メイプルはこのままでは身動きが取れないためミィに毛を焼いてもらい地面に降り立つ。

　いや、正確には地面ではない。

「ここ、どこ？」

「メイプル……えっと、雲の上？」

　メイプルが今踏みしめているのは土ではなかった。

　ふんわりと柔らかい雲だったのだ。

　足元を確認したメイプルは今度は空を見上げる。

「すごい星……」

　星々が眩まぶしいくらいに輝いている。思わず見み惚とれてしまうような光景だった。

「うん、綺き麗れい。星が降る夜ってこういう夜かな？」

　二人はしばし夜空を眺めていた。




　メイプルは夜空を眺めているうちに目が冴さえてしまったようで、辺りを見渡す。

「……どうする？　とりあえず進んでみる？　もう一度くる方法もよく分からないし……」

　メイプルの提案にミィも乗って、二人はなんとか乗り越えられそうな少し低い雲の壁の向こうへと進む。

　そうして進んでいくと夜空の中をまっすぐに伸びる雲の道に辿り着いた。それは遠くまで伸びており、その先に何かがありそうだと思わせる。

　二人はギリギリ横に並べるくらいの幅の道に足を踏み出した。

「ん？　メイプル！　上！」

「上？　……【身捧ぐ慈愛】！」

　メイプルは一度は解除した【身捧ぐ慈愛】を再度使用し、ミィを守る。

　直後、空から光る物体が道に降り注ぐ。

　メイプルはそれを浴びつつバックし、避難する。

　すると、雨のように降り注いでいたそれは止やんだ。

　二人は降ってきたものに当たりをつけることができていた。

「ミィの言う通り、星降る夜だった……」

「物理的に降ってくるなんて思わないって……」

「どれくらいの威力なのかは分からないけど、私なら耐えられるから進めそうかな」

　メイプルはミィと共に再び歩き出した。

　降り注いだ星がメイプルに当たっては跳ねて落ちていく。

「サリーなら全部避けちゃうのかな？」

「いや、流石さすがに無理じゃない……？」

　道には休むことなく星が降ってくる。

　躱かわして進もうと思えるような状況ではなかった。

　そうして進んでいるうちに道の終わりが近づいてきた。

「結構大きい星も降ってきてるけど……」

　そう言っているうちに大きな星がメイプルに直撃し、ミィが思わず目をつぶるが、メイプルはなんともない様子で歩を進める。

「問題なーし！　到着っ！」

　長い道を進んだ先には雲の壁、そしてそこにできた横穴があった。

　ここまで来て入らないという訳にもいかないので二人はそこを慎重に進んでいく。

　横穴はそこまで長くはなく、すぐに終着点がやってきた。




　そこには煌きらめく光が注がれていた。

　静かに、糸のように伸びる光。

　それが天から雲で出来た器へと続いている。

「おお……」

「これ……」

　二人は器に近づいて、溜たまった光に触れてみる。

　何かを触った感覚はなかったが、二人はそれぞれ、ある一つのアイテムを手に入れた。

「【天の雫しずく】？」

「使い道は……ちょっと分からないみたい。素材とかかも」

「ミィはここで手に入るのはこれだけだと思う？」

「多分。一本道でこっちにしか行けなかったし」

　確かにとメイプルも納得して、二人はここで探索を終えることにした。

「じゃあ、これで本当に終わりだね！　お疲れ様だよー。あ、また何かあったら一緒に遊ぼう？」

「うん、そうだね。私もそうしたい。ふー、今日は終わり。本当にありがとうメイプル」

　こうして思わぬ冒険も終わり、それぞれがログアウトした。




　翌日。

　メイプルはサリーにミィとパーティを組んだことと、手に入れた【天の雫】について話していた。

「んー……何かのキーアイテムかもしれないから、残しておいたらいいんじゃない？　ミィと探索してたんだね」

「ええっと……まあ、色々あって？」

　メイプルがやりたいようにして結果を出してくるのはよくあることなため、サリーはメイプルが楽しそうならそれでいいと、それ以上聞こうとはしなかった。メイプルもミィとの約束があるため話を切り上げ、次の話題を口にする。

「あと、そろそろ通行許可証のレベル上げもしないと」

　今までで最もやることが多い階層に毎日がイベント期間と言っても過言ではないくらいだった。

「私も早く〈拾〉にしないとね。先に最奥で待ってるよ」

「うん、絶対追いつく！」

　最初はカスミ、そしてそれに続く形で次々に〈玖〉の鳥居を越えていく。

　そしてそのうちの一人が情報を公開したことで、十一月初めにこの町の最終目的は明らかになった。

　そう、三つのキーアイテムを集めることだ。

　既にその内の一つ──【天の雫】を手に入れている【炎帝ノ国】のミィと【楓かえでの木】のメイプルにより、両ギルドの他のメンバーは情報収集の過程を飛ばして【天の雫】を手に入れようとしたが、【炎帝ノ国】は雲のダンジョン内で降り注ぐ、予想を上回る星の威力に苦戦することとなる。

【炎帝ノ国】では時折ミィに頼まれてメイプルが助っ人をしに向かってその桁けた違ちがいの能力を改めて浸透させたりもした。

　貰もらった報酬で寂しかったメイプルの懐が温まったりもした。

　一方、【楓の木】はフルメンバーで一度、そして、サリーがその後単独で一度攻略しあっさりと【天の雫】を手に入れていた。メイプルさえいれば道を歩くだけの簡単なエリアなのである。

　こうして、ならば次のアイテムはどこだと探すことになったのだった。
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　数日が経たち【天の雫】に続き、残り二つのキーアイテムもプレイヤー達の探索により入手場所が明らかになった。

　情報も出回っており、調べれば三つのキーアイテムやそれを守るモンスターの詳細を知ることは容易である。

　ソロでなければいけないという訳でもないが、それでも難易度は高く現状ではクリア出来るプレイヤーの方が少数派だった。

「んー……今はいいか、そのうち皆で行けたら、うん」

　サリーはまとめておいた情報から一人では骨が折れると判断したのである。

　周りには頼もしい仲間がいるのだから、頼らない手はないのだ。

「さて、通行許可証のレベル上げかな」

　サリーがギルドを出ようとした所でちょうどギルドの扉が開いた。

　そこにいたのはサリーにとって最近よく見る人物。

「あ、ちょうど出かける所だったー？」

【集う聖剣】所属の魔法使い、フレデリカである。

　ちょくちょくやってきてはサリーに決闘を申し込んで、負けて帰っていくまでがワンセットとなっている。

　今のところサリーの全勝ではあるが、フレデリカも少しずつサリーに攻撃を当てることが出来そうになってきていた。

「まあね、通行許可証のレベル上げの為ために雑ざ魚こ狩りに」

「そっかー……待っててもあれだしー私も手伝うね。ささっと終わらせて、一勝負！」

「いいよ、ならささっと狩りにいこう」

「私も色々戦術を考えて来たんだよー」

「それいつも言ってない？」

「いつも新戦術が一回で打ち破られるから仕方ないよねー？　一撃でいいんだけどなー」

　フレデリカはサリーが一発で沈む耐久力だということを知っている。そして、フレデリカは範囲攻撃が得意なプレイヤーである。

　そのためサリーも決して油断は出来ない。

　サリーは今回はどうやって勝とうかと思考を巡らせつつ、フレデリカと共にフィールドへと出ていった。




「やっぱり魔法もいいなぁ」

　サリーが一体一体斬り刻んでいる内に、フレデリカは得意の弾幕で次々にダメージを与えていく。

　そういうところを見るともっと魔法を使ってみたくなるものである。

　今のサリーは壁を作って攻撃をずらすことくらいにしか魔法を使っていない。

　ＭＰもそこそこに、より攻撃力が期待できる【ＡＧＩ】と【ＳＴＲ】メインへ舵かじを切ったのだ。

　メイプルと比べレベル上げに力を入れていたサリーはメイプルとのレベル差を詰めてきていた。

　今のサリーのレベルは34である。




「っと！　これでラスト！」

　サリーの攻撃がモンスターに吸い込まれていきそのＨＰをきっちりとゼロにした。

　それと同時にサリーのレベルが１上がって35になる。さらに通行証をランクアップさせるための条件もクリアした。

「ん……んー、ふふっ」

「何か面白いことでもあったー？」

「ん、一緒にレベルが上がっただけ。用事も終わったし一戦やる？」

　サリーがそう言うと、フレデリカは待ってましたと言わんばかりに大きく頷うなずく。

　二人が決闘を了承すると、体が光に包まれていき、何度も体験した転移の感覚を味わい、外から遮断された空間が目の前に広がる。

　開始までの時間を設定し、二人の間に戦闘前特有の緊張感が漂う。




　決闘開始の合図と同時にサリーが真っ直ぐにフレデリカへと向かおうとする。

「っと？」

　しかし、サリーは足を止めざるを得なかった。

　フレデリカがいつものように弾幕攻撃を仕掛けてくるのならば対処は容易だったが、フレデリカの今回の初手はいくつもの壁を作って足を止めることだったからだ。

　水や砂の壁がサリーを囲むように立ち上がる。

「【跳躍】！」

　別に何が来たという訳でもなかったが、サリーは左斜め前へと跳躍した。

　嫌な予感、何となく危険な感じ。

　サリーは前回のイベントで身につけたその感覚に、身を任せたのだ。

　素早い動きで壁の横をすり抜けた。

　そうして、風の刃で壁を壊して巻き込んでのフレデリカの面攻撃が不発に終わる。

　防御力、ＨＰ共に最低値のサリーならば、こんな滅茶苦茶な攻撃でも当たりさえすれば倒すことができただろう。

「また、予知だよー！」

「そんなものではない、よっ！」

　サリーは真っ直ぐにフレデリカへと駆ける。フレデリカも次のプランを即座に立てる。

「「あっ」」

　それは唐突に起こった。

　二人の声が重なったのは偶然だった。

　フレデリカが再度壁を作った時に、ちょうどサリーの爪先の位置から壁が出てくる形になり、サリーがそれに躓つまずいたのである。

　風の刃が当たるルートから外れたものの、サリーはバランスを崩している。

「【多重炎弾】！」

　このチャンスを逃すまいと、フレデリカにとって使い慣れた魔法が思考するより先に飛び出す。

　サリーはそれを転がるようにして躱していた。




　そこからの光景はフレデリカにとって酷ひどくゆっくりと見えた。

　最後の炎弾がサリーの肩に吸い込まれるように近づいて、そして弾けた。

　実体があるということは【蜃しん気き楼ろう】でもない。

　そこまでを一瞬で思考したフレデリカは遂に勝ったのだと思い至った。

「やったああっ！」

　ぐっとガッツポーズをして体を丸めて喜びに震える。

　念願の勝利を手にし、フレデリカは注意力が落ちていた。

　故に、サリーの接近に気づかなかった。サリーがまだ生きていることに気付いた時には、ダガーが深々と体に突き刺さっていたのである。

「あ、れ？」

「残念ながら、ぬか喜びだよ？」

　反撃態勢を取るよりも先に、フレデリカのＨＰはゼロになった。

　元のフィールドに戻る前、フレデリカが最後に見たものは僅わずか一ミリたりとも減っていないサリーのＨＰバーだった。




「うー？　うぅー!?　どうして？」

「貴重な手の内は教えない。敵同士だしね」

「うぐ、そーだよね、うん。次こそ勝つから覚えてろー」

[image: ]

　フレデリカはサリーにバイバイと手を振って離れていった。

「……危ない危ない、やっぱ気を抜いたら駄目だね」

　そう言ってサリーは自分のステータス、その中の一点を見る。






【空蟬】




一日に一度致死ダメージを無効化する。

一分間【ＡＧＩ】50％上昇。








　レベル35までノーダメージであることを条件に得たスキル。

　これを取得したこともあり、サリーはいつもよりも集中力が落ちていた。

　今までは絶対に被弾出来ないという状況にあり、それがサリーの集中力を高めていたとも言える。

「また回避の練習しておこう、うん。初ダメージは……『その時』まで取っておきたいから、ね」

　そう一人呟つぶやくとサリーは早速雑魚モンスターに攻撃してもらいに向かった。








四章　防御特化と龍りゆう退治。









　サリーは回避を鍛え直し、メイプルは通行許可証の為にクエストをこなす。

　四層はやることが多く、多くのプレイヤーが町とフィールドを駆け回っていた。

【楓かえでの木】の面々も例外ではなく、特にトップを走る者達はそれぞれに目的を持って忙しく行動していた。

　そして、サリーのレベルが35になった日から数日のうちに『その時』はやってきた。




【楓の木】全員で龍退治に向かうことに決まったのである。

　全員が揃そろって向かうことができるタイミングができたため、早速行くこととしたのだ。

　メイプルさえいれば、全員で行っても全滅のリスクはほぼない。

　サリーの集めた情報を元に全員のスキルを活いかして、【龍の逆げき鱗りん】をドロップするボスを倒す手順を考えることとなった。




「情報からすると……飛行して空中から電気の玉を吐き出す。だから、高度を下げたタイミングで魔法や弓で攻撃。魔法攻撃が軽減されるため弓推奨。一定値までＨＰを減らせば地面すれすれまで降りてきての突進や爪攻撃、ブレス……貫通攻撃は爪だけ。しばらくすると空に戻っていくみたい。戦場はダンジョン形態ではない。これくらいかな」

「これはもうほぼ勝ちだな」

　メイプルへの有効打の量が敵の勝率に直結するため、クロムの言うことももっともだった。

「四層でちょうど【竜殺し】のスキルを手に入れたからな。地上での攻撃役にまわろう」

　カスミのスキルはドラゴン、龍などというモンスターへのダメージが増加するというものである。

「ユイと私も降りてきた所を攻撃する役でお願いします」

　マイとユイも地上攻撃のメンバーに入り、地上に降りた龍が生き残ることが出来ないであろう布陣が完成した。

　クロムとメイプルを突破してマイとユイを倒さなければ死は免れないだろう。

「メイプルと僕が空の龍を攻撃する感じかな？　遠距離に攻撃できるって考えると」

「そうね、でも……それしかないと思うわ」

　魔法攻撃が軽減されるとはいえ、カナデの魔法も貴重なダメージ源である。

「時間はかかると思うけど……負けることはないかな」

　基本方針もサリーがまとめて、さて出発という雰囲気になったその時。メイプルが口を開いた。

「んー……私も作戦を思いついたんだけど、いい？」

「話してみて？」

　メイプルは思いついた作戦というものを話し始めた。





◆□◆□◆□◆□◆






【楓の木】の一行は、龍のいる場所に続く魔法陣がある山頂へと向かい、山を登っていた。

　道中飛びかかってくるモンスターはメイプルの守護に弾かれ、残り七人の攻撃に蹴け散ちらされていく。

「到着！」

「うん、あの魔法陣だね」

　目の前には煌こう々こうと輝く魔法陣。

　それに乗れば即戦闘フィールドだ。

「じゃあ、メイプルの作戦通りに」

　サリーの発言を最後に全員が魔法陣の光に包まれてその場から消えていった。




　到着したのは以前メイプルが悪魔と戦った場所のような荒野だった。

　遥はるか高い暗い空、そこを真っ白い鱗うろこを持った龍が飛んでくるのがメイプル達には見えた。

　低空飛行でない状態では魔法攻撃すら届かない。そんな高みから龍はバチバチと音を立てて白く輝く玉をメイプル達に向かって放った。

　それはきっちりとメイプル達のいる場所に落ちたが、メイプルはノーダメージのままピンピンしている。

「うん、大丈夫！」

「おっけー。じゃあメイプル、予定通りいこう」

「うん！　じゃあ、カスミ？」

「ああ、分かってる」

　降り注ぐ攻撃など意にも介さず龍討伐の準備が進んでいく。

　メイプルは【機械神】の武装を展開し飛行の準備を整える。カスミは武装を上う手まく避けつつメイプルの背中にしがみつくと、イズから貰もらった『ドーピングシード』を使って【ＳＴＲ】を上げて攻撃力を高める。

　メイプルは上を見て龍の位置を確かめると、武装の砲口を地面に向ける。

「じゃあ行ってくる！」

　爆炎と爆風が地面を駆け抜け、メイプルとカスミは上空へと飛んでいく。

　吐き出す玉を貫いて、高速で龍の口元まで辿たどり着ついた。

　カスミは龍の頭に飛び乗って、メイプルはそのまま龍の体の横を飛びつつスキルを発動する。




「【滲にじみ出でる混こん沌とん】！　【毒竜ヒドラ】」

「【終ワリノ太た刀ち・朧おぼろ月づき】【紫幻刀】……！」




　飛ぶ龍の巨体の横をすり抜けるようにしてメイプルの攻撃が、背中の上では尻しつ尾ぽの方向へと走りながらのカスミの攻撃がそれぞれＨＰを削り取っていく。

　本来魔法攻撃でちまちま削るのが正攻法であるモンスターのＨＰを一定値まで減らすことは容易だった。

　メイプルは一足先に尻尾側に辿り着くとシロップを呼び出して空中に浮かせ、砲撃の反動を上手く使ってシロップの背中に落下した。

「メイプル！　……【跳躍】！」

　紫の煙を振り払いつつ、小さくなったカスミがほとんど転ぶような形で飛び込んできたのを、メイプルは目を丸くして受け止める。

　まだ上手く動くコツが摑つかめていないため、刀は持ってこられなかったようで、降下し始めた龍と共に地面に落ちていった。




「はぁ……【紫幻刀】はなくても足りたかもしれないな」

「おー！　初めて見たけど、そんな風になるんだ」

　メイプルが不思議そうにカスミを見ていると、カスミは視線から逃れるように顔をそらす。

「あまり見ないでくれ……何というか恥ずかしい……」

「あっ、ごめんごめん。後は皆に任せよう！」

「これさえなければいいスキルなんだが……」




　降りてくる龍の姿を見たクロムは、メイプルのいない間攻撃を受け止めていた盾を下ろした。

「来るぞ！」

「大丈夫、準備は出来てるわ！」

　マイとユイは両手に大おお槌つちを持って龍が突進してくるラインを挟むように立つ。

　注ぎ込まれた【ドーピングシード】、カナデができる限り重ねがけした【ＳＴＲ値強化】の支援魔法、サリーもほぼ使う機会がなかった【鼓舞】を使って二人の【ＳＴＲ】を底上げする。

　龍は咆ほう哮こうと共に突進してくる。

　定められた行動に従って自ら死に直進していくしかないのだ。




「「【飛撃】！」」

　振り抜いた大槌から放たれた四つの衝撃波は、龍の顔面に当たると八割近くあったＨＰを消し飛ばした。

「メイプルもやばいが、あの二人もぶっとんでるな……」

「そうね……」

「僕、支援魔法重ねがけし過ぎたかな……？　あ、メイプル達も降りてきたね」

　一分も経たたない内にボスを倒し、ギルドメンバー分の【龍の逆鱗】を手に入れることに成功した。

　この攻略速度を上回るものは現れることはなく、多くのプレイヤーにとっては龍はきっちり強力なボスで在り続けたのだったが。




　カスミはシロップの上で服装を整え、地面に降りると刀を拾いに向かった。それが済むと、【楓の木】の面々は魔法陣で元の山頂へと戻り龍退治は終わりを迎えた。

　カスミがまだ小さくなった体に慣れていないため、全員でシロップに乗って山を下りていく。

「メイプルは何でアレで走れるんだ……？」

　カスミの言うアレとは、人ならざる【暴虐】の姿のことである。

「何だか出来た！」

「……そうか」

　カスミは悟ったような顔でそう呟くだけだった。

「カスミが元に戻るまで十分かかるだろ？　このまま移動して鬼退治も行かないか？」

　クロムの言う鬼とは最後のキーアイテムを持っているボスのことである。

「私も行けるよ！　大丈夫！」

「いいんじゃない？　そっちの情報も揃ってるよ」

　本来予定していた時間を大幅に短縮した結果生まれた空き時間をそのまま次のボスにあてるというクロムの提案は満場一致で可決された。




「鬼は地面にいるから、行動パターンが変化するより早くマイとユイに一気に瞬殺して貰えれば……二人ともいける？」

「「大丈夫です！」」

「私はとりあえず【身捧ささぐ慈愛】で守っておくね」

　こうして一行は龍りゆう退治に続いて、鬼退治へと向かった。




　その鬼は凶悪な見た目を見せつけて、十秒ほどで光に変わることとなった。
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　三つのアイテムを手に入れることに成功したカスミは、ギルドメンバーと分かれて〈拾〉の鳥居へと向かった。メイプル達はまだ通行証のランクが足りずカスミしかたどり着けないため、一人きりだ。

「ふぅ……さて、何が出るか」

　まだ情報は出ていない。

　カスミは最初の一人として鳥居をくぐって塔の中に足を踏み入れた。

「取り敢えず上まで行ってみるか」

　紫の炎に照らされた廊下と階段を上へ上へと進んでいく。

　これといって入れる部へ屋やはなく、警戒しつつも最上階を目指す。




「よっと……何も、いないな」

　階段を上った先にはぴったりと閉じられた襖ふすまがあった。

　何かがあるとすればその先だろう。

　カスミは一つ深呼吸をすると襖を開いた。

　中は畳が敷かれているくらいで、何の変哲もない部屋だった。

　その一番奥に、真っ白い袴はかまと着物を着た白はく髪はつで額に二本の角を生やした妖が一人座っていた。

　特徴としては鬼に最も近いが、ほんの少し前に瞬殺した四メートル近い筋骨隆々の鬼とはまた違った人に近しい見た目である。

　カスミはこの建物の入口で見た立札にあった、次代の主という言葉から恐らく彼が今の主だろうと思い、次の動きに注意を払う。

「おぉ……？　まさか人間が来るとはな」

　主はそう言うと立ち上がり、カスミの方へ歩いてくる。

　二メートルはあるだろう身長が威圧感を強めている。

「持ってるか。ならついて来い」

　カスミが三つのキーアイテムを持っていることを確認すると、主はカスミに背を向けて元いた場所へと戻っていき、地面に魔法陣を描き、光となって消えていった。




「行くか」

　気を引き締めて魔法陣に乗ったカスミが辿り着いたのは、龍退治の時を思い出させるような荒野だった。周りを確認しても木一本、大岩一つ見当たらない。

　先に転移していた主も少し離れた場所に立っている。

「さて、人が来るとは思わなかった。人の身で主となるにふさわしい力があるのか試させてもらう」

「…………」

「俺を倒せ、出来れば次の主の座はお前にくれてやる」

　戦闘になる可能性も考えていたカスミは、驚くこともなく刀を抜いて構える。

「さあ、やろうか人間」

　その声がカスミの耳に届いた直後、主の右手から白い光が弾ける。

　主の手に握られていたのは刀だった。

「受けて立つ！」

　戦闘モードに入ったカスミが主の方へと距離を詰めていく。

　主はカスミとの距離がまだ離れているにも拘かかわらず、自らの刀を大上段から振り下ろす。

「なっ……!?」

　その刀身がぐんと伸びカスミを深く斬り裂いていく。

　驚きに目を見開くカスミのＨＰが一撃でゼロになり、身体からだが消失していく。

　思わず足を止めてしまったことが敗因だった。カスミは消えていくことを確認して目を閉じた。




　町に死に戻ったカスミはまずキーアイテムが減っていないことを確認し、安心する。挑戦権は失われていない。

　そして、あの主との再戦について思いを馳はせる。「むぅ……攻撃力が高いな……とりあえず試行回数を重ねるか。さっきのは避けられるだろうしな」

　妖刀を手に入れる際にも結構な回数死んでいるので、あっさりやられたときの切り替えも早かった。
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　一週間後。カスミはギルドホームの机に突っ伏していた。

「サリー？　カスミはどうしたの？」

「最奥のボスキャラがどうやっても倒せないらしいね、一人だけど凄すごく強いって。まあメイプルがそこに辿り着くのはまだ当分先だと思うけど……どんなボスか話してあげようか？」

「うん！　聞きたい！」

　元気のいい返事にサリーはボスについて話し始めた。

「ソロ限定で敵は一人、こっちの選択した武器……私なら短剣ね。それによって戦闘スタイルが変わる。現状では魔法主体で遠距離攻撃もできて敵のパターンに対処しやすい杖つえが戦いやすいらしいけど……まだ誰も倒せてなくて、どこかに弱体化のフラグがあるんじゃないかとか言われてる」

　サリーはいくつかの武器については途中までの攻撃パターンが公開されていると締めくくった。

「サリーはまだそこまで行けないんだっけ？」

「うん、まだ入れないね」

　サリーの通行許可証では一段階分だけ足りていない。

　ただ、もうそう遠くないうちに挑戦権を得られるだろう。

「サリーも戦うの？」

「そうだなぁ……私は勝ち目が薄いだけの勝負はやるけど、勝ち目のない勝負はしないかなー。流石さすがに範囲攻撃が厳しすぎる」

　それはサリーが自分はボスに勝てないと言っているのと同じだった。

「サリーが勝てないってことはすっごい強いんだね」

「そうだね、まぁいつかは挑戦しようかなって思ってるけど……メイプルと一緒に挑戦出来れば何とか勝てると思うんだけどなあ」

　出来ないことを言っても仕方ない、とサリーはこれ以上話すことはしなかった。

「だからカスミはあんな感じになっているんだね」

　カスミの今の姿は、何とか攻略しようとしては倒され続けたプレイヤーの成れの果てである。

「だね。あ、そうだ。もうすぐイベントがあるけど……前の牛討伐みたいなの」

「うぐ……おとなしく通行許可証上げに専念するね」

　メイプルが手を伸ばしたくなるようなイベントでないことは確かである。

　最初から【暴虐】があるため前回よりは楽に出来るだろうが、苦手意識が出来ているのもあった。

　メイプルは次のイベントはスルーして、今の目標の達成を優先することに決めた。

「それがいいよ。この町はやること多いしね」

「通行許可証上げはイベント期間にやるとしてー……また探索してこようかな」

　メイプルは羊の角を頭に付けて着物に着替えると、町へと出ていった。




「どうしようかな？　うーんどこへ行こう……」

　メイプルは腕を組みながら適当に町を歩き回る。

　何をしようか考えながらふらふらと歩き回っていると武具屋が目に入った。

「そういえば……こういう所はほとんど入ってないっけ」

　メイプルはユニークシリーズかイズに作ってもらった装備かのどちらかしか使っていなかったため、店売りの装備品とは縁遠かった。

「お邪魔しまーす……」

　メイプルは店の中に入ると市販の装備を見て回る。

　見た目が綺き麗れいな防具や奇抜な形の武器など目を惹ひかれる物はあったが、メイプルの装備を上回るような物は当然なかった。

「お金に余裕はあるし……何か買おうかな？　作ってもらう方がいいのかな」

　結局何かを買うことなく、広めの店内をぐるっと回る。店員のいるカウンターの前に来た時、店員の後ろの壁に貼り付けられたポスターに、装備を五点以上ご購入の方に特典と大きな文字で書かれていることにメイプルは気づいた。

「なら買ってみようかな」

　メイプルは適当に安い装備品を五点購入すると、店員から一つの巻物を受け取った。

「【クイックチェンジ】？」

　誰でも使えて、既に情報も広まりつつあるスキルである。

【楓かえでの木】では各個人が忙せわしなく動き回っていたのと、装備を切り替えるプレイヤーがメイプルしかいないため、まだ浸透していなかった。






【クイックチェンジ】




セットしておいた装備に装備を変更する。もう一度使うことで元の装備に戻る。








「なるほど、なるほど。じゃあ私はもう一つの装備をセット……と！」

　細かい所の改善が出来るスキルを身につけてメイプルは店を出て行った。
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　メイプルはその後しばらく町をうろうろと歩き回り、さらに何か新しいものを手に入れることもなくギルドホームに戻った。

　入口の扉を開け中に入ったメイプルに反応したのは、戻ってきていたマイとユイである。

「あっ！　メイプルさん！」

　ユイがメイプルのもとに駆け寄ってくる。

「なに？　なにかあった？」

「ちょっとクエストで私達では勝てないモンスターがいて……手伝ってくれませんか？」

「お願いします！」

　そう言って二人揃そろってペコッと頭を下げる。

「うん、いいよ！　ちょうどやることがなかったんだ」

「ありがとうございます！　クロムさんとカナデさんは一緒に出掛けてしまって、どうにもならなくて……」

　現在ギルドホームにいるのは二人を除けばイズだけだった。

　生産職であるイズは、モンスターを倒しにいくためには心細い助っ人と言えるため仕方がない。

「じゃあ早速行こう、案内して？」

「「はい！」」




　シロップの背に乗ってフィールドを進むことおよそ十分。

　メイプル達は目的地まで辿たどり着ついた。地面には折れた刀や壊れた鎧よろいなどが散らばっており、かつての戦場というような場所である。

「えっとですね、ここに出てくるモンスターなんですけど、物理攻撃が効かないみたいで……お願いします！」

「んー……毒竜ヒドラでいけるかな？」

「多分大丈夫だと思います」

　モンスターの情報を聞いたメイプルはシロップを地面に降ろすと【身捧ささぐ慈愛】を発動させ、ポーションでＨＰを回復すると戦闘態勢に入った。

「モンスターは……あれだね！」

　メイプルの見ている先にはあちこち破れているローブと、錆さびてボロボロになっているロングソードがふわふわと浮かんでいた。

　見るからに幽霊といったその姿は、確かに物理攻撃が効かなそうな見た目である。

「よーし、ヒド……あれ？　消えちゃった」

「あのモンスター消えるんですね……ごめんなさい、知らなくて」

　マイとユイはあっさりと二敗したところで諦あきらめて助けを呼ぼうと考えたので、モンスターの行動を把握しきれていなかった。

　メイプルもマイとユイも積極的に情報を仕入れるタイプではないため、このモンスターの情報など物理攻撃が効かないこと以外持っていない。

「近い!?」

　透明になって急接近したモンスターの剣が振り下ろされ、反応の遅れたメイプルに当たった。

　その時、パリンと音がして【身捧ぐ慈愛】によって輝いていた地面が元に戻る。

「えっ？　ちょっ、と【カバー】！」

　ユイに斬りかかったモンスターの攻撃を、最近はほとんど使っていなかった【カバー】でなんとか防ぐ。

　モンスターは距離を取り、再び姿を消して見えなくなってしまった。

「【身捧ぐ慈愛】！　は、発動しない？　……そっか『封印』！」

　メイプルはサリーと町を探索した際に『封印』に対抗出来るお札を買ってはいたものの、守る対象としたスキルは防御力を上げている【絶対防御】【大物喰らいジヤイアントキリング】【フォートレス】の三つである。

【身捧ぐ慈愛】にまでは手が回らない。

「えっと……そうだ【発毛】！」

　メイプルが毛玉状態になる。それにピンと来たのか、マイとユイは武器を手早く外し潜り込んだ。

　メイプルは前からポンと顔を出すとマイとユイに向かって話しかける。

「じゃあ、お願いするね？」

「「はい！」」
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　二人は毛玉の中でゴソゴソと動いて横向きになったメイプルの真下に着くと、丸めていた体を伸ばしてメイプルをぐっと持ち上げた。

　毛玉からずぼっとメイプルの顔だけが抜け出た状態である。

「マイ、左に出たよ！」

「うん！」

　マイとユイがメイプルの頭の出ている場所を左に向ける。

　モンスターは再度毛玉を支えているユイに斬りかかった。

「はいっ！」

　マイとユイが毛玉を下に降ろしてその中に潜り込む。

　これによりユイを狙っていたモンスターはメイプルの頭上の羊毛を斬りつけるだけで終わってしまった。

「【毒竜ヒドラ】！」

　メイプルが毛玉から突き出した手、握られた短刀から毒の奔流がモンスターに向かう。

　それは至近距離のモンスターをきっちりと捉とらえ、そのＨＰバーを削りきった。

　即死効果が発動せずとも倒せる程度の相手だったようだ。

「ふぅ……倒せたよ！　えっと、何体倒せばいいの？」

「十体です、お願いします」

「了解！　じゃあ、このまま行こうか」

　メイプルが方針を示し、そのままマイとユイはメイプルを持ち上げると上を見てしっかり支えられていることを確認しつつ、そのまま歩き出した。




　そして目の前の毒の沼に足を突っ込んで死亡した。




「うわっ!?　えっ、どうしたの!?」

　メイプルはビシャッと音を立てて地面に落ちた。

　何があったのかマイとユイに声をかけるものの返事はない。

「ん？　あ……」

　メイプルの眼下に広がる紫の海。

　少し遅れて原因を理解したメイプルは慌てて【暴虐】を発動させて二人を迎えに町の入口へ戻っていった。
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　その頃マイとユイが頼るつもりだったクロムとカナデは、【炎帝ノ国】のマルクスと【集う聖剣】のドラグと共にモンスターを狩りに出ていたのである。

「いや、マジでいい盾役だぜ」

　ドラグをメイン火力とし、クロムとカナデとマルクスでサポートするという形で狩りは進んでいた。

「そうか？　盾ならメイプルの方が……」

「あれは盾じゃない……盾じゃない」

　マルクスがぼそっと呟つぶやく。

　マルクスの中では大盾のナンバーワンはクロムだった。

「メイプルは僕達の中でもそんな位置付け……なのかな？」

「どうだろうな？　ただメイプルもいつもイベントの時みたいなヤバイ感じなわけじゃないからな。盾使いなのに隙は多いしなあ、まあ守る必要がないからだが」

　メイプルは剣も槍やりも矢も魔法もその体で弾き返す。

　誰よりも防御力を求めた結果、誰よりも防御行動を必要としなくなったのだ。

「ペインはメイプルを倒すつもりみたいだが、俺は諦あきらめたなあ。ペインは相性は悪くないと思うんだがな、一撃も重いし速度もある」

　それでも難しそうにしていたが、とドラグは言って、モンスターの姿が見えなくなったことを確認する。

「そろそろ移動しない……？　モンスターいなくなったし……」

　マルクスの言う通りモンスターはあらかた狩り尽くしてしまったため、四人は移動を始めた。




　そして次のポイントに向かっていたその時。

　物もの凄すごい勢いで視界の端を化物メイプルが走っていった。

「いつもヤバイ感じじゃねえか……」

「そうだったかもな……悪かった」

　時間が止まったように、四人は呆あきれた様子でしばらく立ち尽くすのだった。








五章　防御特化と第五回イベント。









　十二月の第一週、第五回イベントとしてフィールド探索型イベントが開催された。規定のモンスターを倒すことによってポイントが貯たまり、そのポイントを競い合うことになる。それにともなってフィールドは白い雪に覆われ、空からは静かに雪が降り始めている。

「十二月の終わりまではこのままらしいよー」

　四層のギルドホーム、その窓から外を眺めるサリーがメイプルに言う。

「綺き麗れいでいいよねー……歩きにくくなったりもしないし」

「だねー。じゃあ私は適当にイベントモンスター倒してくるから」

「りょーかーい」

　サリーは窓から顔を離すとギルドホームから出ていった。

　サリーが出ていったところでメイプルも窓から離れる。

「今回のイベントは……モンスターごとにポイントが違うと」

　今回のイベントでは、討伐対象となるモンスターが四種類いる。

　その四種類は出現確率と得られるポイントが違っており、最も出現しにくいモンスターは高いポイントの他にも、レアアイテムを低確率でドロップすると運営からお知らせが届いていた。

「出会えたらそれだけ倒そうかな、低ポイントモンスターは足が速くて追いかけるのが大変だったし……」

　メイプルはぶつぶつと呟きつつ思考をまとめてギルドホームから出る。

　今回のイベントは、あくまでも通行許可証のクエストを達成する過程で見つけたら倒す、という程度にとどめておくことに決めていた。




　メイプルは扉を開けて雪の降る町へと繰り出していく。

　雪が降っているというだけで雰囲気がガラリと変わったように思えて、歩くことも苦にならなかった。

　メイプルは現在受けている【魂の残ざん滓し】の収集クエストを進めるために、雪の降るフィールドを楽しむように歩いてのんびりと西へと向かった。

「到着！」

　廃屋が点在するエリアにやってきたメイプルは短刀を抜き、兵器を生やして歩き回る。

　そうしていると青色の火の玉がふわりふわりと飛んでいる場面に遭遇することがあり、それがメイプルの目的としているアイテムをドロップするのである。

「もーらった！」

　大した戦闘能力をもたない火の玉に無慈悲な銃撃が次々に直撃し、一瞬にして戦闘は終わった。

「ふぅ……良かった！　今日は幸先いいね」

　この火の玉は出現率が高いとは言えず、さらにマイとユイと一緒に戦ったモンスターのように少しすると姿を消してしまうのである。

　メイプルはドロップしたアイテムを拾い上げると、運が良かったと頷うなずきながら次の獲物を求めて狩りを再開した。




「ふふふ……調子いいぞー！」

　三十分ほど火の玉を探していたメイプルは、あと一つ【魂の残滓】を手に入れられればクエストクリアというところまで来ていた。

　今までと比べて遥はるかに順調に火の玉が出現しているため、メイプルはホクホクである。

「よーし！　この調子であと一つ！」

　そう意気込んだメイプルだったが、確率とは収束するものである。




　その後一時間半、たったの一度もお目当ての火の玉に遭遇することが出来なかった。




　上げて落とされる。

　これには流石さすがのメイプルも狩りを中断して気分をリセットしようという発想になった。

　メイプルは一いつ旦たん火の玉のことは忘れて雪景色を堪能することにし、木の幹を背もたれにして地面に座り込む。

「はー……疲れた。むぅーん……最後の鳥居までは遠いなあ」

　メイプルはカスミの攻略速度が凄すさまじ過ぎることを改めて実感した。

「イベントのモンスターはいるんだけどなあ……」

　メイプルは少し遠くに見える白い狼おおかみに、右手を向け銃弾を次々に発射した。

「撃破っ！　よーし……はぁ」

　一匹倒したところでランキングに影響を与えることはない。

「よし、よしっ！　ぱぱっと一体倒して今日は終わろうっと」

　メイプルはばっと立ち上がると気を取り直して狩りを再開した。

　目を細めて周りを注意深く確認しつつゆっくりと移動し、絶対に見逃さない姿勢である。

「いっ、た！」

　メイプルは視界の端に火の玉がふわりと現れたのを捉えると、ガシャンと兵器を向けてどう見てもオーバーキルな量の銃弾をばら撒まいた。放たれた銃弾は火の玉に避ける間も与えずに次々に直撃し、いとも容易たやすく火の玉を光に変えていった。

「ふぅ……やっと終わったよー」

　メイプルはドロップアイテムを回収するとインベントリの中身を見て、きっちり必要なだけの【魂の残滓】が手に入っていることを確認した。

「よし！　はあ……結局時間かかっちゃったなあ。今日は運がいいと思ったんだけどなあ……」

　全体で見れば上う手まくいっていたのは最初だけだった。その後は普通よりもさらに運が悪いくらいである。

　メイプルはぐっと伸びをするとクエストの報告に向かうために廃屋エリアを抜けていこうとした。

　だがしかし、やはり確率とは収束するものである。

「ん？」

　メイプルは背後でズシンという音が聞こえたことで振り返った。

　そこにいたのは四メートル超の雪だるまである。

　石でできた口と目に、人にん参じんの鼻。

　木の枝の腕には袋を持っており、頭には赤色の帽子が乗っていた。

「おおっ!?」

　メイプルが遭遇したのは今回のイベントで討伐時に最もポイントを手に入れられるモンスターだった。

「よし、やるぞー！」

　メイプルはきっちりと雪だるまと向き合うと銃弾を撃ち込む。

　銃弾は次々に雪だるまの胴体を貫いていくが、頭の上にあるＨＰバーはほとんど動かない。

　雪だるまは攻撃を全く気にすることなくメイプルに近づくと、持っていた袋でメイプルを殴りつけた。

「うぇ!?　それで攻撃するの!?」

　盾のない側から横殴りの攻撃を受けたメイプルは、兵器を砕かれながら横へと吹き飛ばされた。

「魔法しか効かない感じのモンスターなのかな？　もうちょっと試して……」

　メイプルは大盾を構えると、斜め下へ砲口を向けて雪だるまへと自爆飛行した。

　メイプルは雪だるまの体を【悪食】で喰くらって抉えぐり取り、通り抜けていく。

　いつも通りの適当着地で兵器を砕きつつ雪だるまの方を見ると、そのＨＰバーはやはりほとんど動いていなかった。

「いろんなタイプのモンスターが増えてきたなあ……【毒竜ヒドラ】！」

　大して動きの速くない雪だるまが毒竜ヒドラを避けることが出来る訳もなく、体の中心に当たって毒が弾けた。

「あれ……？　へ、減らない？」

　毒状態になることもなく、ＨＰバーもほんの僅わずかに減少しただけである。

　このままひたすら削っていけば倒すことが出来るのは間違いないが、酷ひどく効率が悪いことは目に見えていた。

「でも逃すのはもったいないし……もったいないしなあ」

　メイプルは雪だるまが頭上に降らせてくる氷柱を雨のように浴びながら、どうするかを考える。

　結果、シロップと共にチクチクとＨＰを削ることにした。

「準備完了！」

　メイプルはシロップを【巨大化】させると上空に浮き上がらせて安全圏から【精霊砲】で攻撃させることにした。

　メイプル自身はとりあえず【毒竜ヒドラ】を撃ち切ってから銃撃に移る予定である。

「よーし、【毒竜ヒドラ】！」

　どばっと噴き出た毒竜ヒドラは雪だるまを再度蝕むしばみ、次の瞬間そのＨＰをゼロにした。

「へ？　……あれ？」

　光の粒となって雪だるまは消えていき、その場にぽとりと何かが落ちた。

「んー？　んー……あっ！　即死か！」

　初めて発動した【蠱毒の呪法】は、これ以上なくうまく働いたと言えるだろう。




　メイプルは雪の上に落ちているアイテムの元へと走って近づいていく。

　真っ白な雪に映える赤い包装に、緑のリボンが巻かれた箱。

　メイプルはそれを拾い上げるとアイテム名を確認する。






【プレゼントボックス】




十二月二十五日以降、一週間使用可能。中身はランダム。








「中身はなにかな？　クリスマスっぽい物かな？」

　元々の目的も達成しているメイプルは満足して町へと戻っていった。





◆□◆□◆□◆□◆






　メイプルとは対照的に、サリーはフィールドを駆け回ってはイベントモンスターを倒しポイントを稼いでいた。

　狩りが一段落したところでサリーは武器をしまい、少しの間休むことにする。

「ふー……追いつけないなあ」

　サリーが呟つぶやく。

　頭の中でイメージするのは自分が誘った友人の姿。

　メイプルが初めてこうして長い間一緒にゲームをしてくれているのは嬉うれしいことであるが、一人のプレイヤーとしては負けたくないと思うのである。

　ただ、イメージの中でメイプルと戦闘をしてみてもまだ勝てるとは思えなかった。

「あそこまで強くなるとはね……」

　追い越していってしまったメイプルを追いかけていこうと、スキルを探したり情報を集めたりしているものの、どうにも決め手になるものがないままでいた。

「負けてられないな……再開するかー」

　サリーは足にぐっと力を入れると再び走り出した。

　最大値まで上昇している【剣ノ舞】の力もあり、ほとんど止まることなく低ポイントのモンスターを倒すことが出来ているため効率はなかなかのものであった。

「メイプルを見習ってもっと防御力高めておいでよっ！」

　走り抜けた場所でダメージエフェクトが舞っていく。

　貫通攻撃がないモンスターがメイプルを倒すことが出来ないように、面攻撃が出来ないモンスターはサリーを倒すことが出来ない。

「防御力が高いだけならメイプルも何とかなったのになあ」

　考え事をしながらでも動きが単純なモンスターなら相手に出来る、もうプレイヤースキルは上限も上限、これ以上など望めないと言えた。

「どこかにスキルは転がってないものかなー」

　そうして二、三時間ほどモンスターを倒して回っていると、少し先に大きな雪だるまが歩いているのが見えた。

「お、高ポイント。ラッキーラッキー」

　サリーは雪だるまに接近すると腕を避けつつ魔法を発動させた。

「【ファイアボール】！」

　弱い魔法でも火属性の魔法であればごっそりとＨＰが削れる。

　メイプルの苦戦が噓うそのように、雪だるまは【ファイアボール】数発で溶けるように倒れた。

「うん、ポイントおいしい！」

　イベントが終わるまでにドロップアイテムも回収したいと思っているサリーは、すぐにまたフィールドを駆け回る。

　いつにもまして全力でドロップアイテムを探しているのは、早く何かしら新たな力を手に入れたいという焦りにも似た感覚があったからだった。




　最も近い場所にいるからこそ最も負けたくないと、なかなかに負けず嫌いなサリーはそう思うのであった。








六章　防御特化とクリスマス。









　クリスマスが近づいて来た頃、メイプルは手に入れたプレゼントボックスが開けられるようになる日を楽しみにしつつ、丁寧に包装されたその箱をインベントリから出して眺めていた。

「何が入ってるのかなあ」

　しばらくそうしていたメイプルは、イベントはいつまでだったかと運営からのメッセージを確認していた。

　その最中、メイプルはある文章を読んで何かを思いついたのか、プレゼントボックスをしまって、ガタッと椅子から立ち上がる。

　そうしてとことこと歩いていった先は、イズがよくいる工房だった。

　メイプルが中を覗のぞき込むと、そこには何か作業をしているイズがいた。

「あら、メイプルちゃん。どうかした？」

「えっと、すごい大事なことってわけじゃないけど……」

　そう言ってメイプルが提案したのは、クリスマスらしい料理を作ってもらえないかということである。

　つまり、パーティーを開きたいというものだった。

「なるほど。でもクリスマスを過ぎるまでで、全員集まるのは確か明日が最後じゃなかったかしら？」

「作るのに時間かかる？」

「それは大丈夫よ。それに、こういうことは私の腕の見せ所だもの！　最近はカスミも武器を修理する必要がなくなったらしくて……こうやって他の部分で何かできると私も楽しいわ」

　私は鍛冶かじ職人ではなく生産職人だからと、自信ありげにそう言った後、イズは話を戻す。

「ほら。やるなら皆で、でしょう？　そうなると皆が集まれる日までに何とかしないと」

「そ、そっか……今日は皆いないし……」

　今のところ今日ログインしているのはメイプルとイズだけである。何をするにも実働部隊二人で準備を完了しなければならない。

「明日までに色々と材料を集めないといけないわ。食べたいものはあるのかしら？」

　メイプルは先程見ていた運営からのメッセージをイズにも見せる。

　イズはそこに書かれていることを既に知っていたようで、うんうんと頷うなずいた。

「今回のイベントでプレゼントボックスとは別にドロップする、ハズレ？　なるほど、今は当たりかしら。そのアイテムは使えるわね」

　今回のイベントでは、ドロップするハズレアイテムを使えばケーキやチキンを用意することができるようになっている。アイテムとしての価値は高いわけではないが、雰囲気は抜群である。

「ふふふ、すぐ取ってくるよ！」

「ただ、ドロップ率がいいわけじゃないらしいのと、量を用意する必要があるから頑張ってね」

「まっかせてくださーい！」

「いい返事ね。私は栽培している野菜と果物の出来具合を見ておくわ」

　いってらっしゃいとイズが手を振って見送る中、メイプルはギルドホームから飛び出していった。

　メイプルは早足で町の入口までやってくると、準備体操という風にぐっと体を伸ばす。

「よーし、さくさくっと集めちゃおう！　プレゼントもすぐ手に入ったし！　【暴虐】！」

　メイプルを黒い闇が包み込んで、その見た目を化物へと変えていく。そうして、何本もの足を器用に動かし、雪の降るフィールドを駆け抜けていった。




　そうして、しばらく走っていたメイプルは低ポイントのイベントモンスターに何度か出会った。

　メイプルは出会い頭に口から炎を吐いて一瞬で焼き捨て、何かドロップしていないかを確認する。

「『雪のかけら』……お店で高く売れるけど、食べられない。んー、これはまた売りに行こう！」

　メイプルはめげずに次のモンスターを探す。高ポイントモンスターの方がドロップ率がいいため、狙いはそれだ。

「サリーの言ってた通り、炎を使えば簡単だね！」

　メイプルは駆け回って、どこかにモンスターはいないかと辺りを見渡すものの、思っていた以上に見つからない。

　しばらく走り続けたが、たまに出会う程度で、しかも目的のものを手に入れることができないでいた。

「……こ、こんなにいなかったっけ!?　うー、どうしよう……これじゃ厳しいかも……」

　少し疲れてしまったメイプルは、やる気を回復させるためにも、木の下に横たわって休み始める。

「……雪、もっと積もったらいいのになあ」

　雪は地面をうっすら覆う程度で、踏みしめて歩く程にはなっていない。せっかくだから、それくらい降ってもいいのにと、そんなことを思いながらメイプルは体を休める。

「いつかそんな階層も追加されたりするかな？」

　そうしたらサリーとまた探索しようと、二人で冒険するところを思い浮かべて、メイプルは素材集めを再開するため体を起こそうとする。

「よし、頑張ろう！　……ん？　あれは……」

　メイプルは遠くに見えた人が誰かを理解すると、そのまま走って近づいていく。

　向こうも、化物の姿をしたメイプルの巨体に気づかないはずがなく、メイプルの方を見て驚いた様子で反応する。

「ミィ！　偶然、また会ったね！」

「メイプルっ！　んんっ……どうした？　何か用か？」

　ミィは一つ咳せき払ばらいをすると、少し目を鋭くしてメイプルに話しかける。ミィは四人で狩りをしている途中だったようで、隣にはミザリーとシン、シンの後ろにはマルクスがいて、メイプルをチラチラと見ていた。

「用はないんだけど……イベントモンスター探しの途中で見かけたから声をかけに来たんだよ」

「おぉ……やっぱその姿で来るとなんかこう身構えるものがあるよなぁ」

　シンは警戒を解いた様子で、メイプルの方を見る。

「そうですね、まだ慣れないものです」

「人なんだから人の姿をとろうよ……」

　メイプルの方を見て三人がそんなことを言う中、メイプルとミィは話を続ける。

「モンスターを探してるんだけど、中々見つからなくて。前にたくさんいた場所を探したんだけど……」

「ん？　それは駄目だ。よく出現するポイントはいくつかあるが、毎日移り変わっているからな」

「うぇっ!?　そ、そうなの！」

　今回はイベントをほとんどやらないつもりだったメイプルは、きっちりメッセージを読んだのもつい先程のことである。食材のことを見て思い立ったが即行動と切り替えたため、そんなことは知らなかったのだ。

「使う使わないは別として、情報をきちんと見るのは基本だぞ。覚えておくといい」

「うん、そうだね……気をつける。あ、そうだそうだミィ！　モンスター倒しにいくなら私も行っていい？　プレゼントボックスはあげるから、お願い！」

　プレイヤーがイベント中に最も欲しいと思うアイテムをいらないと言われて、ミィと後ろで聞いていた三人は揃そろって不思議そうな顔をする。

「それがいらないなら、何のために狩るんだ？　ま、ポイントはあるけどさぁ、イベントまともにやってないみたいだし」

「えっと、実は……」

　メイプルが今回の目的を伝えると、シンはそういう目的もあるかと頷うなずく。

「シンさんはその辺りあまり気にしないですよね」

「ギルドの部へ屋やも……テーブルと椅子一つとりあえず置いてるだけだし……」

「いや……まあ、ほら？　戦ってた方が楽しいんだよ、俺は」

「私はいいと思いますよ。ええ、それに断る理由もないです。戦いやすかったとミィから聞いていますし」

　メイプルの戦力を疑う必要はどこにもないのである。

　それが、ドロップ食材と引き換えに一緒に戦おうというのだから安いものだ。

「なら、行こうか。メイプル、移動は？」

「この状態なら私は速いよ！　まっかせて！」

　メイプルは地面に伏せて、四人を背中に乗るよう促す。

「おぉ！　一回乗ってみたかったんだよなぁ」

「そんなアトラクションみたいな……落とさないでね？」

　シンが飛び乗り、マルクスも恐る恐るといった風によじ登ってくる。

「さあミィ、私達も乗りましょう」

「勿もち論ろんだ」

　マルクスを先頭に四人が背中に並んだところで、メイプルが立ち上がる。

「案内はするから……そっちに走ってね……」

「おっけい！」

　メイプルはマルクスの指示通りフィールドを駆け抜けていき、目的の場所へと辿たどり着ついた。出現率が上がっているポイントは、分かりやすいように雪がより激しく降っている。

　メイプルは四人を下ろすと【身捧ささぐ慈愛】を発動させた。一時的にパーティを組んでいるため、範囲内にいる限り、死は限りなく遠いものとなる。

「何か天使の羽が生えるとさらに不気味だな」

「そうだね……じゃあ、目に入らないようにして……メイプルちょっと歩くよ」

　マルクスは歩いていき、地面に罠わなを設置する。

「【炎上陣】……ここと、ここに。あと、ここ？」

　マルクスが罠を設置している間に、シンは【崩剣】のスキルで剣を分離させ、ミザリーはシンの剣に炎属性を付与する。ミィは言うまでもなく、炎攻撃のスペシャリストである。

「さて、やろう。モンスターも湧いてきた」

　メイプルがあれだけ探しても出てこなかったモンスターがわらわらと現れる。

　メイプルも炎を吐こうとするが、それよりも先に、炎を纏まとったシンの剣が雪だるま型のモンスターを斬り刻んで燃やしていく。

　それをすり抜けたものは、マルクスの設置した罠によって地面から吹き出す炎に焼かれていく。

「ミィ、勝負しようぜ。どっちが多く倒すか」

「流石さすがに手数では負けるな。どちらがよりダメージを与えるかなら受けよう」

　そんな会話を交わしながらでも、攻撃の精度は落ちないようで、モンスターが次々と倒されていく。

　戦場に炎が散り、ダメージエフェクトと撃破時のエフェクトがキラキラと輝く。

「二人が防御と回復を考えないでいいとなると、私とマルクスは暇ですね」

「だね、モンスターの処理回ってこないよ……」

「すっごい！　私もこう、剣飛ばしたり炎属性使ったりもしたいなあ」

「メイプルは何だか色々禍まが々まがしいからね……」

「天使の羽はいいと思いますよ」

「ふふふ、次に会う時までには炎も使えるようになっておくからね！」

「それは……いい、頑張らないで……」

「ふふっ、楽しみにしておきます」

「ミザリー!?」




　こうしてのんびり話しているうちに、モンスターは焼き尽くされていった。

　その後何箇所か移動を繰り返し、モンスターを狩り尽くして、メイプルが欲しいだけの食材が手に入った。

「どうだメイプル？　足りるだろうか」

「えへへ、十分だよありがとうミィ！」

「俺達も助かったよ。走らなくても移動できるのも、防御を考えないでいいのも快適でよかったなぁ」

「じゃあね、また……何かあったら。次は人の姿で会おうね……」

「では、私達はこれで。美お味いしいものができるといいですね」

　メイプルは四人に手を振って、ギルドホームの方へと帰っていく。

「たくさん出来たら、ミィ達にも渡しに行こうっと！」

　町の前で人の姿に戻ると、メイプルは駆け足でギルドホームの方へと帰っていったのだった。




　翌日。

　ギルドホームの居間に集まった【楓かえでの木】の面々の前で、メイプルは飲み物の注がれたグラスを持って立っていた。

　目の前のテーブルには、メイプルの集めた食材でイズが作ったローストチキンや、アイスケーキ、サラダにスープなどが所狭しと並んでいる。

「えーっと……さ、サリー？　こ、こういう時ってなんて言ったらいいんだっけ？」

「えっ!?　何か言うつもりで立ったんじゃないの!?」

「うー……！　メリークリスマス！　来年もよろしくお願いしますっ！」

　そんなメイプルの声に七人が合わせて、全員がイズの料理を食べ始める。

「どう？　自信作よ。この食材もイベントが終わると当分手に入らなくなると思うと悲しいわ……」

「「美味しいです！」」

　マイとユイが美味しそうに料理を頰張る隣で、クロムとカスミも同じように料理を食べている。

「ま、攻略以外のことをするのも醍だい醐ご味みだよな」

「もちろん、むしろそれ以外のことをするのも大事だろう。楽しむのが一番だ」

「……さてはその刀、そうやって手に入れたな？　変なクエストだろ」

「……企業秘密というやつだ」

「だろうなあ。活躍期待してるぜ、小さくなるのは困りものだが」

「それは私も困っている……あとサラシが……」

　二人がそんな話をしている中で、イズがカナデに新作のパズルを渡しており、それが数十秒で解かれたりして。

　イズが料理は美味しいからと謎の言い訳をしながらカナデに料理を勧める。

「わ、分かった。食べるよ食べるって！」

「次は倍難しいのを作るわ！」

「ん、それは期待してるね」

　そう言いながらカナデは食べ物を口に運んでいく。

「んっ……色々作ってもらってるし、お礼に素材集めもしてくるよ。素材はイズに渡せばよりいいものになって返ってくることが証明されたしね」

　賑にぎやかな声がギルドホームに響くのを、メイプルとサリーは楽しそうにして聞いていた。

「大変だったんじゃない？　こんな量」

「今回は手伝ってもらったから、何とか。もう少し思いつくのが早かったらなあ」

「ログインしたらパーティーするっていうからびっくりしたよ。まあ、もうびっくりするのも慣れてきたけど」

「そう？」

「そう。メイプルが原因だよ？　ほとんど」

　サリーが驚いたことをいくつもあげていく。そのほとんどがメイプルがどこからか見つけてきたスキルのことだ。

「えへへ、色々楽しくて。そうしたら、こうなってたんだー」

「うん！　メイプルが楽しいなら、私もそれでいいかな」

　サリーがそう言うと、メイプルはサリーの方を向いてにっこりと笑う。

「サリー、来年もよろしくね！」

「こちらこそ、一緒にゲームできて嬉うれしいよ」

　こうして、目の前の料理がなくなるまでその日のパーティーは続いたのだった。




　そして、クリスマス当日。ようやくメイプルが手に入れたプレゼントボックスを開けられるようになった日。

　メイプルとサリーは偶然同じタイミングでギルドホームに姿を見せた。

「あっ、サリー！　今日も来たんだね！」

「メイプルもね。で、今日はこの後どこか行くの？」

「んー……行かないかな。今日はとりあえずプレゼント？　うん、それを開けに来たんだよね」

　そう言ってメイプルはインベントリから赤い箱を取り出した。

「メイプルも手に入れてたんだね。実は私も」

　そう言ってサリーは黄色の箱を取り出した。メイプルの物とはまた別の包装がなされているがこれもまたプレゼントボックスとしてドロップしたものである。

　サリーはプレゼントボックスを両手で持つと感慨深そうにじっと眺めた。

「いやー……大変だった。もう何体倒したか覚えてないからね……」

　そう言って箱を撫なで始めたサリーにメイプルとしては私は一回で出たとは言えなかった。

　メイプルは先に話を変えることにした。

「うん、じゃあ早速開けちゃおう！　さてさて何が出るかなっ？」

　リボンを解いて二人揃って蓋ふたをぱかっと開けるとそこにはそれぞれ巻物が一つ入っていた。

　スキルを取得出来るアイテムである。

「スキルか……さてと、中身はどうかな？」

　二人は自分の巻物からスキルの情報をまずは確認した。






【氷柱】




消費ＭＰ３で破壊不能な氷の柱を一本生み出す。最大五本。

一分経過で消滅。










【凍てつく大地】




自分を中心として半径五メートル以内の地面に接触しているプレイヤーまたはモンスターを発動から三秒間移動不能にする。

三分後再使用可能。








　前者がサリーの得た巻物のスキル。

　後者がメイプルのスキルである。

「サリー、こんなスキルだったよ」

「私のはこれ。何種類かあるみたいだね……【大海】も最近使ってないし、私はこっちの方が使えるかな？　んーＭＰも管理するかぁ」

　サリーがぶつぶつと呟つぶやきながら今後のことを考え始める。

　上う手まく使うことが出来れば少なくとも防御能力の向上は期待出来るだろうスキルだった。

「強そうなモンスターは凍らせちゃえばいいってことだね！　こう、ぱぱっと！」

「まあそうだね。それでいいと思う」

「おっけーおっけー！　じゃあ今年はこれで終わりかな」

「ん？　そうなの？」

　ログアウトしようとしたメイプルにサリーが問いかける。

「少しずつ課題終わらせないとだし、一月になってすぐも忙しいし……ちょっとの間やらないでいるかな。サリーもちゃんと課題やらないとだよ？」

「私はもう終わらせたからね、遊ぶよ？」

　サリーのやる気を出した時とそうでない時の差に少し呆あきれつつ、メイプルはログアウトした。




　一人残ったサリーは改めて今後の予定を考えていた。

「もうすぐまた新しい層も来そうだしおとなしくしてるか……最後の鳥居の奥のあいつは弱体化の方法も見つかってないからまだ無理だし……機械の町辺りを再探索でもしてみようかな？」

　メイプルのいない間に追いついてやろうと思うサリーは珍しく具体的なビジョンを持たずに探索をしてみることにした。

「たまにはこういうのもいいかな。メイプルを見習ってね」

　近々やってくる五層に期待を寄せながらサリーは三層へと向かった。




　結果から言うとスキルの収穫はなく、イベントも別に起こらなかった。

　サリーが出来たことは【氷柱】の使い心ごこ地ちを確かめることくらいである。

　ただ、今回だけでサリーは【氷柱】の便利さに完全に取とり憑つかれた。

　もともと危ない範囲攻撃はすぐに壊れてしまう使い捨ての魔法の壁で防いでいた訳である。

　それが一分の間は残ってくれるとなればこれほど嬉しいことはない。

　氷柱が透けていなければ裏に隠れた時に姿が見えないためなお良かったと思うサリーではあったが、そうでなくても十分だった。








七章　防御特化と五層へと。









　メイプルとサリーの冬休みも終わり一月も半ばを過ぎたころ。

　サリーも強く待ち望んでいた五層が実装された。

　実装当日、いち早くギルドホームへ来たサリーが待つこと少し、同じ考えを持つギルドメンバーが揃そろってくる。

「おお、全員揃った！」

　まさか全員が集まるとは思わなかったサリーは驚きと喜びの混じった声を上げた。

「ん？　いや、メイプルがいないぞ？」

「ああ……メイプルは……」

　クロムの問いにそう言えばそうだったとサリーが訳を口にする。

「インフルエンザにかかったので……今年も。いつものことです」

「そ、そうなのか。どうする？　また別の日に全員で行くか？」

　そのクロムの提案に対しての結論は、メイプルがいれば都合の合うメンバーが数人いるだけで倒せるだろうから、今いるメンバーで先に進もうというものである。

　これに反対する者はいなかった。

　最悪、メイプルならば一人でボスを倒してしまうことも出来るだろう。

　こうしてメイプル抜きの【楓かえでの木】は五層へ続くダンジョンへと向かっていった。




　サリー達七人はダンジョンを目指して、モンスターをなぎ倒しながら突き進む。

　クロムが攻撃を引き受け、マイとユイが殴るだけでいいのだ。クロムは、きっちりと攻撃を受け止め、マイとユイには決して通さない。メイプルがいるため目立たないが、クロムもまたトップクラスの大盾使いなのである。

　メイプルがいないため移動速度が攻撃極振りの二人に合わせて最低速度まで落ちていることを除けば、文句なしにパーティとして完成されていると言える。

「お、見えてきたぞ」

　戦闘でモンスターの攻撃を引きつけていたクロムが指差した先には、洞穴が口を開けていた。

「ささっと倒していこう？」

　頭の上で本棚をくるくると回しながらカナデが言う。

「そうだね、行こう」

　そのまま七人は立ち止まることなくダンジョンの中へと入っていった。




　ダンジョン内には物理無効モンスターや物理大幅軽減モンスターが溢あふれかえっていた。

　軽減モンスターはマイとユイでも一撃死を取れるのだが、無効はそうはいかない。また、人魂などが出てくるたびにサリーの動きが一気に悪くなるため、カナデとカスミを中心として入れ替わり立ち替わり攻撃することでダンジョンを攻略していく。

　基本戦闘をしないイズ以外は、度重なる四層の探索のため、物理に耐性を持つモンスターとの戦闘に慣れていた。

　通常フィールドで見慣れた人魂系統のモンスターの炎攻撃は素早い動きでクロムがガードし、カナデが倒していく。

　ダメージを受ければイズがアイテムで即座に回復させる。

　耐性持ち程度の雑ざ魚こモンスターは論外である。

　ダンジョンに溢れる雑魚モンスター程度ではメイプル抜きのパーティでも脅かすことは出来ないのは当然だった。




　サリー達の侵攻は続き、苦もなくボス部べ屋やへと辿たどり着ついた。

「じゃあ、開けるね？」

　サリーが振り返って言うと、全員が無言で頷うなずきそれぞれの装備を構える。

　直後扉は開け放たれ、全員が中へと飛び込んでいく。




　部屋の奥にいたのは九本の尾を持つ大きな狐だった。艶つやのある毛並みの黄色い尻しつ尾ぽをゆらゆらと揺らしている。

「皆、計画通りに！」

　サリーの号令で全員が散る。

　サリーが左斜め前へ、カスミがカナデと共に右斜め前へと駆け出していく。

　残りの四人はクロムを先頭に入口で待機している。

　前衛となるサリーとカスミは走りつつイズから渡されたアイテムを使用する。

　手の中に握り込んだ黄色い結晶を砕き割ると、二人の武器にバチバチと黄色い光が弾ける。

　今回の作戦は、一定時間武器に麻ま痺ひ効果を付与する結晶を使い、素早い狐を麻痺させるというものだった。

「こっち向いてて、っ！」

　サリーが狐の前足を斬りつけて注意を向ける。狐は嚙かみつきや爪での攻撃、尻尾での薙なぎ払はらいでサリーを攻撃するが、サリーは取得したばかりの【氷柱】も駆使して攻撃を躱かわしてカウンターを仕掛ける。

　そうしてサリーが避けていることで、カスミとカナデが自由に動けるようになる。




「【パラライズボム】！」

「【四ノ太た刀ち・旋風】！」




　カナデの麻痺効果を持った魔法、カスミの麻痺効果を付与された四連撃。

　カスミ達に狐の注意が向かないようにサリーがダメージを与え続けていることもあり、しばらくして麻痺で一時的に無力化出来るとされている狐の動きが止まった。

「麻痺入ったよ！」

　一度麻痺が治ると次は効きにくくなるためこのチャンスを作れるのは一回限りである。




　ただ、マイとユイがいるのならチャンスなど一回で十分だった。

　攻撃の余波でやられてしまわないように、クロムに保護されていた最終兵器が真っ直ぐに狐へと進んでいく。

　その一歩一歩が狐にとっては死へと近づくカウントダウンである。




「「【ダブルスタンプ】！」」




　大おお槌つちから繰り出された二人の二連撃は狐の行動変化を全て無視して葬り去った。

　二人がいれば作られた全ては無視されるのが常であり、今日は欠席のギルドマスターがいれば全てを見たうえで行われる全てが無に帰すのが常である。





◆□◆□◆□◆□◆






　こうして七人が無事五層へと進出したその数日後、メイプルが四層のギルドホームにやってくるとサリーだけがそこにいた。

「皆はもう五層へ？」

「うん、私手伝おうか？　行くなら今日はちょっと時間ないから最速で行きたいけど……」

　メイプルは急いでいる様子のサリーの気遣いだけをありがたく受け取って、ログアウトしてくれてもいいという意思を示した。

「あ、最後に……どうだった？　強かった？」

「んー……まあこの層で出てくるモンスターとしては最強クラスなんじゃない？」

「最強……うんうんなるほど。えっと……やっぱりサリーは一人で戦ったんだよね？」

「……？　いや、七人で行ったよ。まあメイプルなら一人でもなんとか……」

「そっかそっか、そういうことも出来るようになったんだね」

　メイプルはその言葉に元気付けられたかのように表情を明るくした。

「まあ？　うん。ごめんね付き合ってあげられなくて。本当予定がなければ……」

「いいよいいよ！　きっと大丈夫！　サリーも行けるって言ってくれたし。私もちょうど行けるようになったところだし」

　そう言うとメイプルはサリーに別れを告げてギルドを出ていった。

「インフルエンザが治ってすぐ行きたかったのかな？　んー？　まあいいか、急がないと！」

　サリーは現実世界で控えている用事に遅れないように急いでログアウトしていった。




　メイプルは目的地へと真っ直ぐに走っていく。皆は先に行っているのだから早く追いつかなければとやる気も十分だ。

「よーし頑張るぞ……」

　深呼吸を一つして、メイプルは部屋へと踏み入った。

「たーのもーう！」

「おぉ……？　まさか人間が来るとはな」

　メイプルの発言に答えたのは長身の真っ白い主だった。

　メイプルはこの四層の【最強】と対たい峙じすることとなったのである。

「ふふふっ、五層へと行かせてもらうよー！」

　メイプルは元気よく主へと宣誓した。

　主に続いて魔法陣へと乗って、用意されたバトルフィールドへと移動する。

「さあ、やろうか人間」

　少し離れた場所にいる主が言い放ち、その右手に二メートルほどの薙刀なぎなたが出現する。

「お手柔らかにお願いします……【全武装展開】！　【捕食者】！」

　ガシャガシャと音が鳴り、メイプルの体から大量の兵器が展開される。

　左手に盾を、右手は巨大な機械の剣にして体を隠すように構えた。

「【攻撃開始】！」

　メイプルの周りの砲口と銃口が一斉にレーザーと弾丸を撃ち出す。

　きっちり狙いなどつけなくても当たるレベルの量の攻撃が鬼に向かう。

　しかし、主は自分の体に当たる弾丸全てを薙刀で逸そらし、叩たたき落おとしていく。

　ただ、メイプルの攻撃は止やむことがないため、攻撃には転じられていない。

「サリーみたいなことする……シロップ！　【巨大化】！」

　メイプルはシロップを【巨大化】させて宙に浮かせると、二匹の化物を連れて主へと近づいていく。

　メイプルが近づき着弾までの時間が短くなっても、主がダメージを受けることはなかった。

「シロップ、【精霊砲】！」

　シロップの攻撃で天から白い光が降り注ぐ、しかしそれすらも主は回避する。

「うー……【毒竜ヒドラ】！」

　メイプルから迸ほとばしる毒が主へと迫る。

　主は薙刀を目の前で回転させることで毒の奔流を全て弾き飛ばした。

　直後、自爆によって吹き飛んだメイプルは全てを食らう盾と、鈍く輝く剣を突き出して自らが弾丸となり突っ込んだ。

　ただ、それは同時に攻撃を止めるタイミングが出来るということでもある。

「吹き飛べ人間！」

　主の超反応により振り抜かれた薙刀はメイプルの兵器を砕き割りつつ、飛び込んできたメイプルを横についてきた化物ごと遠くへと吹き飛ばした。

　その際にメイプルの大盾と剣が僅わずかに鬼の体を抉えぐりダメージを与えたものの、擦り傷と言っていいくらいである。

「うわっ！　と、よっ！」

　メイプルはガシャンガシャンと音を立てて地面を跳ねて転がって、ようやく立ち上がった。

　その視界に駆けてくる主の姿が映る。

「【滲にじみ出でる混こん沌とん】！」

　化物の口が接近した主を襲うが、それは回避されてしまう。

　しかし、【捕食者】による残り二つの口が仕掛けた追撃は主の両腕を容赦なく抉っていった。

　それでも止まることがない主の薙刀でのカウンターが【捕食者】達を斬り捨てる。

　両者から噴き上がる赤いダメージエフェクトの向こうから再度突撃したメイプルは、大盾を振るい【悪食】で主の右半身を食らって突き抜けていった。

「【捕食者】はやられちゃったけど……貫通攻撃かどうか分からないしね」

【身捧ささぐ慈愛】を使えばＨＰロスが発生する。その瞬間に貫通攻撃が【捕食者】二人分入れば一瞬でやられる可能性もあるため、メイプルは安全をとったのだ。

　メイプルも多少なりともゲームに慣れてきて、一人の時とギルドの面々と共に戦う時とでは戦闘方法が変わってきていた。メイプルは壊れた兵器を再度展開すると主へと向ける。

「【攻撃開始】！」

　メイプルは再び銃撃を開始し、一息つく。

「色々な攻撃してくると思うけど……今の所はダメージなしだし、これを繰り返せば大丈夫かな？」

　メイプルはどちらがボスか分からないような制圧力を見せつけていた。

　相変わらず銃弾は全て弾かれているが、遠目に見えるＨＰバーは先程のいくつかの攻撃で残り八割に届くかどうかというところまでは削れていた。

「もう一回……」

　メイプルがもう一度歩き出そうとしたところで主の動きが変わった。




　弾幕の範囲から瞬時に外れる跳躍。五メートル程の高さまで飛び上がった主の周りに紫の炎が現れる。

「うぇっ!?」

　メイプルが慌てて角度を修正しようとするが、それより主の炎が射出される方が早かった。

「全て返そうか」

　メイプルの使用したスキル全てをそのまま炎で再現しての反撃。

　普通の大盾ならば接近攻撃を受けるくらいだろうこの反撃行動は、地面全域を炎で焦がして視界を奪っていく。

　熱線が射出され炎弾が炸さく裂れつし、炎の竜が地面を焼き尽くす。

「うう!?　ど、どうなってるのこれ！」

　メイプルの攻撃に貫通能力はないためダメージはないものの、背丈より高く伸びる炎の中では主を視認することが出来ない。

「と、とりあえずっ！」

　メイプルは兵器を地面に向けると、主の炎を自らの爆炎で散らして空へと飛び上がった。

　目指すのは空に浮かんだままのシロップの所だ。

「【身捧ぐ慈愛】！」

　兵器の中から天使の羽が伸び、メイプルの髪の色が金に変わる。メイプルは急いで減ったＨＰをポーションで回復する。

「シロップ！」

　シロップの背中に刺さりにいくくらいの勢いで乗り込んだメイプルを熱線が襲う。

【身捧ぐ慈愛】の効果のためシロップがダメージを受けることはなく、燃える地面がなくなったため何とか主の姿も見えるようになった。

「コピー……？」

　メイプルの使う攻撃にはメイプル自身に有効打になるものが一切ない。

　故に主がメイプルの攻撃を模倣して使っている間は絶対に安全なのである。

「とりあえずこれが終わるまではここにいよっと！」

　メイプルは熱線の中、シロップの背中に座り直した。

　視界を照らす業火が止んだところで、メイプルは【身捧ぐ慈愛】を解除して地面へと飛び降りる。

「【攻撃開始】！」

　再度メイプルは射撃を開始する。

　そうして攻撃を防ぐ一方となった主に向かって、また一歩ずつ迫っていく。

「ふぅっ……！」

　剣と盾を構え、メイプルは三度突進する。主とメイプルは交錯し、メイプルの兵器と防具が砕かれ主の体が【悪食】によって持っていかれる。

　ただ、主が壊せているのはあくまでメイプルを覆う装備でしかない。

　しかもそうして壊した防具は再生し、潰つぶした兵器はまた新たに展開されるのだ。

「よし、このまま！」

　メイプルはそう言いながら起き上がり、主の方を向こうとする。

　その目に映ったのは、すぐ目の前で赤く光る薙刀を振り下ろす体勢に入っている主の姿だった。

「わっ!?」

　咄とつ嗟さに大盾を突き出したメイプルを、急に角度の変わった薙刀が襲う。

　横よこ薙なぎに近い薙刀はメイプルを殴るようにして吹き飛ばした。

「うっ……く、【攻撃開始】！」

　メイプルは止まった場所で膝ひざをつきながら、主を近づけさせないよう攻撃する。

　その脇腹からは赤いダメージエフェクトが溢あふれていた。

「うぅ、貫通攻撃……ポーションポーション……」

　メイプルはインベントリからポーションを取り出し使用した。

　半分を少し割るところまで減っていたＨＰはポーション一本で回復する。

　それなりに性能のいいポーションなら、メイプル程度のＨＰはすぐに全回復させることが出来る。

「うーん……遠距離攻撃は防がれちゃうし、どうしようかな」

　メイプルの近距離攻撃は意外にも少ない。特に効果を期待できるものと言えば【暴虐】での攻撃か、【悪食】や兵器込みの突撃、もしくは【捕食者】の攻撃くらいである。

「んー……うん！　よし！」

　メイプルはもう一度先程と同じように突進した。

　同じように鬼と交錯し、同じように被害を与えあってメイプルは主の脇を抜けていく。

「ここっ、でっ！」

　一際大きい爆発音が響きメイプルが空へと跳ね上がる。

　少し遅れて振り抜かれた主の薙刀は空を切り、メイプルは遥はるか高くにいるシロップの背中へと飛び乗った。

「ふー……ありがとうシロップ！　助かるよー！」

　メイプルはシロップを撫なでるともう一度地面へと飛び降りる。

　メイプルは地面に降りると即座に主に突進し、行動の選択肢を与えない。

　突進した後上空のシロップへの避難、そしてすぐに戻ってくる。この行動の繰り返しによって、メイプルは攻撃を受けることなく主のＨＰを削ることが出来るようになった。




　主はメイプルの銃撃によって元々極度に行動を制限されている。さらにメイプルが自らを砲弾とする、他のどのプレイヤーをも上回る速度の立体機動をしてくるのだから、主に突破方法などない。

　メイプルは削る。ただひたすらに主のＨＰを削り取っていく。

　結果、一切の反撃を許さずに主のＨＰを半分まで減らすことに成功した。

「……っ！」

　何度目かの突進の後、空中へと飛んだメイプルは、シロップの背中から主の変化を見て取った。

「人間……中々やるな！」

　そう言い放った主を中心に、白く輝く光が渦を巻いている。

　地面近くには風が吹き荒れ、メイプルにもその暴風の音が聞こえていた。

　明らかな変化にメイプルが大盾を構え、シロップの背中から様子を窺う。

「さぁ……行くぞ人間！」

　響く声と同時、主は宙を駆けた。

　そのまま白い光の尾を引いてメイプルとの距離を詰めてくる。

「噓っ!?」

　さらに薙刀なぎなたが纏まとう、貫通攻撃の赤いエフェクトを見たことでメイプルは危険を察知した。

「シロップ【休眠】っ！」

　メイプルの声に応じて、シロップの姿が指輪の中へと消えていく。

　背に乗っていたメイプルはそのまま重力に従って地面に落ちていく。

「【攻撃開始】！」

　主から離れるように砲撃しながら地面に降りていく。メイプルには、地面から浮いたまま、追ってくる主の姿が見えていた。

「うう……くぅ……っ！　そうだ！」

　方向を変える必要がないメイプルはその状態でインベントリを開いた。

「これっ！」

　メイプルは光る何かを雨を降らすようにばら撒まいた。

　それはインベントリにしまい込んでいたポーションである。

「次は……こっち！」

　方向転換して再びばら撒く。

　どんな場所にもポーションが落ちているように。

　それをどこでも拾うことが出来るようにするために。

　二時間だけはそこに残っていてくれる全回復が可能な休憩地点。

「いくよっ！」

　メイプルは意を決して主へと突っ込んでいく。

「やあっ！」

　メイプルは体を捻ひねり盾と剣を叩たたきつけ、代わりに左肩に薙刀を受けて地面方向へと抜けていく。

「いつつ……早めに終わらせないと……！」

　久しぶりのダメージ。

　メイプルとしては出来ることなら受けたくない痛みは、落ちていたポーションを拾ってすぐに消し去った。

　相手に貫通攻撃があるならば、それはそうそう長くやっていたくない戦闘なのだ。

「もう一回っ！」

　メイプルが炎を上げて空を舞う。

　主は光を纏って宙を駆ける。

　二つの光は時折交差し、弾けて、赤い光を散らしていく。

　メイプルは兵器を砕き割りながら地面を転がり、途中でポーションを拾い上げる。

「もう一回……ぅ？」

　メイプルに走る違和感。




「武器が……出ない？」




　空を飛ぶたびに使い捨ててきた兵器。

　それは有限だ。

　注ぎ込んだ素材が切れればもう出すことは出来ない。

　度重なる牽けん制せいと飛行で全て使い切ったのだ。

「食らえ人間！」

　銃撃による制限から解放された主が炎弾を撃ちながらメイプルへと接近して薙刀を振りかぶった。

「【暴虐】！」

　人の姿を包んでいく化物の姿。

　ダメージエフェクトを散らしながらも、薙刀ごとその大きな口に飲み込んでいく。

「いっけぇっ！」

　メイプルの牙きばが主の体を砕く。

　互いにダメージを受けつつダメージを与える。

　残りＨＰが三割を切ったところで主から衝撃波が発生し、主はメイプルから抜け出した。

　そのまま距離をとった主の周りに白い光が集まっていく。

「まだだ、人間……！」

　主の姿は大きくなり、真っ白い髪を揺らす大鬼となった。




　対たい峙じする二体の化物が接近し、それぞれの攻撃を繰り出す。

　先程までが技のぶつかり合いならば、今は力のぶつかり合いである。

　そこに回避は存在せず、お互いが攻撃を攻撃で返し続けていく。

「負けないっ！」

　メイプルが口から吐き出す炎が主を包み込んでいく。

　赤く輝く主の拳こぶしがメイプルの身体からだを叩たたく。




　そして主のＨＰバーが二割を切ったその時。

「うっ……！」

　メイプルを覆っていた化物の姿が崩れ落ち、メイプルが地面に落下する。

　メイプルの攻撃力は上がったとはいえ、主のそれには及ばない。

　となると、貫通効果を持つ攻撃を受け続けたメイプルの外皮が先に崩れることは当然であった。

「【毒竜ヒドラ】！　シロップ！　【覚かく醒せい】！　【巨大化】！」

　メイプルは再度シロップを呼び出し、近づこうとする主を毒竜ヒドラで牽制する。

　回避をしなくなった主はそのままダメージを受けるもののそれでも拳を叩きつけてくる。

「【滲にじみ出でる混こん沌とん】！　……っく、シロップ！　【大自然】！」

　立て続けに使えるスキルを吐き出して牽制を続ける。シロップに地面から巨大な蔓つるを伸ばさせて時間を稼ぐと、メイプルはシロップの背中に飛び乗って空へと浮き上がった。

「急がないとっ！　うわっ!?」

　浮き上がったシロップの斜め下。

　メイプルがシロップに張ってもらった蔓つるのバリケードを突き破って主の拳の大きさの風が弾丸のように飛来した。

「シロップっ！」

　シロップに直撃したそれはシロップを一撃で打ち倒し、メイプルを地面へと落とした。

　落ちていくメイプルに主の拳が突き刺さる。

　落ちながらたまたま構えられていた大盾がそれを受け止めたものの、空中に浮いた状態ではその場にとどまってはいられない。

　通常のノックバックの比ではないくらいに吹き飛ばされたメイプルにダメージはないが、もともとスキルに頼りがちなメイプルはそこまでガードが上う手まくない。

　次もまた防ぐことが出来るとは限らない。

　地面に伏せながら見た先には迫ってくる主の姿があった。

　追いつかれれば今度は離れる手段がない。

　そして目の前の地面にあるものを見つけたメイプルは少しの後、閃ひらめいた。

「【クイックチェンジ】！」

　青い光がメイプルを包み、一瞬でメイプルの装備が純白のものに変わる。

「これを……っ！」

　メイプルの周りに落ちていた、ばら撒いたまま使い切らずにいたポーションを拾って使い、急増したＨＰを全回復させる。

　その時にはもう主の拳は間近に迫っていた。




「【イージス】！」

　煌きらめく赤いダメージエフェクトを白い光が塗りつぶす。メイプルを光のドームが覆っていく。

　十秒間の絶対防御領域。

　メイプルへの全ての攻撃は無効化される。




「早くっ……倒れてっ！」

　少しでもダメージを稼ぐために打ち出せるスキルを限界まで使っていく。

　主のＨＰは残り一割にまで減っていたが、短刀から溢あふれる毒の雫しずくを見るメイプルは焦っていた。

　メイプルには【イージス】が終わった後に繰り出せる防御系スキルも、攻撃系スキルもないのだ。

　速すぎる主の追撃はメイプルに【毒竜ヒドラ】再使用までの時間など与えてくれはしない。

　耐えられない、そう思ったメイプルの頭の奥、記憶の片隅から忘れきっていたスキルが浮上してきた。

「そうだ……あった！」

　思い出すと同時に【イージス】も切れてしまい、主の攻撃が再度迫る。

「【凍てつく大地】！」

　前回のイベントで手に入れたスキル。自分の周囲にいる者の動きを止めるスキル。

　延命。値千金の三秒。

　忘れていたスキルがメイプルの口から紡がれる。




「……【ブレイク・コア】」




　メイプルの心臓部分に穴が開いて赤い輝きを放つ小さな球体が飛び出る。

　それはメイプルから二メートル程離れると空中で止まった。

　発動完了まで五秒。

　より強力になった最後の貫通攻撃を【不屈の守護者】で耐えきると、メイプルは今回の戦いの明暗を分ける役割を果たした、地面のポーションを使って悔しそうに少し笑った。

　直後。メイプルも、主も、球体を挟んで重力から解き放たれたように浮き上がって球体の周りをくるくると回り始めた。

「主さん……きっと今回は引き分け。でも！　五層に行くためにもう一回来るから！」

【機械神】の中にあったスキル。

　唯一装備を対価としないスキル。

　そう、メイプルが忘れていたこのスキルは本当の意味での自爆スキルだった。

　説明に書かれていた、対象範囲内を攻撃不可にし自爆。自他共に大ダメージ。という文、その中でも【自爆】という単語はメイプルにこのスキルを忘れさせるのに十分だったのだ。

「じゃあねっ！」

　メイプルはきゅっと目を閉じるとその時を待った。数瞬の後、天を貫く爆炎がメイプルごと主を焼き尽くした。




「ああー……もう、何か悔しいなあ」

　倒れ込んで目を閉じたままメイプルは呟つぶやいた。

　もうこのまま眠ってしまいたいくらいには精神的に疲れており、メイプルは思っていた以上に負けたことに落ち込んでいたのである。

「いいや……今日はログアウトしよ」

　メイプルは地面に手をつき立ち上がり目を開けた。

「あれ？　なんで？」

　目の前に広がるのは主と戦っていた荒地。

　そして足元で倒れているのは先程まで戦っていた主だった。

「んんん？　んー？　なんで？」

　確かに自爆したはずだとメイプルは疑問に思ったが、メイプルは自分のＨＰバーが半分も残っているのを見てもしかしてと思い至る。

「私の防御力のせい……？　そうだ……うん！　ふふっ！　やっぱり防御力が大事だよね！」

　メイプルは自分の圧倒的なまでの防御力に助けられたと喜び、ようやく倒れたままの主に声をかけた。

「あの……大丈夫ですか？」

　しゃがんでつんつんとつつくと主は体を起こしてその口を開いた。

「ははは……！　やるなぁ、人間」

　座り込んだまま主が笑う。

　主は体についた土つち埃ぼこりをぽんぽんと払うとゆっくりと立ち上がった。

「ついてこい」

　そう言って歩き出した主の後ろをメイプルはついていく。

　主が出現させた魔法陣に乗り、メイプルはもといた四層の一室へと戻ってきた。

「さて、人間。約束通り俺の後を継げ。そのつもりで来たんだろう？」

　主の両手が輝き、朱に染められた盃さかずきが二つ出現した。

　主はそのうち一つをメイプルに手渡すと、また新たに出現させた大きな瓢ひよう簞たんからメイプルと自分の盃に液体を注いでいく。

「まさか人間が継ぐとは思ってなくてな。妖の酒は人には飲めん。酒は無理だが……まあ、形だけはな」

「あ、はい！」

　主とメイプルがそれを飲み干したその時、メイプルにスキル獲得の通知が届いた。




『スキル【百鬼夜行Ⅰ】を取得しました』




　それから少し主の話を聞き、相あい槌づちを打っていたメイプルだったが主が話を切り上げてまとめに入った。

「行かなければならない所がいくらでもあるんだろう？　また来いよ、歓迎するさ。俺が死ぬその時まで……いつだって戦おう」

「えっと、もう一度戦うのは嫌ですけど。はい、また来ます！」

　メイプルは主へと手を振ってその部へ屋やから出て襖ふすまを閉めるとぐっと伸びをした。

「ふぅ。いたた……もう、つかれたーっ！　当分戦うのはいいや……」

　今回の戦闘でかなりの回数ダメージを受けたメイプルは負けることはなかったものの疲弊していた。

　メイプルは大変な戦闘はもちろんしばらくは楽な戦闘もできるだけ避けたいと思っていた。

「そうだ、スキルは確認しておかないと。えっと……」






【百鬼夜行Ⅰ】




一分間『赤鬼』、『青鬼』を呼び出す。

鬼のステータスはスキルレベルに依存。

その間使用者が持つスキル全ては【封印】状態になる。装備のスキルは【封印】されない。








　両方の鬼の今のステータスを確認したところでメイプルはあることに気づいた。

「え、あーⅠって付いてる、上げ方は……」

　メイプルには上げ方に心当たりが一つあった。

　主はメイプルに対して「死ぬ時までいつだって戦おう」と確かにそう言ったのである。

　ならばスキルレベルの上げ方は一つ。

　もう一度、もう二度。何度も主を倒すこと以外にはありえない。

　メイプルにはそう思えた。

「わー……そうだったら、もういいやぁ……」

　ぼーっとしたまま思わず溢れたその言葉には主とはもう戦いたくないという気持ちが色濃く出ていた。

　メイプルは建物から出て町へと出るともう一度伸びをした。

　それによって思考がリフレッシュされたのかメイプルの頭の奥から一つ思い出されることがあった。




「……次の層に行けてないーっ!?」




　メイプルの澄んだ高い叫び声が四層の町に響き渡った。








八章　防御特化と雲の町。









「五層。どうしようかなあ」

　もう今日は戦いたくないメイプルがベンチに座っていると町の中央部から見覚えのある人物を含めた六人組が歩いてきた。

「フレデリカ？」

「んん、メイプル？　どうしたのー？」

　定期的にサリーと戦い続けているフレデリカは、その流れでメイプルとも話す機会が多かった。

　そのため、メイプルの声に反応して立ち止まったのだ。

　どうして五層へと行くことが出来なかったのかと不思議に思ったメイプルはフレデリカなら知っているだろうと五層への行き方を聞いた。




「うぅ……勘違い……かんちがい……」

　結果、真実を知ったメイプルはベンチに体を投げ出して脱力する。

「私は今から六人で五層へ行くためにダンジョンに向かう所なんだー。だからーまた今度遊ぼうね」

「そっか……そうなの？　なら」

　メイプルはゆっくりと立ち上がって言葉を発する。

「私もついていっていいかな？　皆のことは守るから、っていうかそれしか出来ないけど……」

　メイプルは多くのスキルが使えない状態だということを話した。

「んー？　んー……いいよー。パーティメンバーにも空きがあるし」

　そもそも断る理由はフレデリカにはないのだ。

　なにせボスを倒すために、仲間に裏ボスを連れていくようなものなのだから。

　突破出来ることが確定するのは嬉うれしいことだ。

「じゃあ、お願いします！」

　メイプルを連れてフレデリカ達は進む。

　といってもメイプルの進行速度はまさに亀並み、いやそれ以下である。

「仕方ないから運ぶけどー」

　フレデリカは自分にバフをかけて背中に白い翼の生えたメイプルを持ち上げ、加速してダンジョンへと走っていく。

「うん、防御は任せて……」

「十分だよー」

　いるだけで絶対の守護領域が生まれるのがメイプルなのだ。

　それは道中の危険を完全に排除する。




　当然ながら、七人は一人も欠けることなくボス部屋へたどり着くことに成功した。

「固まって進んでー！」

　ボス部屋に入った面々はメイプルの前に立って進んでいく。

　メイプルの【身捧ささぐ慈愛】は第四回イベントでの度重なる使用もあり、その能力を多くのプレイヤーが知っている──パーティメンバーを実質、不死身にするという能力を。

　ターゲットを散らさずとも、およそ全ての攻撃はメイプルのおかげで無力化されるので、他の六人は真っ直ぐにボスへ向かえばいい。

　そうしてＨＰを削り、削り、ボスである狐を追い詰めていく。フレデリカ達もトップレベルプレイヤーなのだから、メイプルの支援があれば負けはしない。

「ん、速くなった！」

　フレデリカの言うように、狐の速度が急に速くなった。

　前衛が急な加速に狐を捉とらえられなくなり、攻撃が空振りする。

　狐のＨＰは残り二割ほどまで減っているのだが、そこから攻撃がほとんど当たらない。

「サリーほどじゃないけどー……」

　魔法を撃ち続けながらフレデリカが呟つぶやく。

　少しは当たるが、なかなか時間がかかるだろうことが誰にでも分かった。

　狐が飛び退き、フレデリカがため息をこぼす。

「面倒だなー、っ!?」

　サリーと戦うことで身に付き始めたもの。

　ドレッドが言っていた直感といったようなもの。

　それがフレデリカに伝えたのは、背後からの嫌な予感。

　フレデリカが振り返ると同時。




「【百鬼夜行】」




　メイプルの煌きらめく金の髪は黒に戻りその翼は光となって消えた。

　入れ替わりに溢あふれ出るのは炎。

　メイプルを背後から照らしあげる紫炎。

　その向こう側に溢れる大量の妖、メイプルの両側に立つ二人の大鬼。

　メイプルを先頭として続く百鬼夜行、悪夢の列。
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「行って」

　金棒を持った二人の大鬼が飛び出る。

　向かってくる狐には回避する場所がない。

　狐の巨体、それを討ち取らんとする鬼もまた巨体。

　まだステータスの低い鬼達では狐を一撃で倒すことは叶かなわない。

　それでも連打、連打。フロアが小さく見えるほどの巨体が三つ。

　呆ほうけるフレデリカ達の目の前で赤い花が咲く。

　吹き出る血のように狐からダメージエフェクトが咲き乱れる。

　回避能力が上がろうと、回避出来るスペースがなくては意味がない。

　生き残る場所がないのに回避を試みることなど、どこまでも無意味だった。




　狐が倒れ伏していく姿を見守るフレデリカ達の表情は、どこか悟りを開いたかのようだった。




　狐が完全に光となって消えた後で、五層へと繫つながる道が現れた。

「ありがとうフレデリカ。フレデリカに何かあったら手伝うから、またね」

「……え、ああ、うん」

　まだ悟りの境地から戻ってきていなかったフレデリカが力のない返事をし、それを聞いたメイプルは五層へと姿を消した。




「メイプル、どこで？　いや、あそこかー」

　フレデリカが一人考えていると、今の今まで棒立ちになっていた隣のプレイヤーが話しかけた。

「どこだ？　あのスキルに見当でも……」

　次第に回り始めた彼の頭が一つの可能性を探り当て、話の途中ではっとする。

「うん、多分四層の白鬼かなー」

「弱体化させる方法が見つかったのか……？」

「どうだろうねー。メイプルなら……」

　弱体化などなしで倒しているのかもしれないとそう思ったフレデリカだった。

　確固たる証拠がなくともそう信じられるくらいの信用。

　メイプルを強いと思っているが故の予想だった。





◆□◆□◆□◆□◆






「五層、とうちゃくっ！」

　メイプルは【楓かえでの木】の面々から少し遅れて五層への第一歩を踏み出した。

　少し弾力があるふわっとした地面は一つの汚れもない白。

　そこは一面雲の国。天上の楽園だった。

「家のベッドよりふかふかかも」

　足から伝わる感触に癒されながら、メイプルはギルドホームへと向かっていった。




「ここが五層の町かあ」

　雲の壁を超えた先には眩まぶしいくらいの白の町が広がっていた。

　現実には存在出来ない濁りのない壁や道がそこにはあった。ただ、全てが柔らかい雲というわけではないようで、メイプルも近くの家を見てそれに気づく。

「あれ、でもこれは雲じゃないんだね」

　メイプルが家の壁に触れるとつるつるとした感触が伝わってくる。

　足下の雲とは違い、磨かれた石材を思わせる質感だった。

「そういえば私も雲の上に立てるし、この層でも探せばいろんな素材があるのかも」

　メイプルはこの層に存在するアイテムは一体どんな風だろうかと考えながら歩き、マップも確認しつつギルドホームへと辿たどり着ついた。

　メイプルは白い扉を開けて中へと入っていく。

「誰も……いないね。うん、じゃあ私も今日はログアウトしよう。ああ、疲れたー！」

　メイプルは青いパネルを出すとしばらくはのんびりしようと決めて、トントンとタップしログアウトした。




　数日後。

　メイプルはギルドホームでサリーと話していた。

「ああ……そっち行っちゃってたかー」

「そうだよー。今までで一番疲れたよ……」

「だろうね。なんだか嚙かみ合ってないと思ってたんだ」

「確かに今考えたらそうだったかも」

　メイプルは鬼を倒した後、どうやって五層へ来たのかを話し始めた。

　そしてその途中でメイプルはフレデリカに【百鬼夜行】を見せていたことに気づいた。

「疲れてて何も考えてなかったよー」

「まあ、いいんじゃない？　もうそれくらいなら驚かないかもしれないし」

　フレデリカなどはメイプルからもう何が出て来てもおかしくないと割り切っているプレイヤーに入るだろうと思っての発言だったが、実のところはそんなレベルには至っていなかった。

　サリーが既にその領域に足を踏み入れつつあったためその評価となったのだが、もっともメイプルの近くにいたサリーでようやくというくらいだった。

「ならいいかなあ？　ねえ、サリーはもう五層は探索したの？」

　メイプルの質問にサリーは少し間を置いて、何かを思い出すようにして答える。

「まだ全部ってわけじゃないけどある程度はね。立体構造になっている所が多くて、階段の上り下りとか坂道とかが多いフィールドだよ。あとは……」

「あとは？」

「地面の材質が結構違うから走ってたりすると転びそうになる」

「そうなの？　気をつけた方がいいかな」

「私にとっては死活問題だからねー」

　激しい攻撃や多対一の戦闘よりも、足元が不安定だったりすることがサリーにとっての問題なのである。

　微調整しなければ全ての回避がズレてきてしまうのだ。

「メイプルはこの後、探索いく？」

「私はいいかな。この間一週間分ぐらい戦った気分だから探索はまた今度」

「そっか……自分のペースで楽しむのがいいよ。その方が長続きするし、もっとメイプルとゲームしていたいから」

　最初から変わらない、曲がらないその気持ちがサリーの原動力の一つであることは間違いなかった。

「うん、楽しんで遊んでるよ」

「ならよかった。さてと、私は探索に行ってくるよ。どこかメイプルの好きそうな景け色しきの場所とか見つけてこようかな」

　サリーは座っていた椅子から立ち上がるとメイプルに対して微笑ほほえみかける。

「おー！　嬉うれしい！」

「メイプルの分も探索してくるから期待してていいよー？」

「するする！」

「じゃあいってくる」

「いってらっしゃい」

　挨あい拶さつを交わすとサリーはギルドホームから出て入口の扉をきっちりと閉めた。




「そっか。勝ったかあ……」

　閉めた扉にもたれて空を見上げる。

　青く澄み渡った空がサリーの目に映った。

　サリーは目を閉じて一度静かに深呼吸すると扉から離れて歩き始めた。

「負けるのは嫌だなあ、うん」

　遠くなった距離を詰めるためにサリーは走り始めた。

「誘っておいて、負けず嫌いで……ごめんね」

　誰に話しかける訳でもなくサリーは一人呟いた。




　真っ白な雲の地面は所々出っ張っていたりへこんでいたりして、走るには適さない。

　サリーといえども全力の半分程の速度で走るので精一杯だ。

　それより速くしようと思うとバランスを崩したりさらには転んだりしてしまうだろう。

「さてと、とりあえず何か見えてきたけど」

　サリーの視界に映っているのは空高くまで伸びる雲だった。

　夏空に浮かぶ入道雲のような存在感があるそれの下の方、つまりサリーが今いる地面から続く所にその雲の中へと入っていくことが出来る道があった。

「入るか……うん、そうしよう」

　サリーは二本のダガーを抜くとそれらを構えて入道雲の中へと入っていく。

　狭い入口を抜けると、ある程度の高さのある道が何本も伸びていた。

　さながら迷路といった構造にサリーは出会い頭の事故を警戒して一歩一歩進んでいく。

「トラップ……なし。モンスターなし、おっけー」

　壁や床をトントンと叩たたきつつじりじり歩くサリーは、見えてきた曲がり角のその先を壁にぴったりと張り付きながらちらっと窺うかがった。

「おっと」

　通路にふわふわと浮かんでいたのは灰色の雲のモンスターだった。雨雲のような見た目である。

「朧おぼろ、【瞬影】」

　サリーは朧のスキルで姿を消して一気に近づくと、両手のダガーで数回の攻撃を繰り出した。

　モンスターの上に浮かぶＨＰバーはガリガリと削られていき、サリーの姿が見えるようになり雲が反撃をしようとしたその時にちょうどＨＰバーはなくなった。

「そろそろ【剣ノ舞】のバフが最大値じゃないと一人ではキツイなあ……」

　テンポよく敵を倒すことが出来なければ、回避しなければならない回数は当然増える。

　つまり回避をうまく成功させるためにはある程度の攻撃力は必要と言える。

　五層に入ると、【剣ノ舞】が最大値でも走り抜けるままに敵を倒すことは出来なくなってきていた。

　それはサリーのステータスにモンスターが追いついてきたということである。

「新しいスキルが欲しいな、っと」

　サリーが道なりに進んでいくと、今度はバチバチと音を立てて放電しているタイプの雲のモンスターを遠くに見つけた。

「なるほど……ならさっきのは水で攻撃してきたのかな？」

　先程姿を消して瞬殺した雲が雨雲なら、今回の雲は雷雲である。

「ちょっと攻撃範囲を確認しておこう」

　サリーはいつでも逃げられるように構えつつ、雷雲へとゆっくり近づいていく。

　ある程度近づいたところで雷雲からさらに小さな雷雲が分離し、周りに散った。

「おっと！」

　サリーが咄とつ嗟さに分離した雲から離れると、少しして本体を含めてそれらに弾ける青白い雷が伝っていった。

　空気中を何本も横切る雷の糸はしばらくすると消えていった。

　それを確認したサリーは【跳躍】で一気に接近すると【ダブルスラッシュ】と通常攻撃で雲を屠ほふった。

「発動遅いし、雷雲は雑ざ魚こだね」

　メイプルでも事前に準備していれば躱かわせるのではないか、というくらいの攻撃発生速度である。

　範囲がある程度広いとはいえ、今回サリーにとっての脅威とはなりえなかった。




　サリーは道の中でも坂道になっているものを選んで歩いていた。

　ゴールは入道雲の頂点ではないだろうかと考えていたからである。

　そして、その考えは当たっていた。

「お？　もう抜けた？」

　サリーの視界に空の青が入ってくる。

　それは雲から出られることを意味していた。

「よっと！」

　坂道を登りきったサリーは雲の頂点に出てきた。

「難易度低めかな」

　モンスターにほとんど出会うことがなく、道のりも長くない。

　サリーも過去の階層で素材集めのためにこのようなタイプの場所を何度も攻略したということもあった。

　そこでサリーは足元に白い花弁の小さな花があることに気づいた。

　それに手を触れたその時。

　花の中心からぽろっと白い球体がこぼれ落ちた。

　サリーはそれを拾い上げるとアイテム名を確認する。

「【天まで届けシャボン玉】？」

　もう一度取りに来ることは比較的容易と言えるため、サリーはそのアイテムを早速使ってみた。

　雲と同じ白の球体がぱちっと弾けて、サリーの周りの地面から次々と直径一メートルほどのシャボン玉が空へと舞い上がっていく。

「摑つかめるかな？」

　サリーが手で表面を押すとそのシャボン玉は一瞬だけぐっと反発したものの、すぐに割れてしまった。

「続いている間は見ていようか……綺き麗れいだし」

　空からの光を受けてキラキラと光るシャボン玉を見上げながらサリーは呟つぶやく。

　一分ほどすると地面からシャボン玉が湧き出てこなくなり、空へと昇っていったシャボン玉も見えなくなってしまった。

　有用なアイテムではなかったことを残念に思う気持ちもあったが、サリーは仕方ないと割り切った。

「まあ、攻略も簡単だしこんなくらいだよね……あっ、でもメイプルのためにもう何回か取りに来るのはありか」

　メイプルならこのアイテムは喜びそうだと思ったサリーは、しばらくここに通うことにしたのである。

　メイプルのために色々と探して来るというのもまた、サリーの目的の一つなのだ。

　幸い町からもそう遠くなく、敵の強さも量もそこまで苦にはならないくらいだったのもあった。

「よし、次の見所を探しにいこう」

　サリーは入道雲の入口へと向かって雲の道を下り始めた。
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　サリーが新たな見所を探しているころ、クロムとカスミはサリーとは真逆の方向を探索していた。

　クロムが攻撃を受け止め、カスミが斬り倒す。

　クロムが時折ダメージを受けるものの、持ち前の回復力ですぐに持ち直す。

　そうして何度目かの戦闘を無事にやりきったところで、クロムは武器をしまいつつ呟いた。

「何というか、落ち着くな」

「ん？　ああ……」

　この二人での戦闘というのは【楓かえでの木】内ではもっとも静かなものだった。

　イズがいれば爆発音が鳴り止やまない戦場が出来上がる。

　カナデがいれば魔法による閃せん光こうと轟ごう音おんが次々に巻き起こる。

　そして残りの四人はクロムとカスミの平常心を削りかねない。

　平穏が今ここにはあった。

「まあ流石さすがに私達だけではダンジョンボスの討伐は厳しいだろうから、ダンジョンは中の様子をある程度確認するくらいか？」

「そうだろうな、強そうならまた今度うちの誰かを呼べばいい」

　イズは特殊だとして、残りは誰を呼んだとしても強力である。

「サリーは今日辺り探索に出るらしいから、逆側の生の情報も集まるかな？」

「そうだな。どこから攻略するかはそのあとで決めよう」

　そうして二人が話しながら歩いていると雷の音が聞こえ始め、前方の空が暗い雲に覆われているのが見て取れるようになってくる。

　それぞれに警戒して武器を抜き、ゆっくりと辺りを見渡しつつ進む。

　二人がさらに近づいていくと、そのエリアの光景は細部まで難なく確認することができた。

　その場所では青空は分厚い雲に遮られており、青白い電気の流れが断続的に地面と空を繫つないでいた。

　あちらこちらで落ちる雷。

　それに規則性があるのかは分からないうえ、当たった際の危険性も未知数である。

「ほー……ここはメイプルだな」

　クロムはすっと結論を出した。

「次行こうか。ここはこれ以上は無理だ」

　くるっと方向転換して二人は文字通り雷雨の降るエリアを後にした。




　雷地帯を避け、雲の坂を上って下って起伏をいくつも越えていったその先に見えてきたのは、先程の雷雲よりも少し色の薄い雲が広がる場所だった。

　雲には手を伸ばせば届きそうなほどに垂れ下がっているものもあり、地面の起伏と相まって見通しは酷ひどく悪い。

　その雲からはソフトボールほどの大きさの水滴がゆっくりと落ちてきていた。

　無重力空間かのごとくふわりふわりと、しかし確実に地面に向かって落下してきているそれは、地面にぶつかるとゆっくりと弾けて八つの水滴に分かれて均等に飛び散り、地面までの短い旅を終えて吸い込まれて消えていった。

「避けた方がいいよな？」

「おそらく」

　避けられないということもないが、落ちてくる量がなかなか多いため、当たった場合のデメリットを確認することとなった。

「俺が行く。ダメージ系なら生き残れる可能性も高いしな」

　クロムは盾を構えながら遅い雨が降るエリアに踏み入りその雨粒一つを受けた。




　次の瞬間。クロムの真後ろで水の砲台がゴポゴポと音を立てながら組み上がり始めた。




「クロム後ろだ！」

「ん？　動け……は？」

　クロムの体は動いているものの、その動きは降り注ぐ雨粒のように遅い。

　砲台が組み上がるのも遅いが、真後ろでは間に合うかどうか怪しいくらいだった。

　そうしているうちに隣の地面で跳ねた八つの水滴のうちの一つがクロムの足に当たる。

　それと同時、クロムの斜め後ろで新たな砲台が音を立てて組み上がり始めた。

　何とか振り返りつつあったクロムは、もしも自由に動けるならば額に手を当てて空を仰いでいたかもしれない。

「おいおいマジか……」

　砲台から水の塊が撃ち出されクロムの肩に命中し、砲台が崩れて消えていく。

　その威力はこの層のモンスターの標準的な攻撃より二回りは低いくらいであり、ダメージとしてはたいしたものではなかった。

「お？　動けるぞ！」

　クロムは体の自由が戻ってきていることに気づくと、体を捻ひねって転がって何とか雨のエリアを抜け出した。

　クロムがエリアを抜け出したことで、組み上がりつつあった二つ目の砲台はバシャっと音を立てて消滅した。

「あの砲弾に当たれば元の速度に戻るのか、んで雫しずくに当たる度に砲台が出来上がると」

「そんなに動けないのか？」

「ああ、あれは無理だな。ゴリ押せねえわ、すぐ次に当たる」

「とりあえずここも保留と。一度町に戻ってみようか？　雷にしろこの雨にしろ打開できるような何かがあるかもしれないしな」

　カスミの提案にクロムも乗って、二人は一いつ旦たん探索を切り上げて帰路につくことにした。




　モンスターを倒しながら順調に歩みを進める二人だったが、突然背後から日陰に覆われて薄暗くなったことで立ち止まり空を見上げた。

「ただの雲……じゃないな」

「私もそう思う」

　空を覆う雲はフィールドを突っ切って通り過ぎていく。

　それからは今回の探索で二つ見つけたエリアと同じ雰囲気を発していた。

　特徴的な雲のオブジェクト。

　それがこの階層での何かしらの目印になっていることに二人は思い至っていた。

「あれは、どうやって行くかだな」

「シロップはどうだろう？」

「それは対策されてそうだけどな、アレは裏ルートだしな」

　とりあえず今は結論の出しようがないことだったため、二人は思考を切り上げてまた町へと歩き出した。
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　クロムとカスミがギルドホームに帰ってくると、そこにいたのはメイプルだけだった。

　今のメイプルは探索に向かう気力がない状態だったため、二人は誰かを連れて再度探索に向かうということが出来ないということになる。

「サリーはどこかでまだ探索してるみたいだけど」

「後の四人は今はいないか。分かった、ならまた次の機会だな」

　クロムはメイプルに今回見つけたあれこれを詳しく伝えた。

「……また、見に行ってみます」

　口元に手を当てて何か考えているメイプルの頭の中は二人には読めない。

　たいしたことではないのか、それとも予想だにしないことなのか。

　クロムとカスミは色々な思いを飲み込んで、メイプルに手を振ってギルドホームの奥へと姿を消した。




「サリーはなにしてるかなあ」

　椅子の背もたれに体重を預け、天井を見つめるメイプルに運営からのメッセージが届く。

　メイプルがそれを読んでみると、二月から始まる次の第六回イベントについての簡潔な紹介文が書かれていた。

「ジャングルを探索せよ、かあ。うー……歩きにくそう」

　メイプルはメッセージを閉じると椅子から立ち上がってギルドホームの自分の部へ屋やへと向かった。

「イベントまではゆっくりしてようかな」

　そんなことを呟きながら。

　メイプルは一度立ち止まって休むことにした。
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　入道雲を下ってからも探索を続けていたサリーは、クロムとカスミよりもさらに長くフィールドを走り回った後、道端の雲にもたれて小休止していた。

「入道雲多っ……」

　探索していくうちに、サリーは入口のある入道雲があちらこちらにあることに気づかされた。

　何かあるかもしれないとそれらを攻略し続けた結果、サリーのインベントリには同じアイテムが合計八個収まった。

「当分シャボン玉には困らないなあ」

　こちら側ははずれだったかもしれないと思ったサリーは、探索エリアを大幅に変えるために歩き出そうとして足を止めた。

「いや、今日は終わる？　んー……」

　入道雲の攻略はいわば山登りのようなものである。

　一つ目のものとは違って他の入道雲は小さめだったが、それでも楽だとは言えない。

　第四回のギルド対抗イベントの時と比べればまだまだ余裕はあるものの、特別急ぐべきことがない現状ならば今日は切り上げてもいいかと思ったのだ。

　今にも帰ろうとしていたサリーの視線の先には堂々と浮かぶ、本当の意味での入道雲があった。

　それはゆっくりとサリーの頭上を通過していく。

「うわ……何これ」

　凄すごいものを見たと目で雲を追いかけていったサリーは、キラキラと光る何かを遠くの空に見つけた。

「もしかして……なら、【超加速】！」

　サリーは浮かぶ雲を追い抜いてぐんぐんと先へ進んでいく。

　そうしてたどり着いた場所でサリーは自分の考えが正しかったと確信した。

　キラキラと光る何かの真下までやってきたサリー。

　そんなサリーを取り囲むようにキラキラと光るシャボン玉が空へと浮かんでいく。

「何か……何かあるはず」

　サリーは一度探索した入道雲乱立エリアを走り回る。しかし、明確な変化はあれどどこかに通じているような何かは見つからない。

「おそらくあの雲が来たらタイムリミット！　何か、何か！」

　何も見つからないまま入道雲に追いつかれたサリーは、今回は諦あきらめるしかないと思った。

「仕方な……っうわあっ！」

　ちょうど目を伏せたその時にサリーは、足下から吹き出した何かによる大きな流れに跳ね上げられた。

「お、おっ？　え？」

　ぐるんぐるんと体が回転し、ようやく止まった時にはサリーは今までで一番の想定外の出来事にゲーム内では珍しく、落ち着きなく辺りを見回した。

　そこは今まで来たことのない雲の中だった。風が吹く音が聞こえ、足元からはシャボン玉が浮かび上がってくる。サリーは頰をパチンと叩たたき、深呼吸を一つして落ち着きを取り戻す。

「よし、まず何が見えたっけ……」

　足下から吹き上がったものを思い出したサリーはそれがシャボン玉の塊だったことに気づいた。

　その流れに巻き込まれて空まで飛んできたという訳である。

「集中……焦らず、ゆっくり……」

　サリーはとりあえず見える道を歩き始めた。




　サリーは壁や床に気をつけながら細い通路を進んでいき、やがてＴ字路にぶつかった。

　壁に張り付き、顔をほんの少しだけ出して左右の様子を窺う。

「っ！」

　左側の通路の奥、空中にいくつも光る小さな何かを見つけたサリーは考えるよりも先に顔を引っ込めた。

　直後、Ｔ字路を風が吹き抜ける。

　突風と轟ごう音おんが邪魔ではあったものの、淡く光を反射する白っぽい球体が共に飛んでいたことをサリーは見逃さなかった。

「……雹ひよう？」

　予想が当たっていてもいなくても、とりあえず固体であることに間違いはない。

　弾丸のように飛んできているそれに当たれば、ＨＰも防御力も低いサリーの場合は即死だろう。

「おっけー、なら右から行こうか……」

　サリーは少し考えると風の吹く方向に合わせて進むことにして通路へと飛び出した。

「【氷柱】」

　氷の柱はそれほど高くない天井まで余裕をもって届き、通路の中心に障害物として立たち塞ふさがった。

　先程と同じように突風が吹き、柱の陰に隠れたサリーの真横を雹が通り過ぎていく。

「終わったかな」

　静かになったところでサリーは柱から離れて通路を急いで進む。

　第二波がくるかどうかが分からないため、背後の音に集中しつつ先を目指す。




「おっと、やっぱりハズレだったか」

　真っ白で曲がり角があるかどうか遠目には分かりにくいために、念のためと近くまできて確認したサリーは呟つぶやいた。

　ただ、同じような要領で逆側へと向かうだけであり、大した負担にはならない。

　サリーはむしろ、逆側に何かあったかもしれないという考えを消せたと考えているくらいだった。

　いつ風が吹くかと警戒しつつ歩くサリーだったが、その心配は杞き憂ゆうに終わった。

　どうやら風は通路に入ってくる時にのみ発動するトラップのようだったからだ。

　そのまま逆側の突き当たりまで辿たどりついたサリーは、今度はそこから少し上り坂になって続いている道を進んでいく。

　そうして上りきった先には広い部屋があり、特に変わったものは一つも置かれていなかった。

　部屋からは新たに三つの通路が伸びている。

「ここはスルーして……よし、右から行こうか」

　サリーが部屋の中心あたりまで入ったところで、天井と床から青白い雲型のモンスターがポコポコと現れた。

　合計十体の雲はそれぞれ白い霧のようなものを纏まとっている。

「【ファイアボール】！」

　先程の雹のこともあって白い霧を氷系統、すなわち冷気だと考えたサリーは、素早く一体に火球を命中させた。

　炎を浴びた一体の雲の上に表示されたＨＰバーが減少するもののまだ六割程度は残っている。

「弱点でもダメそうだね」

　サリーは今となってはＭＰもたいして多くないプレイヤーなため、魔法主体で攻めることは難しい。

　そうしているうちに背中側から風を感じたサリーはその場からさっと離れた。

「このモンスターも雹……」

　通路でも受けた雹攻撃を細いビーム攻撃のようなものだと認識したサリーは、十体の雲との位置関係を意識しながら攻撃を始めた。

「朧おぼろ、【瞬影】！」

　サリーは一瞬の間攻撃対象から外れると、しまっていたダガーを抜きつつ火球で削った雲に急接近する。

「【ダブルスラッシュ】！」

【剣ノ舞】の効果もあって底上げされた攻撃力。

　そこから繰り出される連撃は鮮やかに雲を葬り去り、雲は空中に溶けるように消えていった。

「うん、雲は余裕！」

　サリーはまるで静かに舞っているように、あるいは決められた動きで踊っているかのように雲を始末していく。

　限界まで無駄をなくし、最短距離で雲のＨＰを奪い取る。

　結局、雹を扱う雲もサリーを傷つけるには至らなかった。

「ふう、朧もありがとう。さて予定通り右から……」

　朧を撫なでてから探索を再開したサリーは、数分後にそれを理解した。

　この雲の中が複雑な蟻の巣のようになっているということを、である。

　上下左右にいくつも分岐するルートの多くには、雹や氷柱を用いたトラップが仕掛けられており、サリーの進行を阻む。

　広間には小さな雲だけでなく、氷の人形といった風なモンスターも現れた。

　サリーは炎攻撃に長たけていないうえ、氷で出来たモンスターは防御力も高く面倒な相手だったが、モンスター側がダメージを与えられないのなら結局のところサリーによってジリジリと追い詰められ倒されるだけである。

　有利は勝ちとは別物なのである。




　そうして、また一つ雹の弾幕をやり過ごしたところでサリーは周りの安全を確認しその場に座り込んだ。

「多分もう結構上の方だと思うけど」

　サリーは朧を撫でつつ通路の先を見つめる。

　雲の中の敵はサリーからするとたいした強さではなかったが、構造とトラップの数々には疲れるものがあった。

「ゴールも近い？　……行こう、朧」

　サリーが歩く道は次第に狭くなり分岐もなくなっていく。

　そして遂にサリーは真っ白な通路の先に白以外の色を見た。

　突き当たりの壁には青色の魔法陣が描かれており、静かに光を放っている。

　その先には何かがいる、もしくはあることは間違いなかった。

「うん、行こう」

　サリーはその魔法陣に右手を伸ばす。

　するとパチッと音がしてサリーは別の場所に転移した。




　サリーは別の場所へと到着すると、すぐに両方のダガーを抜き放ち警戒しながらぐるっと周囲を確認する。

　サリーがいたのは曇り空の濁った雲で出来たドームの中である。

　足下、天井共に材質は先程までの通路と何ら変わらない。

「……来る！」

　何かが動く音を聞き逃さなかったサリーは音のした方を見つめる。

　足下の雲の中からずるりと出てきたのは氷で出来た腕である。モンスターらしく、上にはＨＰバーが表示されている。

　サリーの身長の三倍程度のそれは肘ひじから先しかなく雲から生える形で直立していたが、サリーを認識したのか素早く雲に沈み直し、一瞬でサリーの目の前まで移動してきた。

　腕は握にぎり拳こぶしを作ると、その腕でハンマーを振り下ろすようにしてサリーを殴りにきた。

「はっ！」

　サリーは振り下ろされる腕を見切り、ほんの少しずれつつ腕の根元へと向かう。

　途中振り下ろされる腕を通り魔のごとく斬り刻むが、防御力が高いのか思っていたよりもダメージは小さい。

　そしてここでサリーは予想外の反撃を受けることとなった。

　拳が床に叩きつけられた直後、そこを中心に移動を制限する揺れが広がっていく。

　当然サリーも範囲内にいたため、その影響を受けて足を止めざるを得なかった。

　そんな中、腕の周りにもともとあった白い冷気がより量を増していく。

　何らかの攻撃が始まることは想像に難くない。

「っ！　よし【跳躍】！」

　サリーが動けるようになるほうが若干早く、サリーは全力で腕から離れた。

　それを追いかけるように腕の周りの床に氷の棘とげが広がり、ドームを埋め尽くしていくが、サリーには後一歩のところで届かない。

　氷の棘はボロボロと崩れ床へと溶け込んでいった。

「跳躍と超加速が両方使えない時に、あの攻撃へのカウンターは駄目か」

　一つ一つ丁寧に確認しつつ戦闘するサリーは、再度接近して拳を振り下ろしてきた腕に対して、今度は攻撃することなく距離をとる。

「【ファイアボール】！」

　離れつつ振り返り、魔法を撃つ。

　それは手首あたりに着弾し少量ではあるが確かにＨＰを削った。

「とりあえずこれで様子を見よう」

　サリーは長時間の戦闘が苦手というわけではない。ましてや今回は現状一対一、サリーの得意な戦場である。

　安全を重視してサリーはこのモンスターをゆっくりと倒すことにしたのである。

　氷に炎は良く効いた。

　最弱クラスの魔法でも目に見えるだけのダメージが入るのだから、なかなかである。




　そうしてサリーは三十分かけてＨＰバーを残り六割まで削ったのだが。

「はあ……」

　サリーは氷の腕の方を見て少し面倒に思う。

　なぜなら、その周りから雹を飛ばしてくる雲が二体生成されたからだ。

　雹攻撃の避け方もかなり上う手まくなり、苦戦するようなことはないだろうが、面倒かどうかという話とはまた別である。

　サリーは集中力をもう一度高めて氷の腕へと近づいていく。

　モンスターに感情はない、しかしもしあったのなら全ての攻撃を避けていくサリーは恐怖の対象になったことだろう。

　攻撃は厳しくなったものの、それでもサリーに当たる程ではなかった。

【氷柱】も駆使し隠れ場所を作るサリーが被弾するには、まだまだ弾幕も攻撃速度も足りない。




　そうして氷の腕のＨＰバーが四割を切ったところで雲はさらに四体増え、六体となった。

「まだまだ……おっ、と！」

　サリーは足下に突然現れた魔法陣に気づき、そこから飛び退く。

　すると、そこから先端の鋭い氷が突き出してきた。

　そしてそれは何もせずともすぐに壊れてしまう。

　見れば腕は手のひらを天井に向けて開いており、そこから青い魔法陣が広がっている。

　サリーの後を追うように足下からは魔法陣が展開され続け、立ち止まることは困難になった。氷柱の後ろに隠れるだけでは攻撃を避けられない。

「……」

　サリーはこの弾幕を正面から突破できるかを考えた。

　そう思った理由は今回の戦闘とは直接関係のないものだったが、それがサリーの決断の理由にもなった。

「ダメージは……まあ、受けてもいいか。やってみないと」

　サリーは【ＳＴＲ】を上昇させるドーピングシードを限界まで使用し、氷の腕に向かって真っ直ぐに走り出した。

　飛んでくる雹ひようを器用に避け、ダガーで弾いて近づく。

　距離はすぐにゼロまで縮んだ。

「はあっ！」

　サリーの振るうダガーが氷の腕に突き刺さる。

　ダガーとは思えないその攻撃力がＨＰバーを吹き飛ばしていく。

　腕の周りをぐるぐると移動しながら攻撃し、腕のＨＰが残り二割になった時、腕を中心に地面が青く光った。

　それでもサリーは攻撃の手を止めず、腕が力尽きるより先に鋭い氷がサリーに突き刺さる。

　しかし【空蟬】が発動し、サリーのダメージはなかったことになる。

　攻撃のみに集中していたサリーは次の腕の攻撃を受けることなくそのＨＰバーを削り切った。

　そして、サリーへの通知音を最後に戦闘は終了した。

　戦闘が終わり、サリーはぐっと伸びをする。

「まあまあ……いける、かな」

　サリーは一人頷うなずくと通知を確かめる。

　サリーは今回一つのスキルを得た。

「【氷結領域】……」






【氷結領域】




水系スキルを使用した後、十分間使用可能。

魔法、物体を凍らせる。

プレイヤー、モンスターへ直接影響することは一切ない。

敵味方関係なく攻撃に氷属性を付与する。








「ま、そこまでかな。あれを倒せば誰でも手に入るのかもだし……今日はそろそろ終わっておこうかな」

　サリーはダガーをしまうと、氷の腕を倒すことで出現した魔法陣に乗って雲の中を後にした。








九章　防御特化と復帰。









　サリーがスキルを一つ手に入れてから時間は流れて、第六回イベントが始まる二月になった。

　サリーやクロム、カスミらゲーマー組が最速で参加するのはもちろんのこと。

　今まで休んでいたメイプルも、ついに探索へのモチベーションを取り戻してイベントが開始してすぐにログインした。




　メイプルがギルドホームに入ると、入れ替わるようにクロムとカスミが飛び出していった。

　メイプルが振り返って走っていく二人を見つめていると、奥から近づいてきたサリーがその肩をポンと叩たたく。

「メイプルも来たんだね。今日から探索？」

「うん、久しぶりに頑張ってみる！」

「なら簡単に今回のイベントの説明をするね。今回は第二回イベントみたいな探索型、色々見つけて帰ってくるのが目的」

　そうしてサリーが今回のイベントの概要を話し始める。

　今回のイベントは、まず第一段階としてフィールドで、イベントエリアへ行くため緑の結晶の見た目をしたアイテムを獲得し、そのアイテムを使い別フィールドへと移動するというものだとサリーはメイプルに説明した。

　また、それだけでなく移動先のフィールドのどこに着くかはランダムになっているらしい。また、対人要素も時間加速もない。

「それで、その移動した先がジャングルね。運営によると報酬は貴重な素材がメインらしいよ……後はスキルもあるとか？」

「なるほどなるほど」

「あー、あとはあれだ。ジャングルではＨＰ回復アイテムとＨＰ回復スキルは使えないって。メイプルなら……とりあえず【瞑めい想そう】は駄目だね」

　そして死亡するか、ステータス表示の下に追加されている【フィールドから出る】のボタンを押すかすると、町の広場に戻ってくるというようになっているのである。

「【身捧ささぐ慈愛】とかはむやみに使わないほうがいいっていうこと？」

　サリーは頷うなずく。

　自分からＨＰをコストとして支払うのはリスクが高い行動だからだ。

　ただ、メイプルは普通の攻撃に気を配る必要がないという点で、その他のプレイヤーよりも戦闘は遥はるかに有利なのである。

「じゃあ私はアイテム集めに行くねー」

「いってらっしゃい」

　サリーはクロムとカスミと同じくギルドホームを飛び出してそのままフィールドへと出ていった。

　残されたメイプルはマイペースにてくてくと歩いてフィールドへと向かうのだった。
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「さーて、改めて情報を見て……」

　サリーがおおまかに説明をしてくれていたこともあり、イベントのおおよその内容はメイプルの頭の中に入っている。

　今回は倒さなければならないモンスターに指定はなく、全ての層の全てのモンスターからジャングル行きのチケットを手に入れることが出来る。

　メイプルは初めての五層探索を兼ねて、モンスター討伐へと乗り出した。

　ふわふわとした地面を踏みしめ、メイプルはキョロキョロと周りを見つつ進んでいく。

「サリーは雲のモンスターが多いって言ってたけど」

　メイプルは高低差のあるフィールドを、雲の壁を乗り越えて坂を下って進む。

「ふぅ、モンスターいないなあ。一回四層に戻ろうかな？」

　顎あごに手を当てて考えるメイプルだったが、ちょうど入道雲が見えてきたことで一つ閃ひらめいた。

　サリーから聞いた探索の話に出てきた入道雲、その道中にはモンスターも出る。

　サリーから貰もらった数個のシャボン玉の素は使い切ってしまったため、この機会に一つ手に入れておいてもいいかもしれないと思ったというのがもう一つの理由だった。

「よーし、行こう！　うわっ、あっ!?」

　メイプルは足を滑らせて坂をゴロンゴロンと転がり落ちて顔からベシャッと地面に倒れ伏した。

「うう、痛くはないけど……気をつけないと」

　メイプルは立ち上がると、足元に気をつけて歩き始めた。




　入道雲の中へと入っていったメイプルは雷雲と遭遇した。

「久しぶりに戦うぞー！」

　メイプルから兵器がガシャガシャと伸び、全てが小さな雲に向けられる。

　しかしメイプルが攻撃するよりも先に放電する雲から小さな雲のモンスターが分離してふわふわと飛んでくる。

「……かわいい」

　兵器で攻撃することなく、小さな雲をちょんちょんと触り始めたメイプルを電撃が襲うが、バチバチと音を立てるだけでそれ以上のことは何一つとして起きない。

「今はアイテムを手に入れないと駄目だから、ごめんね？」

　メイプルは本体に近づくと左手の盾であっさりと雲を葬った。

「ドロップは……ないなあ」

　結局、メイプルはこの探索でイベント用アイテムを手に入れることは出来なかった。

　成果はシャボン玉の素を一つ手に入れただけである。

　ただ、メイプルは久しぶりの探索を楽しみ、その他の成果がないということを気にすることはなかった。




　メイプルがジャングルへ行くためのアイテムを手にするのは、ここから二日後のことだった。

　最速ではできなかったものの、まだイベント期間に余裕のあるうちに一つ目を手に入れることができたメイプルは、長時間ログインしていられるだけの時間も確保し、いよいよイベントエリアへと転移することを決めたのである。

「よーし……行くぞー。はい、使用！」

　メイプルがアイテムを使用するとその体を光の渦が包んでいく。

　そのまま光は空へと伸びてすうっと消えた。




　メイプルを包む光が消えた時、周りに広がる景け色しきは木の葉が風で揺れる音くらいしか聞こえない静かなジャングルだった。

　高い木が何本も並び、そこには蔦つたが垂れ下がっている。

「とりあえず……周りには何もいない、かな？」

　プレイヤーの気配もモンスターの気配も、メイプルには感じられなかった。

　イベントエリアのどこに出るかはランダムである。

　そのため、どこかにいるかもしれないサリーやクロム、カスミとともに探索するというのは難しい。

「アイテムかスキル、何か一つくらいは見つけたいな。せっかく来たんだし！」

　メイプルは意気込むとジャングルの中を歩き始める。

　何か変わったものがないか、キョロキョロと辺りを見渡していたメイプルは綺き麗れいな赤い花を見つけた。

　メイプルの腕の長さほどの大きさの花弁が五枚付いており、甘い匂いが漂っている。

「何かあるかな？」

　メイプルは花を調べるために近づいていった。

　それを待っていたと言わんばかりに花はその茎を伸ばし、花弁でメイプルの上半身を包み込んだ。

　同時にメイプルの盾と短刀が、花弁に弾き飛ばされ強制的に地面に落とされる。

　外からその光景を見ているものがいればそれは補食に見えただろう。

「うわっ！　や、めてっ！」

　メイプルが思考というよりは反射でばたばたと手足を動かす。

　しかし、花はメイプルを放さない。

　ただ、メイプルにダメージを与えることもできないでいた。

「あ、そうだ！」

　驚きから立ち直り、ようやく武器がなくともまだまだ攻撃方法があることを思い出したメイプルは、その体からいくつもの銃を展開していく。

　愚直にメイプルを補食しようとし続ける花がそれに危機感を抱くことは最後までなかった。

「【攻撃開始】！」

　放たれた弾丸は次々に花弁を貫きその花をボロボロにし、それによってメイプルは無事に自由を取り戻す。

「ふぅ……びっくりした」

　メイプルが足元に落ちた盾と短刀を拾ったところで、その異変は起こった。

　ボロボロになった花のモンスターが消える寸前、甘い香りを弾けさせたのだ。

　ふわりと広がったそれは、ただ癒しを与えるものなどでは決してない。

「な、なに!?」

　茂みが揺れる音、木の葉のざわめく音、何か重いものが移動しているようなズシンズシンという音などが静かだったジャングルに響き始める。

　それはどんどんと大きくなり、鳥や猿、動く植物、さらに苔こけむした岩で構成された巨人までもがメイプルを取り囲むように姿を見せた。

「うぇ……」

　およそ十メートル先にいるそれらを見てメイプルは嫌な顔をした。

　花の香りが呼び寄せたのだろうということは、メイプルにも容易に理解できた。

　あの赤い花が死に際にモンスターを呼び寄せるという情報は、先行プレイヤーの尊い犠牲によって既に知られていたが、基本的に情報収集をサリーに頼っているメイプルには知る由もないことだった。

　ただし、先行プレイヤーと違う点は容易たやすく犠牲になるようなことがないという点である。

「ジャングルの中じゃ飛びにくいし……うー、戦うしかないかあ！」

　メイプルはあまり決めたくない覚悟を決めると兵器を目一杯展開して戦闘態勢をとった。

「【攻撃開始】！」

　特にどのモンスターを狙うでもなく放たれたレーザーや弾丸、砲弾はその圧倒的物量によってモンスター達にダメージを与えていく。

　木が壁になり、メイプルの射撃は本来の強さを発揮出来ていないものの、体力の低いモンスターは倒れていく。

　しかし、素早いモンスターは木の陰を上う手まく移動してメイプルまで辿たどり着ついた。

「【捕食者】！」

　地面からずるりと出てきた二匹の化物はメイプルに近づく者を許さない。

　あまりにも硬いメイプル。それを攻撃しても意味がないということに気づかないモンスターは健気に攻撃を続け、そして嚙かみちぎられた。

「ダメージも……受けてない！　大丈夫！」

　メイプルは岩の巨人が何か特別なことをしてくるかと警戒し、岩の巨人へ向けて攻撃しつつ距離を取っていく。

　背後から近づくモンスターは、頼もしい二匹が倒してくれているため気にする必要はなかった。

　背後から次々に響くモンスターが消えゆく音がその証拠である。

「よし、このまま……！」

　メイプルは上空の鳥モンスターからの遠距離攻撃を体で悠々と弾きつつ、地上のモンスターを倒していく。

　順調に進む戦闘にメイプルはほっと気を緩めた。

「大丈夫そう……ん!?」

　メイプルの視線の先、岩の巨人の足の陰からひょこっと顔を出した赤い花。

　メイプルは慌てて攻撃を止めるが、時既に遅く一条のレーザーが花の中心を貫いた。

「あーっ!!」

　甘い香りが広がり、騒がしくなったジャングルはより一層その騒がしさを増していく。

「何であんな所にいるの！　もー！」

　メイプルは両腕を縦にぶんぶんと振りながら叫んだのだった。
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　もとは静かだったジャングルのあちこちで戦闘音が響いていた。

　ジャングルにいるプレイヤーも次第に増えてきており、ペインもそのうちの一人だった。

「はっ！」

　ペインは盾で攻撃をいなし、剣でモンスターを斬り裂いていく。

　ペインの周りを取り囲んでいたモンスター全てを倒しきるのにそれほど時間はかからなかった。

「よし。さて何かあるか」

　ペインはドロップアイテムを確かめてみるものの、これといってよさそうなものはなかった。

　ペインは既に、苔むした岩でできた遺跡の跡をいくつか見つけていたものの、そこでも特に何かを手に入れることはできていなかった。

「慎重にいかないとな」

　ペインのＨＰは既に三割ほど削れている。

　まともに直撃を受けてはいないが、数の暴力により少しずつＨＰを削られてしまっていたのである。

　ここでは回復ができないため、ダメージはできる限り避けなければならないのだ。

　ペインは何かしら新たなものを探し求め、再び歩き始めた。




　ペインが歩いているとその耳にかすかな戦闘音が届いた。ジャングルにはそれなりに長くいるペインだが、ここまで近くで戦闘音を聞いたことは数回しかない。

　厄介なモンスターや既に探索された場所など、仕入れた情報をフルに使った上で、ペインはまだいいスキルを見つけられないでいた。

「何があるかだけ確認しておこうか」

　ペインは戦闘音の大きいところまできたものの、そこにはさらに深く背の高い茂みが広がっており、中の様子を確認することはできない。

　しかし、ペインには中に何か普通でないものがあるという確かな予感があったのである。

　ペインが今までに見たことがない深い茂みを怪しいと考えたことは、不思議なことではなかった。素通りした結果、スキルやアイテムを見逃す可能性もあると考えたペインは剣を抜いて警戒しつつ茂みの方に近づく。

「……中を確認してみるか」

　ペインが茂みをかき分けてその中へと入ろうとした時、ちょうど戦闘音がやんだ。

　それと入れ替わるように茂みを揺らす、がさがさという音が、自分の方向へ向かってきていることにペインは気づいた。

　ペインは盾を構えて、戦闘態勢をとると茂みから離れて、近づいてくる何かを迎え撃つ準備をした。音は大きくなり、そして何かの先端が茂みから飛び出した。

「来たか！」

　そうしてペインの目の前に顔を出したのは、見覚えのある、いや、忘れることのできない化物の顔だった。

「あぁーつかれた……あれ、確か……ペインさん？」

　茂みから突き出た瞳ひとみのない化物の頭部。

　そこから発された声にペインは聞き覚えがあった。

　それは紛れもなくメイプルの声だったのである。




　出会った二人はそのまま少し歩いていき、少し開けた場所で地面に腰を下ろした。

　メイプルはまだ化物の姿のままである。

　回復に制限がある以上貴重な【暴虐】を解除するわけにもいかないのだ。

　ペインは木の根元に座り込み、メイプルはその木を中心にして長い体を横たえた。

「なあ、そのままでいるのか」

「……？　はい、まあ」

「そうか……」

　どこか胸の奥の方がざわっとするペインだったが、恐らく何か使用制限があるのだろうと、干渉することはしなかった。メイプルの切り札だということはペインにも分かっているため、なおさらである。




　二人が今一緒にいる理由は簡単で、二人はともに探索をすることにしたのである。

　この広いフィールド、誰かと狙って出会うことが簡単でない場所で偶然出会った強つわ者もの二人、となればこのチャンスをメイプルはともかくペインが見逃すはずもなかった。さらに、メイプルに何か変化があったかを知るチャンスでもある。

　ペインはメイプルに話を持ちかけ、メイプルがそれを断ることもなかった。

　メイプルはペインの提案について特に深く考えることをしなかった。強い人と一緒になれて良かったというくらいで、ペインはただ頼もしい人だった。

　そうしてここに前代未聞の最強のタッグが生まれたのである。

「運が良かった。これなら探索も捗はかどる」

「はい！　防御は任せてください！」




　メイプルとペインは深いジャングルの探索を続けていた。

「メイプル……」

「何か言いましたか？」

「いや……何でもない……その体で器用に動くな、と」

「どうしてかは分からないんですけど、なんだか動けるんですよ！」

　そうか、とだけ言ってペインは空を見上げた。

　深緑の葉が空を隠しているが、その葉はペインが動かずとも流れていく。

　つまるところペインは化物状態のメイプルの上に乗って移動しているというわけである。

　メイプルは動きにくそうに木々の合間を縫って進んでいる。

「メイプル、左だ。右は何もなかった」

「分かりました」

　他のプレイヤーが見れば思わず戦闘態勢をとってしまいそうな動きでメイプルが歩く。

　場合によっては木の幹を摑つかみ、尻しつ尾ぽを巻きつけながら木々を渡っていくようなこともあった。

　ペインはメイプルにしがみつくことくらいは難なくできるため、メイプルが多少変な動きをしたところで問題はない。

　二人の探索は特に問題なく進んでいた。

「あ、モンスターです！　倒しますっ！」

　メイプルの言う通り前方からはモンスターがやってきていた。

「トレントだ、気をつけろ、あのモンスターは……」

　ペインはそのモンスターに見覚えがあった。

　それはペインが僅わずかながらダメージを受けたモンスターだったのである。

「メイプル、足元から貫通する枝で攻撃してくる」

「え？　何ですか？」

　ペインが話し終える前にメイプルの前方は火の海になった。

　幸い燃え広がるようなことはなかったが、木の形をしているモンスターが耐えられるような生易しいものでは決してない。

　トレントは消し炭となり地面にはアイテムがドロップした。

「いや……そうだな。アイテムを拾っておくといい」

「あ、そうですね！」

　メイプルの化物の手がアイテムを握り込むと、それはインベントリに仕舞いこまれた。

　ペインは、警戒するまでもなくモンスターを蹂じゆう躙りんしていったメイプルを見て、その他多くのプレイヤーとの違いを改めて実感する。

　途中何度かモンスターの襲撃を受けはしたものの、それらは全てメイプルがついでで轢ひき殺ころすなり、撥はね飛とばすなりしていった。

「……また何か轢いたぞ？」

「どんどん襲いかかってきますね」

「いや、襲っているのは……まあいい。ほら、木に気をつけるんだ。いっそモンスターより頑丈だ」

　ペインは今も茂みから偶然出てきて踏ふみ潰つぶされたモンスターを見ていつもの探索と全く違うものを感じていた。とはいえ、それだけ戦闘と移動を任せられるのであれば、ペインは別のところに力を割くことができるというものである。

「メイプル、止まれ。何か聞こえる」

　ペインは辺りを警戒する余裕があったため、簡単に気づくことができた。

　ペインの耳にかすかに聞こえるそれは羽音のようだった。

「行ってみます？」

「ああ」

　メイプルに隠密という手段はないため、気持ちだけこそこそと羽音の大きくなる方へ向かっていく。そうして二人の目に映ったのはジャングルの木の最上部にできた大きな蜂の巣。

　またその周りを取り囲んでいる黒い帯のようなものである。

　羽音はその帯から聞こえているため、二人には空中をうねるそれが何でできているのか、察することができた。

「なるほど。さてどうするか」

「私が引きつけて守りましょうか？」

「そんな簡単に……いや、そうか……」

　ペインは少し考え、そして考えることをやめた。

　メイプルは今回はＨＰ制限があること、また相方がＰＳプレイヤースキルが高く、守る必要のあまりないペインであるため【身捧ささぐ慈愛】は使わないでおくことにした。

「では、行ってきます！」

　メイプルが蜂の巣の真下、広くなった場所へと飛び出すと、蜂の巣の近くに四メートルはあろうかという大きな蜂が姿を現した。

　また、その頭部には綺き麗れいな王冠が乗っている。

　それはまさに、女王蜂といった雰囲気である。

「昔戦った蜂より強そう？」

　メイプルがそんなことを言っていると、女王蜂が何か音を発した。

　すると黒い帯、蜂の塊は一斉に一本の矢のようになってメイプルに突撃を開始したのである。

　高速で飛ぶ蜂達はメイプルに突撃し、例外なくその全てが弾かれていった。

「【挑発】！　かかってこーい！」

　女王蜂は次々に指令を繰り出し、一点突撃させたり、取り囲んだり、横から範囲を攻撃したりさせたもののメイプルに当たった蜂は弾かれて、フラフラと次の指令を待つだけになってしまう。

「……【ホーリーレイン】」

　ペインが剣を抜き放ち、木陰で呟つぶやくと剣が白い光を帯びる。

　ペインはその剣を振り、纏まとっていた光を放り投げるように飛ばした。

　それは十メートル程、つまりメイプルのいる広場の上空で止まると光の雨を降らせた。

　それはメイプルに夢中の蜂を貫いて消し飛ばしていく。

　ペインはメイプルが蜂に攻撃を躱かわされつつ戯たわむれているところに、持っている範囲攻撃を順に落としていくだけのマシーンと化した。

「俺は今何をしているんだったか……」

「ガンガン倒しちゃってください！」

「……ああ！　任せておけ！」

　メイプルが蜂の針を化物の体で跳ね返しているのをチラッと見ながらペインはそんなことを返す。

　色々と目を瞑つぶれば効率よくモンスターを狩ることができ、メリットばかりである。

　ただ、日常では見ない光景がそこに常にあるのは変わらなかった。




　そうして、二十分ほどした頃ほとんどすべての蜂を落としきり、ペインはメイプルのいる広場へと出ていった。

「無傷か。当然か」

「ペインさん、女王蜂が降りてきてます！」

　ペインが上を見上げる。

　メイプルの言うとおり、まさに女王蜂が少しずつ降下してきているところだった。

「一撃で斬り捨ててやる」

　ペインは雑念を振り払って、気持ちメイプルから目をそらして、剣を構えた。

「よーし、やるぞー」

　メイプルは手足を動かし首を上へと向けた。




　自ら死地に降りる女王蜂はとても勇敢、もしくは無謀であるのは間違いなかった。




　女王蜂が蜂の巣とメイプル達の間まで降りてきたその時、突然、女王蜂の真上に位置していた蜂の巣が次々に崩れて落下してきた。

　女王蜂はそれを軽々と躱し、蜂の巣の残ざん骸がいはメイプル達の所まで真っ直ぐに落ちていく。

「【カバームーブ】【カバー】！」

　メイプルは数少ない体に染み付いた動きでもってペインを庇かばう。

　落ちてきた蜂の巣はぐしゃりと潰れると、中に溜たまっていた蜂はち蜜みつを辺りにぶちまけた。

「んん……？　う、動けない」

　ねばねばとした蜂蜜はメイプルの動きを完全に止めた。実のところメイプルにある程度【ＳＴＲ】があれば脱出することもできたのだが、元がゼロでは【暴虐】状態でも流石さすがに値が足りなかったのである。

　女王蜂はそんなメイプルに張り付くと、嚙かみついたり針で攻撃したりと頑張り始めた。

　ＨＰもまだ満タンなため行動パターンにもそこまで複雑なものがなく、他の攻撃と言えば風属性の魔法を使うくらいにとどまった。

　しかし、当然それらがメイプルに与えるダメージなどなく、健気で無意味な努力に過ぎなかった。

「俺がやるか」

　ペインはメイプルの巨体の下から出ると蜂蜜の上を何の問題もなく歩いていく。

　そうして少し距離をとり、剣を抜いた。

「【跳躍】！」

　ペインはメイプルの背中に飛び乗ると、そのまま女王蜂の真後ろまで近づいていく。

　流石にそこまで近づけば女王蜂もペインに標的を移し、その毒針を突き出してくる。

　しかし、ペインはそれをいとも容易たやすく盾で弾くと、体勢の崩れた女王蜂に向かって斬りかかった。

「【断罪ノ聖剣】」

　光り輝く剣が横よこ薙なぎに振るわれ、蜂の胴体を斬り裂いて抜けていく。

　ペインの攻撃は、過去のイベントでメイプルに放ったそれに劣らないくらいの威力だった。

　蜂がそれを受け切れるなどという奇跡も起こらず、そのまま胴は真っ二つに引き裂かれ、たった一撃で光の粒となって消えてしまった。

　それと同時、メイプルを捕らえていた蜂蜜も同じように光となって消えていく。




　女王蜂が消えた後、地面には蜂蜜が入っている瓶がいくつかと、冠が二つ残っていた。

　ペインは二つの冠、そして瓶の効果を確認する。






【蜂蜜瓶】




食材、ジャングルエリア限定アイテム。

二分間ＨＰの最大値を五十上昇させる。この効果は重複しない。










【女王蜂の冠】




装備したプレイヤーのＭＰの最大値とＭＰ回復速度をそれぞれ10％増加させる。








　二人はドロップアイテムをきっちり分けると移動を始めた。

　メイプルのＭＰが一割伸びたとしても、【毒竜ヒドラ】などの強力な攻撃魔法は撃てないままである。そのため冠を今すぐ役立てることはできないと分かっていたものの、その綺き麗れいな見た目だけで十分に嬉うれしかった。

「あっちの方へ行ってみませんか？」

　そう言ってメイプルは手足のうちの一本を動かして行きたい方向を指し示す。

「ああ、そうだな。このジャングルは広いからな……何かは見つかると思うが」

「では、行きますね」

　メイプルはペインを乗せて木々の隙間をぬるぬると進んでいった。








十章　防御特化と糸使い。









　メイプルがいて、ペインがいて。

　この二人だけということはもちろんない。

　具体的には、サリーもまたジャングルにいたのである。それはメイプルとは遠く離れた場所だったが、サリーにそれを知る方法はない。

　そもそも合流しようにも目印一つないこのフィールドでは困難なため、この際気にすることではないと言える。




　そんなサリーはジャングルを身軽な様子で走り回っていた。

「なーにかないかなっと」

　倒木を飛び越えてひょいひょいと進んでいくサリーだったが、視界の端に何か見慣れないものがあったような気がして立ち止まった。

「んー？　あれは……」

　サリーは目を細めて遠くを見つめる。

　鮮やかな緑の先に僅わずかに白い何かが見えるが、流石に距離があり過ぎるため、サリーにはそれが何なのかよくは分からない。

「よし、行くか」

　サリーはダガーを抜くと、茂みをガサガサと揺らして道なき道を進んでいく。

　そうして近づくと見えたものが何なのかはっきりとしてきた。

「うげ……蜘く蛛もの巣す。糸を使うタイプの蜘蛛と戦うのは苦手なんだけどなあ」

　サリーは顔をしかめるが、それでも歩みは止めない。それほどサリーはスキルに飢えていた。

「やばそうなら逃げるとして……さあどんな感じ？」

　サリーは蜘蛛の巣のそばまで近づいてあたりを観察する。

　何本かの木々を繫つなぐように糸が伸びており、地面にも白い糸が続いているが、蜘蛛の姿はどこにも見えない。

　また、白い繭が地面にかたまって置かれているのをサリーは見てとった。

「罠わなっぽい……けど、急げば確認くらいはできるかな？」

　サリーは行動を決めると、よし、と一つ呟いた。

「【超加速】！」

　サリーは木の陰から飛び出すと地面に置かれた繭に触れた。

「アイテム、スキル……じゃない！　くっ……」

　案の定それは罠であり、サリーもその可能性を考慮してはいた。

　サリーにとって想定の範囲外だったのは、地面から広がった糸が【超加速】状態でも回避しきれないほどの広範囲をカバーしていたことである。

　結果、サリーは右足を搦め捕られた状態で逆さに宙ちゆう吊づりにされた。

「前にもどっかでやらかしたっけ……！　だから嫌いなんだよね……くそっ」

　逆さになったサリーの視界には大きな蜘蛛が映っていた。

「あー！　やばいやばい！」

　サリーは腹筋に力を入れて体を揺らしてみる。

　右足に絡みついた蜘蛛の糸は外れそうにないものの、まだ完全に自由を失ったわけでもなかった。

「思ったよりいける……？」

　となれば、あっさりと死んでしまわないように、いつも通りやれることをやるだけである。

　しかし、長く考えている時間はない。

　糸が巻き付いた木の幹を上ってくる蜘蛛は、もうすぐそこまで来ているのだ。

　過去に別のゲームで似たようなことがあった時には、サリーはそのまま死に戻ることとなっていた。

「ああして、こう……考えてられないか！　【氷柱】！」

　蜘蛛の巣を伝ってほんの近くまで来ていた蜘蛛の体を、次々に伸びる氷の柱が突き飛ばしていく。

「ダメージは期待できないけど……来た」

　サリーの視界に入ったのは、ルートを変更して氷の柱にぴったりと張り付いて動く蜘蛛である。

　サリーよりも大きい蜘蛛は、そこから直接サリーを狙おうとはしないようでいい的となっていた。

「【ファイアボール】【ウィンドカッター】！」

　サリーが放った魔法は貧弱ではあるがダメージは確かに蓄積していく。

「【蜃しん気き楼ろう】」

　サリーは別方向に自分の姿を作り出し、蜘蛛は見事にそれにつられた。

　離れていく蜘蛛を確認して、サリーは糸が切れないかを試そうと糸に魔法を当ててみる。

　しかし、糸には全く変化がなかった。

　サリーは幻影を追って地面に降りた蜘蛛の上に浮かぶＨＰバーを見る。

　残り八割半といったくらいである。

「……近くに来た瞬間に一撃で倒すしか」

　今までのダメージから、遠距離攻撃だけではＭＰが足りず倒しきることは出来ないと考えたサリーは、蜘蛛が手の届く範囲にまで来たその時に、反撃の隙を与えることなく倒すことにしたのだ。

「ドーピングシード使うか。まだ一回ならダメージ無効化できるし、諦あきらめなくて済みそうかな」

　サリーの幻影も倒されてしまい、蜘蛛は同じように木の幹を伝い戻ってくる。

　サリーは急いで【ドーピングシード】を取り出すとそれを口に入れる。

【ＳＴＲ】を上げ【ＶＩＴ】を下げることで火力を底上げしたサリーはダガーを握りしめ、体を起こす練習を数回するとじっと蜘蛛を待った。
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　蜘蛛はサリーの真上まで来ると、サリーにつながる糸をスルスルと降りてくる。

「【ダブルスラッシュ】！」

　サリーは反動をつけて体を無理矢理に起こすと、今にも右みぎ膝ひざ辺りに攻撃しようとしていた蜘蛛の顔や足をダガーで斬りつけていく。

　ただ、不安定過ぎる場所での攻撃だったのもあり、何発かは外してしまい、仕留め切れずにＨＰが二割ほど残ることとなった。

　当然、反撃が飛んでくる。

　蜘蛛の体が一瞬白く光り、溢あふれ出るように糸がどばっと現れる。

　それは蜘蛛の周りでふわっと一瞬浮き上がるとサリーに向かって射出された。

「くっ……」

　今のサリーにそれを完かん璧ぺきに避けきることはできなかったものの、左半身でのガードと右手のダガーの投とう擲てきによって、右手の自由のみは確保した。

「【衝撃拳】！」

　かつてメイプルを巨大イカに撃ち込んだ際に使った、空気の弾を放つスキル。

　攻撃は蜘蛛の顔に当たり、複数ある小さな目の周りから赤いダメージエフェクトが弾ける。

　代わりに蜘蛛から紫の糸が返ってきて、サリーは気づいた。

　あらゆるスキルが封じられたことに。

　それは装備にまで及んだようで、朧おぼろも呼び出せなくなっていたのである。

　これで蜘蛛が倒れていれば関係のないことだったのだが、そうはいかなかった。

「倒れない？　本気？」

　蜘蛛のＨＰバーはほんの数ミリだけ残っており、【ダブルスラッシュ】があと一撃当たっていればというところだった。

　蜘蛛はサリーを糸で巻きながらサリーの首元までやってきて、いよいよサリーに攻撃しようとする。

「何か……」

　打開策を考えるサリーの首を、蜘蛛の口もとにある牙きばにも似た鋭い部位が搔き切る。

【空蟬】が発動しダメージは打ち消されるが次を耐える術はない。

「……！」

　サリーがぐっと身をよじり糸が揺れる。

　蜘蛛が再度牙を近づける。

　一瞬の後、赤いダメージエフェクトが散り、ＨＰはゼロになった。

「ふふ……ざーんねん……」

　サリーはそうこぼして。

　口を開けてにっこりと笑った。




　その舌でコロコロと小さな目玉を転がしながら。




　蜘蛛の姿は光の粒となって消えていく。

　その時サリーは目元からダメージエフェクトを溢れさせる蜘蛛と目が合ったような気がした。

「恨むなら……メイプルを恨んでね」

　蜘蛛の体がパリンと音を立てて崩れ去る。

「はは、まーずい」

　サリーの頭の中に無機質な声が響く。

　それは紛れもなくスキルの取得音だった。





◆□◆□◆□◆□◆






　戦闘が終わるとサリーを縛っていた糸はどんどんと消えていく。

　上半身が自由になったサリーは完全に糸がほどける前に、ぐっと体を起こす。

　直後、サリーを拘束していた糸は消え、サリーは地面に落ちていく。

「よっ……と！」

　サリーは器用に空中で体勢を立て直すと、うまく地面に降りることに成功した。

「スキルを手に入れたはず……あった」

　サリーはステータスを確認する。

　そこには【糸使いＩ】のスキルが追加されていた。

　サリーは説明文を読んでいく。






【糸使い】




蜘蛛糸を操る。

スキルレベル５で伸縮可能。

射程五メートル。両手足から射出可能。

再使用で【糸使い】状態解除。








「イーターじゃなかったか。あー、でも条件は一緒か」

　サリーはスキルの効果の確認を終え、今度はスキルを試してみることにした。

「これ、どんな感じだろう。【糸使い】」

　サリーがそう言ったことで、出したままのサリーのステータスに変化が起こる。

【糸使い】の文字が名前の横に追加されていた。

　サリーはよりしっかりとスキルの説明を読み込んで、右手を突き出す。

「【右手：糸】」

　右の手のひらから、先程までサリーを縛り付けていたような蜘蛛糸が伸び、少し先の木にぶつかるとぴったりと張り付いた。

　サリーは力を入れてぐっと引っ張ってみるものの、木から糸が離れる様子はなかった。

　サリーは少し何かを考える。

「……メイプル、今回だけ真似させてもらうね」

　サリーはそう呟つぶやいて、伸ばしていた糸を消すと、スキルレベルを上げるためジャングルのさらに奥へと進んでいく。

　サリーはメイプルのやったこととは違う方法で、メイプルのいる位置まで行きたかったのだ。

　それはサリーの意地のようなものである。

　サリーは糸を伸ばして消してを繰り返しながら、ジャングルを歩いていくが、そうして少しすると立ち止まった。

「とりあえずレベル５まで上げて、伸縮糸を使えるようにしてみないと何とも言えないか」

　サリーはこの場所でスキルレベルを上げるのは危険だと考えて、一度このジャングルから出ることにした。

　サリーの興味はジャングルよりスキルに移っていたのである。

「うん、まだ死ぬわけにもいかないし。帰ろう」

　そして、サリーの姿は光に変わって、ジャングルから消えていった。




　こうしてスキル一つを手に入れたサリーは五層の町のギルドホームへと戻ってきた。

　サリーがギルドホームの中に入るとそこにはカナデとクロムがいる。

　二人はサリーと話をした。二人もまた、あのジャングルへと挑むつもりのようである。

「俺もまた今日行くが……イズが必要とするような素材くらいしかまだ手に入ってないからな」

「僕もちょっと欲しいものがあって、上う手まく辿たどり着つけるかどうか分からないけど、今回は行かないとね！」

　それぞれに目的があるようで、これらが上手くいけばギルドとしてまた一歩前進できることは間違いなかった。

「いってらっしゃい。上手くいきますように」

「ああ、何かしら持って帰ってくるわ」

「行ってくるねー」

　二人はそれぞれ手を振って、準備も兼ねて町へと出ていく。




　時を同じくして【炎帝ノ国】からもある二人がジャングルへと向かっていた。

　二人は、クロムとカナデより少し先にジャングルへ行き探索を開始したのだった。

　そして、探索していたそれぞれの前に、二人がポンと転移してきたのは、運命だったのかもしれない。

　とにもかくにも、カナデはマルクスと、クロムはミザリーと出会った。

　魔法使いなどＭＰを使うようなプレイヤーが、今回目的としているＭＰ増加スキル。

　ＭＰ増加スキルを手に入れるため。カナデ達二人は目的の一致により動き出した。

　クロムもまた、ミザリーに付き合ってその場所を探し始める。

　そして、メイプルがペインを乗せてジャングルを走り抜け、やってきていた。

「っと、この方向にＭＰ増加のスキルがあるはずだ」

「おっけーです！」

　ペインもある程度メイプルの背中に慣れたらしかった。





◆□◆□◆□◆□◆






　三グループがＭＰ増加スキルの元へと集まっていく。

　そのうち、クロムとミザリーはモンスターの群れとぶつかっていた。

「食らっとけ！」

　クロムの鉈なたが苔こけむしたゴーレムに食い込む。

　メイプルとは違いある程度の攻撃力を持つクロムは、それなりに敵にダメージを通すことができるのである。

　しかし、敵はゴーレムだけではない。

　戦闘中のクロムの隙をついて狼おおかみや猿といった動物型モンスターが攻撃しようとする。

「させません！」

　ミザリーの放った光の弾が近づいていたモンスターのうち何体かを吹き飛ばす。

　そのおかげでクロムは盾での防御が間に合った。

　回復ができないこのエリアの特性のせいで、二人は性能を数段階落としている。

　本来この二人が組んだなら、ミザリーの回復魔法とクロムの自己修復により、クロムが不落の要よう塞さいとなるのだが、今回は実現しなかった。

　そのため、二人は平常よりかなり気をつけて進まなければならない状態である。

「くっそ！　キリがない！」

「逃げましょう！　確かモンスターから逃げるためのアイテムが……ありました！」

　ミザリーは素早くインベントリを操作すると、白色のボールを取り出し、すかさず地面に投げつけた。

　広範囲に白い煙が上がり、モンスターの視界を埋めていく。

　その隙に二人はそそくさとその場を後にした。




「ふー……流石さすがにそろそろタンクの俺だけじゃ厳しいか」

「はぁ……私もアタッカーの人がいた方がやりやすいですね」

「マイユイか、メイプルがいれば考えなくてもいいんだが」

「ミィか、シンがいるとより心強いのですが」

　二人は、いれば誰もが嬉うれしいトップクラスのアタッカーのことを思いながら、堅実に戦闘を切り抜けていく。普通ならこのタイプの二人では探索はそもそも厳しいはずなのだが、あれこれ言いながらもやり過ごせているあたり二人もまたトッププレイヤーなのである。そして度重なる探索により情報が集まり、出来上がっているジャングルの中心へのルートマップを確かめながら歩いていった。
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　二人が道中の戦闘をやりすごしたのと時を同じくして、カナデ達二人もモンスターと接触していた。

「きたね……」

　マルクスは特に何かすることもなく、そのまま真っすぐ歩いていく。

　隣のカナデも本棚を展開しているものの魔導書を取り出す様子はない。

　そして、モンスターが攻撃に転じるというところで地面から伸びた太いツルが猿や鳥などの見た目をしたモンスターを締め付けた。

　マルクスの頭上では何体ものモンスターが、バタバタと手足を動かしてツルから逃れようとしているが、上手くはいかない。

「はい、爆破……」

　ツタの周りに赤い魔法陣が出現し、モンスターを巻き込んで爆散する。

　かなりのダメージを負っているモンスターに対し、マルクスは魔法で追撃をしてとどめを刺していく。

「おー、流石だね」

「捕らえられれば大丈夫、大丈夫」

　マルクスはテンションこそ高くないものの、少し得意げな表情を見せた。

　そんなマルクスの視線の先に、自身の背丈の数倍はある苔むした岩のゴーレムが現れる。

　赤く光る目とマルクスの目がしっかり合った。

「あ、無理……あれは無理です」

「うーん、なら使い所が少なそうなものから……【死神の声】」

　カナデの本棚から一冊の黒い本がふわりと抜けて降りてくる。

　ポツポツと血の跡のある黒い表紙の本のページがバラバラとめくれて、体の底に響くような低い音が鳴り出す。

　そうして少しすると大きなゴーレムは底なしに暗い闇に包まれ、次いで光の粒となって消えていった。

「おー、効いたみたい。低確率即死」

「運がいい……？」

「それなりに」

　二人は止めていた足を再び動かし始める。

　クロムとミザリーと比べれば遥はるかに順調に探索は進んでいた。
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　所変わって、木々の並ぶジャングルの最も騒がしい所。

　すれ違うモンスターを跳ね上げ、燃やし、轢ひき潰つぶす。逃げようとする者には光る斬撃が飛ぶ。

　そこにはモンスターが寄ってこようが関係ないという風に、ジャングルを爆走するメイプルと、それに乗ったペインがいた。

「ん？　メイプル、止まれ。何か見えた」

「え？　はい！」

　メイプルがまた一体モンスターを倒したところで立ち止まる。

　二人のいる場所から少し遠く、まるで途中から溶けてしまったかのように、不自然にぐにゃりと曲がった木々があった。

　二人はその近くまで向かっていく。

　歪ゆがんだ木々の森をさらに中央へと進んでいくと、何本もの太く大きな木が絡み合ってできた大木が現れた。

　木の根元には入口があり上へと繫つながる木の階段が見える。

「あ、これは……」

「ここだな、さっき言っていた場所だ」

　メイプルは入口の大きさと自分の体を見比べる。

　どう考えても入れそうにないサイズ差だった。

　メイプルは仕方なく【暴虐】を解除する。

　そうすると、化物の腹部が裂け、メイプルはべしゃりと地面に落ちた。

　ペインはそれをじっと見て、どこか気が抜けるなと思いながら、入口周りの安全を確認し始める。

「問題は、ないか」

「私が前を行きますね！」

　メイプルがぐっと大盾を掲げて宣言すると、ペインは静かに頷うなずく。

　そして、二人は木の階段を慎重に上っていった。




　二人は警戒しつつ階段を上り、何事もなくその頂上へと辿り着いた。

　大きな木の枝は二人が立ってもまだ十分な広さがあった。

　また、その場所には爽さわやかな風が吹き抜け、木の葉の揺れる音が響いている。

　落ち着く緑と風の中、一本の枝の先に緑色の魔法陣が輝いていた。

「行きますか？」

「ああ、当然だ」

　二人はコツコツと音を鳴らして枝の上を歩いていく。そうして接近した魔法陣はキラキラと輝いており、二人を誘っている。

　メイプルが魔法陣に触れるとその体は緑の光に包まれて消えていく。

　ペインもメイプルの後に続き、二人はどこか別の所へと降り立ち目を開けた。




　先程までのジャングルとは一転、恐ろしいほどに静かな森。

　立ち並ぶ木々、青々とした葉。

　瑞みず々みずしい赤い果実が輝く茂みに、高い空から見える青。

　しかし、いきいきとしたその森には一切の音がなかった。小鳥のさえずりも木の葉のざわめきも、二人の足音さえ鳴りはしないのである。

「ここは……？」

　メイプルはここにおいてただ一つ音となる、声をこぼす。

「ＭＰ増加スキルか。ちょうどいい」

　ペインは、よく分かっていないメイプルに改めてここで得られるものの説明をし始めた。ペインはよりＭＰ割合回復の効果を強めるため。メイプルはせっかくだから欲しいと攻略を決意した。

「分かりました。せっかくですし、頑張ります！」

「よし、行くぞ。ここからは正確に進む必要がある。俺が前を行こう」

　この森の中をどこへ向かえばいいのか、既にデータを持っているペインは時折それを確認しつつ、無音の森を進んでいく。

「離れるなよ。ルートを外れるとモンスターが出るからな」

　そう言ったペインの後ろをメイプルはピッタリとついていく。

　ペインは、そのままこの先にいるボスモンスターの話を始める。

　メイプルはその話をきっちりと聞いて、より容易にボスを倒せるように備える。

　そうしているうちに、二人はこの森に一度もモンスターの声を響かせることなく、目的地に辿たどり着ついた。

　風に木の葉が舞う広場。その奥には直径一メートルほどの切り株が一つあった。

「ボスが来るはずだ」

「えっ!?　はい！」

　メイプルがわたわたと大盾を構え短刀を抜く。

　それと同時、切り株の上で緑の光が形を成していく。そして、それを突き破るようにして全身が木で構成された人間のようなモンスターが現れた。

　そのモンスターは一六〇センチほどの小柄な体で、ツタと木の葉でできた帽子を被っている。

　また、右手には同じく木でできたシンプルな杖つえを持っており、杖には花のついたツタが巻きついていた。

　二人が攻撃するよりも先に、ボスモンスターがその杖を振りかざすと木の葉が舞い上がり二人に迫ってくる。

　ペインは素早く移動し、するりと木の葉の横を抜けてボスに強力な一撃を加えたものの、メイプルはそうはいかなかった。

　事前に知識を得た上で、回避するための速度が足りなかった。

「きゃあっ！」

　木の葉がメイプルを取り囲む。

　その効果は、現在の装備をインベントリの中の装備とランダムに入れ替え、戦闘終了まで固定するというものだった。

「っ……と？」

　木の葉が消え、閉じてしまっていた目を開けたメイプルが最初に見たのは見覚えのある真っ白な鎧よろいだった。

　ペインとは違いメイプルのインベントリにはほとんど装備が入っていない。

　装飾品は滅茶苦茶になっており、頭にはジャングルで手に入れた冠が乗っているくらいで、後はサブ装備でしかなかった。

「ん、大丈夫！」

　メイプルは短刀を抜き放つと、先行してボスに攻撃を開始しているペインのすぐそばに立っていつものようにスキルを使う。

「【身捧ささぐ慈愛】！」

　メイプルがペインに飛んでくる風の刃を代わりに受け止める。それは無力化されメイプルを傷つけるには至らない。

　メイプルが盾を担うならば、ペインは矛の役割に集中できる。

　金の髪に青の瞳ひとみ。

　純白の鎧を纏まとう二人はまるで兄妹のようだった。

　慈愛に守られた慈悲なき騎士は光り輝く聖剣でもってモンスターの四肢を斬り裂いていく。

　最高クラスの攻撃力がそのＨＰを容赦なく奪う。

「短期決戦でいけるな！」

「いけます！　いけまーす！」

　ペインは勢いのままに剣を振るう。

　ボスの作り出す木の壁も、ツタの鎧も斬り裂いて真正面からその全てを越えていく。

　メイプルは砕けぬ盾となり守り続ける。

　ボスの撃ち出す風の刃も、木の葉の渦もはじき返して真正面からその全てを踏ふみ潰していく。

　二人であっても、ボスモンスター一人では勝てる相手ではなかった。

　ボスモンスターの木の体は朽ち果てた木に変わって、ボロボロと崩れ落ちていく。

　ペインはさっそくスキルを確認し、メイプルは装備を元に戻していく。






【深緑の加護】




ＭＰ回復速度を10％上昇。








　そして、【身捧ぐ慈愛】で減ったＨＰを回復させようとインベントリを開いて、ポーションを取り出そうとしたところでようやく思い出した。




「あー!!　回復できないんだった！」

　習慣となってしまったいつもの動きが勝手に出てしまったのである。

　わーわーと失敗したことを誰にでもなく告げるメイプル。それをペインは眺めていた。

　今の様子を見ただけならどれほど勝てそうに見えるだろうと、ペインはそう思っていたのである。
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　無事モンスターを撃破したものの間違えて【身捧ぐ慈愛】を使ってしまったメイプルは、ペインと別れてジャングルから一度出ることにした。

　理由の一つは貫通攻撃を一度受けてしまうだけで倒されてしまうほどにＨＰが減ってしまっているためである。

　また、ジャングルにおける戦闘回数もそれなりに多く、疲れてきていたのもある。

　メイプルはペインに、ジャングルから出ることを伝える。

「えっと、ありがとうございました！」

「俺もまあ、色々といい経験になった。また機会があれば組もう」

「それじゃあ、頑張ってください！」

「またな」

　メイプルは別れを告げると、光に包まれて通常フィールドへと帰っていった。








十一章　防御特化と合流。









「次の場所へ行くか。分かりやすい位置に来ることができたのは楽でいい」

　メイプルと別れたペインが一人呟つぶやく。

　どこも同じような景け色しきが続くジャングルでは、数少ない目印となるような場所が役に立つ。

　ペインはここから少し離れたところにある、ゴーレムが大量に現れるというエリアへ向かおうと考えた。

　目的のスキルは手に入ったため、ここに用はもうない。

　ペインは帰還用の魔法陣に乗って、捻ねじれた大樹へと戻っていった。

「ああ……よし。行こう」

　ペインは気持ちを入れ替えて、改めて一歩を踏み出す。

　そうして階段を下りていくペインだったが、途中で階段を上ってくる面々と鉢合わせた。

　それはクロム、ミザリー、カナデ、マルクスの四人である。

　同じ場所を目指し歩いていた四人はちょうど大樹の近くで出会い、協力することにしたのだ。

　四人もそれぞれペインに気づく。

　クロムはペインに話しかけてペインが向かおうとしている場所を知ると、四人で相談し、ペインに一つ提案した。

　それはペインが手伝ってくれるのであればこちらも手を貸すというものである。

　四人としては大ダメージを与えられるようなプレイヤーが必要だったのだ。

「……分かった。情報を共有しよう」

　ペインは提案を受け入れ、クロム達が確実に勝つことができるよう情報を共有する。

「問題ない、勝てるぞ」

　いくつかの質問を受けた後、クロムはそう締めくくった。

　戦闘での消費もたいしたものではなく、メイプルを連れて一度戦ったことで、攻撃を安全に、じっくりと観察することができていた。

　つまり、負ける要素はないと言っていい。

「五人ならすぐに終わるだろう」




　魔法陣に触れる直前でペインが言った通りにことは運んだ。

　ペインがメインとなって攻撃し、クロムが大盾でボスの攻撃を弾き返す。

　ペインは落ち着いて最善の行動を繰り返し、必然の勝利を手に入れた。

　クロムもダメージを受けることなく、うまく攻撃を受け流しきった。

　その動きにペインとマルクスがどこか安心していたのは、強さと頼もしさからだったのかは微妙なところではあったのだが。

　とにもかくにも、ペインを除く全員が新たにスキルを獲得した。

　そして、全員揃そろって元の場所へと戻ることができたため、改めてゴーレム溢あふれる森の奥へと向かうこととしたのである。




　ペイン達は五人で固まって進んでいく。

　後衛の方が多いのもあり、駆け抜けるような進行ペースとはいかなかったものの、余裕を持ったお陰で安全が確保できている。

　ペインはもう少し早ければメイプルもついて来ていたかもしれない、とクロムに話しかけた。

「メイプルがいたのか？」

「ああ、四人に会う少し前までは行動を共にしていた。いや、本当強かったよ。相変わらずな」

「俺はまだ直接戦ったことはないからな。いつかはやってみたい……いや、泥仕合になるか」

　クロムもサリー程ではないが、それなりにメイプルと長くいるのだ。

　盾を使ってきたプレイヤーの一人として、どうすればメイプルの攻撃を受け切ることができるか、そういったものはいくつか思いついていた。

　ただ、それは勝てるということには繫つながらない。

　クロムはメイプルから生き延びられる可能性を持ってはいるものの、倒すことはできないのだ。

「いつか機会があったら全力でやるけどな。それなりにしぶといぜ、俺は」

　クロムはそう言って右手で自分の胸をぽんと叩たたいた。

「メイプルが今のままなら……あと数手で刺せると思うんだが」

「お、やるな。まあメイプルはすぐ変な方に進化するからな、いつまで今のままか俺には分からん」

　今までもそうだったとクロムは言った。

　停滞と急速な成長を繰り返しているのがメイプルなのである。

　もっとも、その周期を予測できる者など本人を含めても誰一人としていないのだが。




「皆さん、ゴーレムです！　戦闘態勢を！」

　警戒しつつ、話しつつ。

　そうして歩いているうちに、ペイン達は目的地であるゴーレムの溢れかえるエリアにたどり着いていたのである。

　苔こけむした遺跡の跡が残るその場所には、木々よりも折れた柱や瓦が礫れきなどが目立っていた。

　ミザリーは声をかけると同時にペインとクロムにバフをかけていく。

「ちょっと……今回は出番はないよね。罠わなを準備しよう」

　マルクスは道中用の罠から、大型モンスター用のコストがそれなりにかかる罠に切り替えていく。

　そんなことをしているうちにペインの剣がゴーレムの岩の腕をスパスパと斬り裂いていた。

「一体なら、問題ないなっ！」

　ペインは体を捻り、ゴーレムの拳こぶしを避けると【跳躍】して胴体を斬りつける。

　ペインにとって、既にゴーレム一体というのは防御行動が必要になる相手ではなかったのである。




　結局、ペインは一人でその背丈の数倍はあるゴーレムを屠ほふった。

　時間も一分とかからなかった。

　そうして剣を鞘さやに収めたペインにクロムが駆け寄ってくる。

「おい、ペイン。見ろ」

「ん？　これは……」

　ペインがクロムの指し示す方向を見る。

　砕けた柱、苔むした遺跡の残ざん骸がい。

　その陰から現れるゴーレム。それだけではない。遠くから次々とゴーレムが湧き続け、音を立てて迫ってきていた。

　その先に行こうとする者を拒むように。

　ペイン達が見ている中、景色全てを覆い尽くす程の勢いでゴーレムは増えていく。

「ペイン、どうする!?」

「最小限だけ倒して抜ける！」

「了解！」

　クロムとペインは短く言葉を交わすと、それぞれに武器を抜いて盾を構えた。

　ミザリーは【ＡＧＩ】上昇のバフを全員にかけ、走り抜けるための準備をした。

「両サイドは罠で一いつ旦たん止めるけど……長くは持たないから」

「とりあえず、魔導書。んー貫通力のある……これかな」

　カナデが黄緑の魔導書を取り出す。

　戦闘が始まろうとするまさにその時に、その魔導書は光り輝き力を発揮した。

　五人の頭上で風の吹く音がし始める。

　それは次第に大きく強くなり、方向性を持って吹き抜けた。

　もはや爆発音に近い轟ごう音おん。

　空気の槍やりがゴーレム数体を貫き吹き飛ばした。

　土煙が舞い、地響きが五人に伝わってくる。

「ダメージは見た目程大きくないから、急いで！」

　カナデの言葉に従って、ペインを先頭にゴーレムの群れに突っ込んでいく。

「君達は……動かないで……」

　青白い光が両脇のゴーレムの足元から迸ほとばしり、その動きを制限する。

　マルクスのＭＰはどんどんとなくなっていくが、ミザリーが即座に自身のスキルで補っていく。

　ミザリーが回復させられるのはＨＰだけではないのである。

　それなりに制限はあるため、使い放題とはいかないが、切り抜けるには十分に役立った。

「キリがない！　本当に相手していられないぞ」

　クロムが重い拳を地面へ受け流して上う手まくいなしながら叫ぶ。

　倒していくにはあまりに多く、駆け抜けるにもなかなか厳しい。




　そんな時だった。

　一体のゴーレムの頭部が爆炎と共に消し飛んだのは。
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　ペイン達を取り囲むゴーレムの中で、外周にいたゴーレムが爆炎の中ボロボロと光に変わっていく。

　ペインとクロムは何事かとそのゴーレムの方を向く。そこには炎を操り加速しつつゴーレムを相手取る一人の少女、ミィがいた。

　ミィの周りにもゴーレムが湧き出ており、ペイン達のゴーレム発生と合わさって、今の量になってしまっていたのである。

　ミィの方も戦闘音から、ペイン達の存在に気づいた。カナデやクロム、ペインの装備は遠目に見ても目立つ上に残り二人には近しいため、ミィは集団の構成をさっと把握することができた。

「二人がいるのか、なら」

　ミィは大きな火柱でゴーレムを足元から燃やしていく。ミィの周りのゴーレムとペイン達の周りのゴーレムがそれぞれ巻き込まれていく。

　流石さすがに倒すまではいかないものの、それはゴーレムをよろめかせた。

　ペイン達はその隙をついてゴーレムの足下を抜けてミィと合流した。

　ミザリーとマルクスが提案したミィとの合流に乗ったのである。

　ミィはマルクスとミザリーを確認するとミザリーに呼びかけた。

「ミザリー！」

「はい、分かっています！」

　細かい指示など必要ないと、ミザリーは即座に行動する。

　持てあましているＭＰをミィに譲渡したのだ。

「行くぞ……！」

　ゴーレムの足音とぶつかり合う音でスキル名はかき消されてしまったものの、起こったことは強力なスキルであろうことを連想させた。

[image: ]

　一瞬にしてミィ達全員の両側にできあがったのは揺らめく炎の壁、内側は一本の道となりゴーレムを隔離して真っ直ぐ続いている。




「【隠密の花】」

　マルクスがその言葉を小さく口にすると、周りにいる全員の体に細いツタが一本巻きついてその頂点で白い花を咲かせた。

　モンスターに視認されていない時に使うことができるそのスキルは、それなりに重い消費と引き換えに対象を三十秒間モンスターから見つからなくしてくれる。

　効果が切れると花が枯れて落ちていくという風になるため持続時間は分かりやすい。

「ゴーレムはプレイヤーを見失って少しすると消滅するぞ」

　ミィはそう言うとできあがった炎の道を歩いていこうとする。

「私達も行きましょう。炎の壁もそこまで長くはもちませんから」

　ミザリーはそう言うとミィの近くまで行き耳元でこそっと話しかけた。

「私達と一緒に行きませんか」

「お願い……一人じゃ本当大変で……」

　メイプルにバレてから少しして、気が緩んでいたミィは即座にボロを出してミザリーにもキャラ作りが露呈したのである。

　ただ、ミザリーと楽に話せるため、ギルド内で過ごしやすくなりもした。

　ミィの言葉を聞くとミザリーはペイン達の方を振り返って話す。

「ミィもついてきてくれるそうで、戦力増加ですよ！」

　ミィは堅苦しいキャラを作っているため、それを理解して橋渡しをするミザリーは重要な役割を持っているのだ。

「僕の魔法攻撃は不安定だし、助かるな」

　断る理由もなくすんなりと受け入れられたミィが、こっそりほっとしていたのに気づいたのはミザリーだけだった。

「ならもう行こう、時間がないんだろう？」

　クロムがとりあえず話を切り上げて歩き出す。

　そうして隠密の効果が切れる前にゴーレムの包囲網を抜け出すことができた。

　ジャングルが燃え上がらないようにできていたことはミィにとって救いだっただろう。




　一人も欠けることなく全員で進んでいく。

「見えてきたな」

　守護者であるゴーレム達を突破したのだから、その先にあるのは当然守られている何かである。

　ペインが指差す先には苔むした岩でできた遺跡があった。

　その遺跡の奥、一際大きい建物が強い存在感を放っている。

　遺跡の周りにはモンスターはおらず、順調に奥の大きな建物まで行くことができた。




　六人の前には地下へと続く長い長い階段がある。

　下りない理由はなく、全員が地下へと足を踏み入れた。

　未いまだ突き止められていない、守られている何かを手に入れるために。




　六人は明かりのない階段を降りていく。

　階段は途中で折れまがり、地上からの光も次第に届かなくなってくる。

「ランタン、用意しますね」

　ミザリーがランタンを出して暗い階段を照らす。

　一つだけでも十分な明るさを確保することができていた。

「何も出てこないな……」

　クロムは大盾を構えつつキョロキョロと周りを確認する。辺りには仄ほの暗ぐらい闇に覆われた壁があるばかりだ。

「……！　何か見えてきてる、っ……ように思うが？」

「ミィ？」

　ミザリーがチラッとミィの方を見る。

　ミィは斜め下に視線を逸そらしていた。

　隣にミザリーがいるという安心感は恐ろしいものである。

「いや、ああ分かっている……もう少し下った先で階段が終わっている。扉があるな、要警戒だ」

　そう言うミィの両目はうっすら赤く輝いていた。

　ミィは暗視効果のあるスキルで他のメンバーよりはっきりと先が見えているのである。

　ミィの言った通り、そこには石でできた扉があった。と言っても、手をかけて横へスライドさせるためのへこみがあるだけのものである。

　クロムはそれに手をかけるとぐっと力を入れて扉を開けようとした。

「ん？　……駄目だ。開かない」

「一定の【ＳＴＲ】値が必要なのかもしれない。代わろう、俺がやる」

　ペインは剣を鞘に収めると力を込めて扉を動かしにかかった。

　すると、ゴリゴリと石を引きずる音と共に扉がゆっくりと開いていく。




　そして、同時に眩まぶしいほどの光が溢あふれ出した。

　その先にあったのは上下左右、乱雑に張り巡らされた通路や階段。

　また、あちこちで輝く魔法陣や、一つだけある意味深な古びたレバーである。




　一言で表すならば迷宮といったような、そんな雰囲気を漂わせる景け色しきが六人の目の前には広がっていた。

「あー……どこから行く？」

　クロムが隣のペインに聞く。

「選択肢が多すぎる。流石にこれはな」

　ペインがチラッと左を見るとそれだけで魔法陣が五、六個は確認できた。

　面倒この上ないと言える。

「どうする……僕はどこから行ってもいいよ？」

　マルクスが【暴虐】メイプルに会った時の表情を半分ほど薄めた表情で言う。

　つまりもうかなり帰りたくなっているのだが、そうしないのは最もいいと言えるほどのメンバーが集まっているからだろう。

「適当に侵入すればいい。モンスター程度なら問題はない。それに、考えていても答えなどない」

「ええ、そうですね。ミィ。私も、とりあえず魔法陣かもしくはレバーを触ってみることを提案しますね」

「僕は道だけ記録しておくよ。迷って、どう進んだか分からなくならないように」

　そうして全員の方針は固まった。

　近くのレバーを切り替えてみるのである。

「おーけー、やるぞ？」

　クロムがレバーに近づき手をかけて、五人の方を振り返る。全員が小さく頷うなずいたことを確認するとクロムはレバーを逆方向に倒した。




　その瞬間、張り巡らされた階段はゴトゴトと組み変わりその向きを変え、壁が開いて新たな通路ができ、先程までの通路が消えていく。

　魔法陣は薄れて消え、別の場所で再び輝き出す。

　レバーを一度倒しただけで、迷宮はその様相を完全に変えてしまった。

「ええ……」

　マルクスが【暴虐】メイプルと会った時の顔でこぼす。

　レバーを倒したクロムも渋い顔をしていた。

「どうするペイン。次に試す所を決めてくれても構わないが？」

「正直面倒極まりない。ははは、クロムどうする？」

　前衛二人がどうするどうすると言っていたところでカナデが話し始めた。

「どの階段も通路も魔法陣も入れ替わったように見えるけど……一つだけさっきのままの通路があるしそこに行ってみるのはどう？」

　カナデは先程の光景をそのまま全て覚えていた。

　五人が見つけられずとも、カナデの目には違和感としてはっきりとその通路が映っていた。

「また真似できないやつだ……」

「サリーさんに近しいものを感じますね」

　マルクスとミザリーがそんな反応をする。




　その提案に反対する理由もこれまたなく。

　全員がカナデに指示された方向へと向かう。

　カナデの言う通路を通った先にはまた一つ似たような作りの部へ屋やとレバーがあった。

「これの繰り返しとなると……ほとんどはトラップなのかもしれませんね」

「カナデ、頼む」

「もちろん！」

　こうして六人は進む。

　凶悪なモンスターや即死クラスの罠わなをするりするりとすり抜けて。

　遺跡内の罠全ては一人のプレイヤー、カナデによって崩れ去っていった。

　遺跡を守る叡えい智ちは、さらなる叡智に敗れたのである。




　六人は地下へ地下へとゆっくりと下っていき、そして今までとは明らかに雰囲気の異なる部屋へと辿たどり着ついた。

　部屋の最奥、金と宝石で飾られた大きな棺があるだけで他は何もないのである。サラッとした砂が乾いた石の床を覆っているだけで、地面そのものに異常は見られない。

　地面に横たえられたその棺は五メートルほどあり、中に財宝が入っていると思った者は六人の中には一人もいなかった。




　そして、その予感は的中する。

　六人の存在を感じ取ったのか、ゆっくりと蓋ふたがずれ音を立てて外れた。

　中から出てきたのは未だ輝きの残る王冠を頭に乗せ、金でできた杖つえを携えた骸骨の王だった。

　目の部分、暗い穴の向こうからその穴を拡張するように黒い炎がなびいている。




「来るぞ、構えろ！」

　そのペインの声と骸骨の王の行動は同時で、戦闘が始まった。
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　戦闘が始まると真っ先にペインとミィがボスに向かって飛び出していく。

　クロムがそれを追いかけようとした時、ボスが持つ杖の先端で青い炎が燃え上がった。

　その途端、なんの変哲もなかった地面を突き破って次々と武器を持ったスケルトンが現れる。

　その手に持った錆さびた槍やりや剣からは黒い雫しずくがポタポタと垂れていた。

「クロム、後衛頼む！」

　ペインが行く手を阻むスケルトンを斬りとばしながら叫んだ。

「ああ！　【挑発】！」

　クロムは足を止めて、後衛三人の前で盾を構えた。部屋全体から湧くスケルトンが、後衛に直接迫ることは避けなければならないのである。

　そうしてガードを固めたクロムの後方から、炎の塊や唸うなる風の刃が次々に撃ち出された。

　カナデは範囲攻撃ができる魔導書を使って、そしてミザリーは持ち前の範囲魔法で攻撃する。

　マルクスはクロムをサポートすべく、罠でスケルトンを拘束し負担を減らしていく。

　しかし、【挑発】を使っていることもありクロムに集まるスケルトンは多い。

　クロムはうまく大盾で捌さばき、鉈なたで斬り伏せてはいたものの、とうとう腕に槍が突き刺さった。

　クロムはすぐに対応し、大盾で突き刺してきたスケルトンを弾き飛ばしたものの、腕からは赤い光が溢れている。

「ダメージ自体はたいして……くそっ！　マジかよ！　皆気をつけろ、骨の攻撃にはＨＰ継続減少効果があるみたいだ！」

　クロムのＨＰは今もじわじわと減少している。

　それは数秒して止まったものの、毒でもないその効果には対処法が現状存在しなかった。

「スケルトンは無限湧きのようです！」

「なら……ミィとペインの周りを撃って。ここは罠で頑張るから」

　マルクスが腰につけていたポーチから結晶と何かの種を取り出し、ばら撒まいた。

　結晶が弾けると、近くにいたスケルトン数体をバチバチと音を立てる光が縛り上げる。

　種は急成長し、太いツルが壁を作り上げて、スケルトンを遮断した。

　それを見たカナデとミザリーはより前方へと魔法を撃ち始めた。

　ボスに近づくほど多くなるスケルトンに足を止めさせられていたペインとミィだったが、強力になった支援攻撃のお陰で、ついにボスの間近まで行くことに成功したのである。

「炎は効くか？」

　ぐんっと腕を振って【炎帝】によって現れた炎の玉をボスに直撃させると、ＨＰが目に見えて減少していく。

　しかし、ＨＰが減少すると同時、噴き上がるはずの赤いダメージエフェクトはドス黒い液体に置き換わっていた。

　ミィは直撃こそ避けたもののその液体をいくらか浴びてしまった。

「ＨＰ減少か……！」

　ＨＰ回復がないこのエリアにおいては面倒この上ない攻撃性能でミィのＨＰを削っていく。

「だが脆もろい──【断罪ノ聖剣】！」

　ペインが剣を振り抜く、ボスがガードしようと構えた杖を弾き上げ、肉のなくなった胸から顔にかけてを深く斬り裂いていく。

　黒い液体を浴びつつペインが追撃しようとした所で棺の中から黒い液体がドロリと溢れ出した。

「くっ、ミィ！」

「もう一撃！」

　ミィはボスの頭部に火球を叩たたきつけて怯ひるませると、ペインと共に一いつ旦たん距離をとった。

　二人の退避地点のスケルトンは、後方からの途切れない魔法で倒され続けているため、ボスに集中することができるのである。

　棺の中から溢れ出た黒い液体はボスの周りの地面を覆い尽くすと止まった。

　歩いて近づくためにはそれなりのダメージと引き換えにする必要がある。

　さらに、ボスが杖を天井に向かって放り投げ、それは天井に吸い込まれていった。

　そして黒い輝きがボスの骨の体を覆っていく。

　それに伴いスケルトンの半数ほどが力を失い消えていったが、代わりに天井から黒い雫がポタポタと滴り始める。

　見覚えのあるそれは一ずつ確かにＨＰを削っていっていた。

「全員前に出ろ！　総攻撃だ！」

　ペインが再度突撃する。それに合わせ後ろにいた四人もボスに攻撃が届く位置まで前進する。

　しかし、それら全ての攻撃の威力はボスの体を覆う黒い輝きがより強くなった瞬間に大幅に減少してしまった。

「クロム……！　ボスの側まで行ける？　今、ボスに強力なバフがかかってる……解除するから」

　そう言うマルクスの右目の前にはまるで片眼め鏡がねでもしているかのような白い円が浮かんでいた。

　つまり、これによりボスのデータを見抜いているわけである。

「二人は何とかなるか？」

「僕が防御系の魔導書を使うよ！　大丈夫」

　自信あるその声に押されてクロムはマルクスを連れてスケルトンの中を走っていく。

　ダメージを受けながらもマルクスの目的の位置までたどり着いた。




「よし……【聖なる鎖】！」

　ボスの体の周りに黄色い魔法陣が次々と現れ、そこから白く輝く鎖が伸びて、ボスの体を締め上げる。

　ボスを覆っていた黒い輝きは消えて、さらに動きを三秒間完全に止めるおまけ付きである。

　その三秒はミィとペインを前にしてはあまりに重いものだった。

「終わらせる！」

「当然！」

　ミィの火球が骨を焼き、火柱が棺もろとも焦がしていく。

　ペインの聖なる連撃がボスの顔面を横一文字に叩たたき斬る。

　黒い雫が全員のＨＰを半分以下にした頃、骸骨の王は再び眠りにつくこととなった。




　骸骨の王は光となって消えていき、そこには棺だけが残った。

　六人がその棺の中を覗のぞき込むと、そこにはいつかの埋葬時に入れられたようにして、六つの巻物と見覚えのある六つの銀のメダルがあった。

　他にも錆びた剣などは転がっていたものの、アイテムとして取得できたものはその二種類のみだったのである。

　六人はそれぞれに報酬を手に入れ、そして巻物に入っているスキルを確認する。






【死霊の泥】




使用後三十秒間、攻撃に、与えたダメージの四分の一のダメージを、防御力を無視して与える効果を追加する。

五分後再使用可。








　つまり、このダンジョンで六人のＨＰを削っていったあの黒い液体を元としたスキルである。

　それぞれがこのスキルを確認し、どういった用途で使うことができるかを考えた。

　何人かは興味深そうにスキルを見つめて、また何人かはそれなりに嬉うれしそうに、ダンジョンを後にした。

　また、彼ら六人は残ったＨＰが尽きるその時まで、ジャングルの中を探索していくことにした。








エピローグ　防御特化と光の王。









　そうしてジャングルの奥地にある遺跡を六人が踏破した日から数日。

　メイプルはギルドホーム内に設置された机にべったりと突っ伏していた。

「あー……うー」

　ＨＰが減ってしまったからとジャングルから戻って来たのはいいものの、もう一度ジャングルへ行くためのアイテムがうまく手に入れられなかったのである。

　そうこうしているうちに、だんだんとジャングルへの興味が薄れてきてしまったメイプルは、全員がジャングルに行っている中、一人ギルドホームでうーうー言っているのである。

「いいや、ジャングルはもういい！　結構頑張って冒険したし」

　メイプルはそう言って立ち上がると心機一転ギルドホームから出ていった。

　もちろんそれはジャングルへ行くためのアイテムを取るために歩み出した訳ではない。

「どこか行ってないところ……あ、そうだ！」

　メイプルは何かを思いついたのか、久しぶりにゆったりと歩きながら雲のフィールドを進んでいった。




「わー……すっごい」

　メイプルの目の前に広がっていたのは絶え間なく稲妻が落ちる雲の大地である。

　少し前にクロムに教えてもらったここに、やりたいことがなくなった今やってきたのである。

「よし……行ってみよー！」

　メイプルは意気揚々と雲海の上を歩いていく。

　ゴロゴロと音の鳴る中、何も起こらないはずもなく、メイプルのいる場所に稲妻が一条落ちて直撃した。

「うわっ！　……っと。よーし！　なんともないっ！」

　雷に打たれてなお、メイプルのＨＰは一ミリたりとも減少してはいなかった。

　そして、その体には麻ま痺ひが効くことも当然なかったのである。

「じゃあ改めて出発！」

　メイプルは歩いていく。その体には数十回は稲妻が落ちているものの、その全ては例外なく弾けて消えていってしまう。

「サリーみたいに避けたりできないかなー？　……うわっ！　と、やっぱ無理だ、無理無理」

　避けようとぴょんぴょん動いているところを雷に射抜かれて、びくっと硬直したところでメイプルは避けられないと悟った。

「いいよ、別にー……よっと！」

　諦あきらめ悪く飛び退いてみたメイプルに現実を分からせるように雷が落ち、メイプルは今度こそ完全に諦めた。

「歩こう歩こう。あるこーっと」

　メイプルの気分は変わっても防御力は変わらない。そのまま雷を弾き飛ばしてメイプルがずんずんと歩いて行ったその先には、雷雲ではなく、白く綺き麗れいな雲海が続いていた。

「抜けたのかな？　……何かあるといいなあ」

　そうして、メイプルはキョロキョロと周りを見渡しながら進んでいく。

　しばらく進んだその時。メイプルは白い雲の上に立つ何かを見つけた。

　メイプルは自身の身長の五倍はあるそれをぐっと目を凝らして見つめてみる。

「んー……椅子？」

　白い雲の上、同じ白い色をして、しかしより輝いて見える、メイプルが椅子と呼んだもの。

　それは、大きな玉座だった。

　メイプルが玉座に近づくと、それに反応したのか白い光が玉座に集まってきて収縮していく。

　そして、それは大きい玉座に見合うだけの大きさの人型を形作った。

　その頭には冠が輝いており、年老いた顔には光が形作った顎あご髭ひげが揺れている。

　身につけている豪華な服はまさに王族を思わせるものだった。

　王の周囲には次々に魔法陣が展開されていき、玉座から広がっていく白い光は地面を這はって進んでいく。

　言葉を交わすこともなく。

　そのままメイプルに向かって、魔法陣から光でできた矢が撃ち出された。

「よーし……【暴虐】！」

　メイプルを覆っていく外皮は、飛来する光の矢をことごとく弾き飛ばしてしまう。

「しゅっぱーつ！」

　メイプルが地を駆けていく。

　そうしてメイプルが玉座から広がる白い輝きに覆われた地面を踏み抜いた時、その強固な外皮は溶けるように消えてしまった。

「え!?　うわっ！」

　メイプルは突然放り出されたために、地面をゴロゴロと転がっていく。

　やっと止まったその時にメイプルは何が起こったのかと辺りを見渡した。

　光の矢は相変わらず撃ち出され続けており、王の姿も玉座にあった。

「じゃあ……【毒竜ヒドラ】！」

　メイプルが声を上げるが、しかし突き出した短刀から見慣れた毒の奔流が顕現することはなかった。

「え？　あれ……？【捕食者】！　【滲にじみ出でる混こん沌とん】！　【全武装展開】！」

　頼りになるスキルを使っていった結果、兵器を展開することはできたものの、それ以外は全て不発だった。

　広がり続ける輝く地面。

　それはそこにいる者の邪悪なスキルを封じる聖なるフィールドである。

　光の王と比べてメイプルの持つあれこれはあまりに邪悪が過ぎたのだった。

「【攻撃開始】！」

　メイプルが銃弾や砲弾、レーザーを撃ち込もうとするものの光の矢の方が量が多いこともあり、ほとんどの攻撃が払いのけられてしまっている。

　さらに、ようやくメイプルの攻撃が届いたかと思えば、それはそもそもダメージを与えられすらしなかった。

　メイプルの銃撃は基本、一撃の威力より手数で押すものであり、ある程度の防御力を持つ相手にはそもそも効果がない。

　攻撃力が固定されているため、今のまま使っていたとしても、先へ進むごとに効力は下がっていくのである。




「んー……どうしよう？　ダメージは受けないんだけど……【悪食】も発動してないし」

　メイプルは大盾が矢を普通に弾いていることを確認して途方に暮れる。

　負けないが勝てないという状態である。

　どちらもほぼほぼ尽きることのない遠距離攻撃を続けているだけで戦況は変わりそうになかった。

「とりあえず近づいてみようかな」

　メイプルは全身に当たる矢を弾きながら玉座から動かない王を目指して歩いていく。

　そして、メイプルはその足下まで辿たどり着ついた。

「攻撃……は無理だよねー……」

　メイプルは短刀で足先をちくちくと突つついてみるものの当然ダメージはなかった。

　盾で叩たたいても、シロップを呼び出して攻撃をさせても状況は今のままである。

　メイプルはしばらくそこで立ち尽くしてその後ぽんと手を叩いてくるりとボスに背を向けた。

「撤退！　てったーい！」

　どうしようもないことを理解したメイプルは背中で矢を受けながら雷降る雲海へと戻っていった。




　そうして雷に打たれながら通常フィールドまで帰ってきたメイプルは、立ち止まって打開策を考え始める。

「何かなかったかなあ、うーん……あ、そうだ！　確か町を歩いている時に聞こえてきたあれがどこかにある！」

　メイプルは何かを思い出して、シロップに乗ってゆっくり町へと飛んでいく。

「お店が並んでいる場所があったから、そこから見てみよう」

　メイプルは手持ちのお金を確認しながら町の手前でシロップから降りた。

「あるかなーあるかなー……一層にはあったって言ってたはずだけど」

　メイプルが一つ一つ店を巡って品揃えを確認していく。

　そして店を回ること一時間。

　メイプルは所持金の多くを使って多くのアイテムを買い込んだ。

「よーし。色々揃えたし、役に立つか分からないのもあるけど……明日もう一回挑戦してみよう！」

　最後にインベントリに詰め込まれたアイテムを確認して、メイプルはログアウトして現実世界へと戻っていった。








あとがき









　いつものこととなりますが、まずはじめに、ここまで続けて手に取ってくださっている方に感謝を。そして、興味を持って初めて手に取ってくださった方には、これを機に読んでいただけたらと思います。

　どうも、夕ゆう蜜み柑かんというものです。




　早いもので『痛いのは嫌なので防御力に極振りしたいと思います。』も五巻目、一巻が出てからもう一年以上が経たちました。

　書籍となって、ＣＭを作っていただいたり、コミカライズが開始されたり、色々なことがあり一年はすぐに過ぎてしまったように感じています。

　ただ、心持ちは一年経っても変わらずに、少しでも良いものを、そして良い報告を、読んでくださっている人に届けられたならと思うばかりです。




　と、こうして一年経ったわけですが、また今回も良い報告ができることを嬉うれしく思います。

　はい！　現在『防振り』アニメ化企画進行中です！




　一年前の自分が聞いても信じないような、むしろ今でも信じられないくらいなのですが、皆さんが応援してくださったからここまで辿たどり着つくことができました。本当にありがとうございます！

　より一層メイプル達の魅力を伝えていくことが、こうして私にまたとないような機会をくださった皆さんへの恩返しになるのかなあ、などと思っています。アニメ化まで来ると、どのように恩を返せばいいのか分からないくらいですが……きっと一つ一つ小さなことからですね。




　というわけで、五巻でもまた一つ新しい良い報告ができたところで『痛いのは嫌なので防御力に極振りしたいと思います。』の五巻を締めくくらせていただきます。




　いくつもの機会を与えてくださった多くの人に感謝を。

　そして、また良い報告ができることを願って。

　では、いつかの六巻でお会いできることを楽しみにしています！





夕ゆう蜜み柑かん


















　蜘蛛ですが、なにか？電子特別お試し版　（著：馬場　翁　イラスト：輝竜　司）















　女子高生だったはずの「私」は、気がつくと見知らぬ地で、《蜘蛛》の化け物に生まれ変わっていた!?

　親蜘蛛の共喰いからは逃げのびたものの、迷い込んだ先は怪物たちの巣窟。毒ガエル、大蛇、巨大猿、果ては龍までもが跋扈する最悪のダンジョンを、小さな蜘蛛に過ぎない「私」は生き抜くことができるのか……って、無茶言うにもほどがあるでしょ！

　こんな状況仕組んだ奴、出てきやがれ──っ!!　ＷＥＢ中が応援した蜘蛛子ちゃんの生存戦略、堂々開幕！








１　最初からクライマックス






　うぐおがー！




　叫び声をあげたつもりだったんだけど、うめき声も出やしない。

　それだけ今の私の体はやばい状態なのか？

　ＯＫ、落ち着け私。

　体に痛みはない。

　古文の授業中に、いきなりものすごい激痛に襲われたところまでは覚えてる。

　多分それで気を失ってたんだと思うんだけど、今はどこも痛まない。

　けど、目を見開いても真っ暗でここがどこだかもわからない。

　というか、まるで体を何かに覆われているみたいな感じで動かせない。

　感じというか、実際に、何やら微妙に弾力のある、けど硬い謎物質でできた何かに包まれてるっぽい。

　外からはカサカサという音が微かに聞こえる。

　え、何この状況？　拉ら致ち？

　イヤイヤ。

　私みたいな最底辺女攫さらって誰が得するよ？

　いろいろ疑問だけど、とにかく、脱出せねば。

　ピシッという音が響いた。

　お、体に力を入れて踏ん張ってみたら、私を覆っている何かが壊れはじめた。

　よし、このまま壊していざ脱出！

　さらに力を込めると、パカッと開いた。頭から這はい出す。これで私は自由だー！




　目の前に大量の蜘蛛くもがウヨウヨしてた。




　ホワィッ!?　ウエェェェイェ!?　キショッ!?

　なにこの巨大蜘蛛軍団!?　一匹一匹が私と同じくらいでかいんですけど!?　え、なんか卵みたいなものから次々出てくる！　さっきカサカサ聞こえてたのはこれかー!!

　思わず後ずさる。足に何かがあたって振り向く。

　うん？

　これは、あれか？　私がさっき這い出してきたものか？　なーんか、蜘蛛軍団の卵に似てるように見えるのは気のせいか？　似てるというか、そのものじゃね？

　改めて自分の姿を見直す。首が動かない。けど、視界の端に私の足らしきものが映った。

　……蜘蛛の足が。

　おおおおおおぉぉぉおおおお落ちちちち付けけけ！！！

　こ、これは、まさかのあれか!?　あれなのか!?　今ネットで流りゆう行こうのあれなのか!?

　イヤイヤイヤ！

　違うよね？　違うと言ってくれ！

　もう一度チラッと横を見る。周りにワサワサいる蜘蛛と同じ、細い針金のような足があった。

　意識して足を動かしてみる。私の思い通りに動いた。

　うむ。ここは潔く認めなければならない。

　どうやら私は、蜘蛛に転生してしまったらしい。




　ないわー。

　だが、途方にくれている間もなく、ボリボリッという音が聞こえてきた。何やら不穏な音だ。

　うん。

　現実から目をそらしちゃ、ダメだ。私の目の前にはおそらく私の兄弟と思われる蜘蛛軍団がいる。音を出すとしたら奴らしかいない。

　そーっと視線を前に戻す。そこには、ボリボリッと仲間を食う蜘蛛がいた。

　ホギャーッ!?　なにさらしとんじゃこいつら!?　えっ、食ってる？　共食いしてる!?

　私の目の前では、兄弟たちによる血で血を洗う生存競争が始まっていた。

　イヤイヤイヤイヤ！　まずいまずい！

　どうして血を分けた兄弟で争わなければならないんですか!?　あ、餌ですね。お腹減ったんですね。私も実は結構お腹減ってます。

　ハッ!?　いかんいかん。

　現実逃避してた。こんな戦場にいたんじゃ、いたいけな女子高生たる私はあっという間に男たちの毒どく牙がにかかってしまう！　比ひ喩ゆでもなんでもなくまんまの意味で！

　こういう時は三十六計逃げるにしかず。

　戦う？　ムリムリ。

　こちとら生きつ粋すいの帰宅部。あんなバイオレンスでキモイ連中と戦えるわけがないでしょ。あ、今の私の姿はあいつらと同じだった。

　うん。

　無駄なこと考えてる暇があったら逃げよう。そう思ったけど、どうやら少し遅かったらしい。ズンッという地響きが起こる。今度はなんだ!?　音と振動は背後から。後ろを振り向いたら、そこには見上げるほど巨大な大蜘蛛がいた。

　オゥ、マザーですか？　それともファザーですか？

　いかんいかん。

　また混乱してた。というか、え、でかすぎでしょ!?　私の大きさの数十倍はありそうだ。

　私の記憶が正しければ、地球上にそんな巨大な蜘蛛はいなかったと思うんですけど？

　あ。

　ヒョイ、パクッて感じで、大蜘蛛が小蜘蛛を爪の先でぶっ刺して食った。

　おつまみを食べるみたいな感覚で。

　マザー、貴様もか……！

　考えるのは後だ。今はここから無事逃げ出して、生き残ることを目指す！
















　全速力で逃げた。もう疲れて動けないってくらいになって、ようやく落ち着いた。振り向いても追ってきてる奴はいない。

　あー、死ぬかと思った。生まれてすぐ死亡とかシャレにならん。

　さて、人心地ついたし、ちょっといろいろ考えなきゃいけない。

　まず、なんで私死んだ？

　いや、これも考えてみたら、死んだって私が思ってるだけなんだよね。

　死んで転生して蜘蛛になったって、勝手にそう思い込んでるけど、私自分が死んだ記憶がないし。

　最後の記憶は、岡おかちゃんって呼ばれてる先生が、古文の朗読をしてる最中だったかな？

　私はうつらうつら居眠りをしていたんだけど、突然ものすごい激痛がして、そのあとの記憶がない。

　もし死んだんだとしたら、その謎の激痛が原因なんだろうけど……。

　激痛の原因すら見当もつかないからなー。

　一番有力なのは、やっぱりその時死んで、蜘蛛に転生したってパターン。

　あと考えられるのは、実は死んでなくて、魂だけ蜘蛛に憑ひよう依いしちゃったとか。

　私の本来の体は病院のベッドで植物状態になってたり。

　もっと突拍子もない考えだと、私は実は私の記憶を持ってるだけの赤の他人とか。

　本物の私は今も普通に授業を受けてるのかもしれない。

　うーん。

　考え出したらきりが無い。私が実は私じゃないとか、どうやって証明するんだって話だし。

　私は私であるが故に私なのだ、とか訳わからんことを言ってみる。

　大体、転生なんて突拍子もないことが、一番有力なパターンて時点で常識かなぐり捨ててるよね。

　とりあえず、この件は保留。

　我思う、故に我あり、の精神で、私は私であると仮定して生きていこう。

　んでもって、今の私は蜘蛛である。それはもう認めないわけにはいかない。

　逃走中の時、人間とは思えないような跳んだりはねたりとかできたし。

　で、私が蜘蛛だとして、さっき見た超巨大蜘蛛はなんなんだろう？

　うーん。

　状況を考えると、本当にあれが私の母親か父親だったんじゃないだろうか？　蜘蛛の生態なんてそんな詳しくはないけど、子供を食べちゃう親っていうのは、自然界では珍しくないはずだ。あいつら、生まれた瞬間から共食い始めるような種族だし、親が子どもを食ってもそんなに不思議じゃない気がする。

　あの巨大蜘蛛が親なのだとしたら、いつかは私もあのサイズになるってことかな？

　考えたらちょっと気持ち悪くなった。

　あー、いかんいかん。横道に逸それた考えを戻そう。

　まあ、あれだ。私が気になってることは一つ。

　ずばり私って、モンスターなんじゃねってことだ。

　ネットとかの小説だと転生って割とメジャーなジャンルの一つだけど、その中にあるんだよねー。

　魔物転生ってやつが。

　私って、地球の普通の蜘蛛なのか、それともここは地球とは違う異世界で、普通じゃない蜘蛛に生まれ変わってるのか。

　あの巨大蜘蛛を見ると普通の蜘蛛じゃない気がしてくるけど、もしそうなら生存難易度上がりそう。

　ダメだ。情報が少なすぎてわからないことが多すぎる。

　ここは地球か否か。私はモンスターなのかただの蜘蛛なのか。もしここが異世界だったとして、どういう世界なのか。

　知りたいことは山ほどあるけど、それを知るすべがない。

　あー、こういう時、小説とかだと鑑定スキルとかで情報収集できるのになー。

《現在所持スキルポイントは[image: ]です。スキル〈鑑定ＬＶ１〉をスキルポイント[image: ]使用して取得可能です。取得しますか？》

　オワッ。え？　……マジで？　突然頭の中に機械みたいな、まるでアナウンスみたいに感情の感じられない声が響いたからビックリした。二重の意味で。

　まずそんな声が聞こえたことにビックリ。

　もう一つはスキルなんてもんがあることにビックリ。

　地球にスキルなんてものはなかったし、こんなアナウンスみたいな声が聞こえることもなかった。

　となると、ここは地球ではないってことかな？　多分そう。

　そうなると、自然私イコールモンスター説も現実味を帯びてくるわけで。

　異世界でモンスターとか死亡フラグ立ってる気がするけど、考えないようにしよう、そうしよう。

　それよりも、あるのか。あるんだな鑑定スキル！　フッヒョイ！　テンション上がってきた！　なんか異世界転生っぽくなってきたじゃない！　答えはもちろんＹＥＳ！

《〈鑑定ＬＶ１〉を取得しました。残りスキルポイント０です》

　スキルポイントなるものは全部使い切っちゃったっぽいけど、今は気にしないでおこう。

　そ、れ、よ、り、も！

　今は念願の鑑定スキルを使っていろいろ調べるのが先決！

　適当にそこらへんに落ちてる石に向かって、〈鑑定〉と念じてみる。

　うまくいったような感触！　頭の中にスーっと情報が流れてくる。

〈石〉

　………ん？　あれ？　それだけ？

　イヤイヤイヤ。

　そんなはずないよね？　初めてだからきっと失敗しちゃったんだよ。もう一回試してみよう。

〈石〉

　………え？　まさか、本当にこれだけ？

　イヤイヤイヤイヤ。

　きっとこの石が何の情報の価値もない、本当にただの石ころだからに違いない！　今度は壁に向かって鑑定してみよう。もしかしたら、ここがどういう場所なのかわかるかもしれない。〇〇の洞どう窟くつとか、そんな感じで名称と説明がわかれば、大分気持ちが楽になるし。

〈壁〉

　……………。もう、何も言うまい。

〈鑑定ＬＶ１〉と、わざわざＬＶがついてることに、もう少し考えを巡めぐらせなきゃならなかった。

　つまり、ＬＶ１ではほとんど役に立たない効果しか発揮してくれないってことなんでしょ。

　ＬＶを上げればいいのかもしれないけど、スキルポイントは全部使っちゃった。

　ウワァー！　なんて無駄使いを私はしてしまったんだ！

　他にどんなスキルがあったのかはわからないけど、もしかしたらＬＶ１でももっと使えるスキルがあったかもしれないのに！

　いや、ここは逆に考えるんだ。鑑定でこんなざまなら、他のスキルもきっとＬＶ１じゃどうしようもない効果しか出なかったんだと。そうしよう、そう思おう。でないとやってられない。

　はぁー。ないわー。

　ついでに自分のことでも鑑定しとこうか。

〈蜘蛛くも　名前　なし〉

　ん？　蜘蛛って出るのは予想通りだけど、名前なし？

　我輩は蜘蛛である。名前はまだない、的な？

　まあ、前世の名前はあるけど、今のこの蜘蛛としての名前はないってことなのかな？

　とりあえず、使い物にならない鑑定スキルのことは置いておこう。というか、鑑定スキルのせいで余計に謎が増えた。

　鑑定スキルを取るために使ったスキルポイント。多分、このポイントを貯めるとスキルを新たに取得できるんだと思う。けど、そのポイントの貯め方がわからない。

　ＬＶだとかスキルだとかポイントだとか、ゲームみたいな世界だ。

　まあ、それならそれで楽しそうだからありっちゃありかな？

　楽しむ余裕があるかどうかはわかんないけど。

　とりあえず、お腹空いた。

　いつまでも同じ場所にいても仕方ないし、そろそろ移動して何か食べ物を探さないとまずいよね。




　ちょっと歩いてみて思ったけど、この洞窟広すぎ！

　あくまで今の私と比較してって話だけど、天井も見上げるくらい高いし横幅も同じくらい広い。

　デコボコした岩があちこちにあるおかげで、ちょっと雑多な感じはするけど、それでも洞窟としてはかなり広々としてる。その道が枝分かれしている。

　私は手頃な大きさの岩に登って、そーっと道の先を覗のぞいてみる。なんかおる……！　見るからにモンスターな外見の化物がそこかしこにいた。

〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈鹿〉〈蝙蝠こうもり〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈蝙蝠〉〈狼〉〈狼〉〈狼〉〈狼〉〈狼〉〈狼〉……

　あ、痛!?　頭痛!?　鑑定が暴発して情報が一気に流れ込んできたせいか、頭が痛い。

　しかし、言われてみれば鹿っぽいけど、私の知ってる鹿は、あんな名刀みたいな輝きを放つ角はしていなかったと思うなー。空中をバタバタ飛んでる蝙蝠も、蝙蝠って言うよりかは、醜悪な齧げつ歯し類るいに悪魔の羽が生えたような感じだ。狼は比較的普通、かと思いきや、足が六本あるや。

　ここを突破すんの？　ムリじゃね？　いやー、さっき生まれたばっかの小蜘蛛に無茶振りもいいとこだね。難易度ルナティックすぎでしょ。

　コソコソと岩を降りる。

　あー。モンスターだねー。ここ地球じゃないねー。

　そしてあの鹿やら狼やらが地球と同じサイズなのだとしたら……。

　考えない！　考えない！

　さて、どうすっかなー。

　前はモンスターハザード。後ろは蜘蛛地獄。あれ？　これ、詰んでね？

　まあ、待て。落ち着き給え。

　こんなこともあろうかと、私はちゃんと解決策を用意していましたとも。

　まあ、そんな御大層なもんじゃなくて、単純にもう一本の道を見つけてたってだけだけど。どでかい通路のせいで目立たない、もう一本脇道があった。壁に控えめに開いた穴みたいな通路だ。それでも高さは３メートルくらいあるし、横幅も同じくらいあるので、通る分には問題ない。

　とにかく食べ物を目指して探索しよう。理想はこの洞窟の出口を発見すること。

　そうと決まればレッツラゴー！

　て、意気揚々と移動し始めたのはいいけど、迷っちゃった。

　いやー。改めて言っていい？　この洞窟、広すぎ！　え、なんなのこの広大な迷宮は？

　さっきから道がむちゃくちゃ枝分かれしまくってんですけど？

　分かれ道の数？　10越えたところでそれ以上数えるのは諦あきらめました。

　魔物にも結構遭遇した。その度に逃げまくってたせいで、元の道もわからなくなっちゃった。

　あー、ないわー。

　この迷宮、攻略しようと思ったら地図は必ひつ須すじゃん。出口見つけるどころじゃないわー。

　そして、私ってばとんでもないもの発見しちゃったのよねー。

　地面にあったもの、それは人の足跡だった。

　何人か分の足跡がくっきりと残ってる。つまり、ここには人が来てるということだ。というか、ちゃんと人が生きてるということだ。人がいるのには感動した。

　けど、それとは逆に、ちょっと、いや、かなーり、やばい事実に気づいてしまった。

　私の体は、人の足跡よりもはるかに大きかった。

　この足跡の人たちの大きさと比較すると、私の大きさは、体長１メートルくらい、かな……。

　イヤ、きっとこの足跡は小人さんのものだよ。

　そうだそうだ、あっはっは！

　ないわー。ないない。

　ああ、うん。

　あの巨大蜘蛛を見た時から薄々そんな気はしてた。今の私はどう贔屓ひいき目めに見てもモンスターですありがとうございます！

　あー、目をそらし続けてきたけど、ついにどうしようもない事実を突きつけられてしまった。

　蜘蛛に生まれ変わったってだけでもショックなのに、さらにモンスターだもん。

　これはへこむ。人によってはそのまま絶望して自害するかもしれないくらいへこむ。まあ、私は死のうとまでは思わないけど。あー、でもへこんでばかりもいられない。

　ここが地球じゃない異世界だとしたら、どんな危険があるかわかったもんじゃない。あの巨大蜘蛛みたいな化物が他にいないなんて保証はどこにもないし。あの巨大蜘蛛、私のサイズから予想すると、体長30メートルくらいあるんだけどね……。

　あれ、人の手に負えるのかな？　ムリじゃね？　どう考えてもあれはボスモンスターでしょ。

　となると、私はそのボスモンスターの子供ってことか。

　それってまずくね？

　もしかしなくても、私、人に出会ったら殺されちゃうんじゃない？

　ありえるわー。というか、その可能性大。

　ふと、足跡の横に何かが転がっているのが見えた。

　なんだろ？

　気になったので見てみると、そこには解体された蜘蛛の死し骸がいがあった。

　あー、これ私と同じ種類の蜘蛛だねー。

　見事に解体されてるねー。多分人間の仕業だろうねー。

　これダメなパターンだ！

　人間に見つかったら確実に殺やられる！

















Ｓ１　日常が終わった時






　その日は、何の変哲もない日だった。学校に行って、友達と駄だ弁べって、授業を受けて、家に帰ったらゲームして、飯食って風ふ呂ろ入って寝る。そんな、在あり来きたりな日になるはずだった。




　俺はその日、眠い目をこすって学校に向かっていた。

　前の日に夜遅くまでオンラインゲームで遊んでいたツケが来ていたのだ。

　学校につき、欠伸あくびを嚙かみ殺ころしつつ教室に入る。

「はよー」

「おはよう」

「オッス。……どした？　すんげー眠そうだけど」

　俺は同じクラスの友達、笹ささ島じま京きよう也やと大おお島しま叶かな多たに挨あい拶さつをする。

　この二人は俺と同じゲームで遊ぶ、いわゆるゲーム仲間だ。

「おう、聞いて驚け。昨日ハゲさんと野の良らパーティー組んだ」

「マジで!?」

「おう、マジマジ。おかげでほぼ徹ゲーしちまった」

「うわー。マジかー。あれか？　俺が落ちた後か？」

　叶多は途中まで俺と一緒に遊んでいた。

　けど、そろそろ寝るからと言って先にログアウトしていたのだ。

「チクショウ。それならもうちょい粘ねばっておけばよかった！」

　本気で悔しそうな叶多。けど、叶多が抜けたから野良パーティーを募集したんであって、叶多がそのままインしていたら、ハゲさんと一緒になることはなかっただろう。

「で、で。間近で見たハゲさんってどうだった？」

　京也に聞かれて、俺はハゲさんの勇姿を思い出す。

「あれは人にん間げん業わざじゃないわ。べスベルウィッチの魔法を、前進しながら避けるとか信じられるか？」

「さすがハゲさん。韋い駄だ天てんの二つ名は伊達だてじゃないね」

「いや、いくら素早さガン振りでも、腕がなきゃそんな芸当できねーだろ。やっぱ最後にものを言うのはこれだよ」

　叶多が自分の腕を叩たたきながら言う。

　確かに、同じステータス、同じ装備でも、ハゲさんと同じことができるとは思えない。

「あー。ゲームの世界に生まれ変わりてー」

「それいいな。今日終わったらレベル上げやるか？」

「いいよー」

「俺も賛成。なるべくキツイとこでトレーニングしようぜ！」

　話がまとまったちょうどその時、チャイムが鳴った。そのまま解散し、それぞれの席に着く。

　その約束が果たされることはないと知らずに。




「あれ？」

　席に着いて授業の準備を始めて、俺は筆箱が鞄かばんの中にないことに気づいた。

　そういえば、ゲームの情報をノートにまとめるために、使った記憶があった。

　多分そのまま鞄にしまい忘れてしまったんだろう。

「あちゃー」

「どうしたの？」

　俺の声に、隣の席に座る長は谷せ部べ結ゆい花かが反応した。

「筆箱忘れた」

「ありゃりゃ。仕方ない。あたしの貸してあげるよ」

　長谷部はそう言ってシャーペンと消しゴムを渡してくる。

「悪い」

「うむ。お菓子一個で手を打とう」

「無償じゃねーのかよ」

　苦笑しつつ了承して手を振る。やっぱりその約束も、守れないと知らずに。




　そして、古文の授業の時に、それは来た。




　眠い。俺は猛烈な眠気と戦っていた。

「はいはーい。注目ですよぉー？　教科書37ページ１行目からぁー、そうですねぇー、授業中にスマホ覗のぞいている漆しの原はらちゃんに訳してもらいましょうー」

「うえっ!?」

　指名された漆原美み麗れいが素すっ頓とん狂きような声を上げつつスマホを隠そうとする。

　その隣では夏なつ目め健けん吾ごが笑いを嚙かみ殺しているが、さりげなく自分もスマホをいじっていた。

「他人ひと事ごとじゃないですよぉー、夏目くん。漆原ちゃんが答えられなかったら次は夏目くんの番ですからねぇー？」

　夏目の手元にも気付いていた岡ちゃんこと岡おか崎ざき香か奈な美み先生の指摘に、教室の中で控えめな笑いが起こる。

　笑われた夏目は顔を赤くして憮ぶ然ぜんとした表情をしていた。

　一番笑っていたのは夏目と最も仲のいい桜さくら崎ざき一いつ成せいで、わざわざ一番前の席から夏目のことを振り返って指を差して笑っている。

「はいはーい。静粛にぃー。漆原ちゃん答えをどうぞぉー」

　結局指名された漆原さんも、次に指名された夏目も答えられずに、また教室に笑いが起こった。

　そんな弛し緩かんしたムードの中、岡ちゃんが朗読を始める。

　俺にはその声が子守唄うたのように聞こえていた。

　このままでは寝る、と思い、教科書から顔を上げる。

　ほとんどの生徒は教科書に視線を落としている。

　不真面目にしていると漆原さんや夏目の二の舞になるからだ。

　岡ちゃんは普段優しいし、気さくだけど、授業をサボったり不真面目な態度だったりすると、結構容赦ない。

　そんな中、俺の視線はある生徒で止まった。

　目に入ったのは、左前の席に座る女子生徒の姿だ。リホ子と呼ばれている。本名ではない。

　リアルホラー子、略してリホ子だ。

　ガリガリに瘦やせていて、青白い顔に、いつも陰いん鬱うつな表情を浮かべている、不気味な女だ。

　あんまり人の悪口を言いたくはないんだが、そうとわかっていてもどうしても相容れない感覚がした。

　リホ子は眠気と戦う俺を嘲あざ笑わらうかのように、堂々と居眠りをしていた。

　苦々しい気分になりながら、リホ子から視線を外す。

　そこに、それはあった。それは、亀裂だった。

　教室の中で、俺以外にそれの存在に気づいていた奴はいなかっただろう。

　ちょうど教室の真ん中、その頭上で、何もないはずの空間に、亀裂が走っていた。亀裂としか言いようがなかった。しかも、それは段々と大きさを増していく。今にも割れそうになる亀裂。

　俺はそれを見ても、呆ぼう然ぜんとしているだけで何もできなかった。

　何かできたとしても、多分結果は変わらなかっただろうが……。

　亀裂が盛大に割れる。それと同時に感じる凄すさまじい激痛。

　そして、俺は、俺たちは、死んだ。







　この続きは現在配信中の『蜘蛛ですが、なにか？』にてお楽しみください


 (C)Okina Baba, Tsukasa Kiryu 2015
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